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埋蔵文化財は、私たちの祖先より培われてきた貴重な歴史的財産であり、国民共有

の財産であります。教育や文化等の内面的な充実が求められるなか、人々の埋蔵文化

財を含む文化財に対する関心は高まりを見せています。先人の残したがナがえのない

埋蔵文化財を、文化財保護法の理念に基づき活用し、後世に伝えていくことは現代に

生きる私たちの責務でもあります。

しかし、埋蔵文化財は近年の大規模な開発事業等により現状保存をすることが難し

くなっております。このような状況のなかで、埋蔵文化財保護と各種開発事業との円

滑な調整を図るために遺跡の性格や所在地、範囲を正確に示すことが必要であること

はいうまでもありません。

当教育委員会では、国庫補助金の交付を受けて昭和52年度より遺跡の分布調査を実

施しているところであります。現在、県内で確認されている遺跡数は1万2千近くに

も上ります。これらの遺跡を広く周知する必要があるとともに、開発事業との調整の

中で行った発掘調査の記録や、遺跡の範囲及び内容確認を目的とした試掘調査の記録

を明らかにする必要があると考え、平成元年度からこれらの報告書を刊行しておりま

す。

本報告書は、平成18年度に実施した県内遺跡の発掘調査、試掘調査及び分布調査の

成果をまとめたものです。本報告書が県内遺跡の内容把握に活用され、文化財の保護

に寄与することがあれば幸いに存じます。

調査の実施と報告書の作成にあたり、ご指導とご協力をいただきました多くの方々

に対しトより感謝申し上げます。

平成20年3月

岩手県教育委員会

教育長 相 澤 徹



2 経営体育成碁盤繁備事業自山地医(道上遺跡)

3 経営体育成基盤整備事業中寺林地区(八幡Ⅱ ・ Ⅲ遺跡)

4 経営体育成基盤整備事業部,島地Ix二(牡丹野遺跡)

5 経営体育成基盤整備事業江刺西部地「ヌ二(沼尻遺跡)

6 経営体育成基盤整備事業江釣子第l地車(下線塚古館遺跡)

7 経営体育成基盤整備事業面日詰地「メ二(南口詰小路山I ・ Ⅱ遺跡)

8 県‾、材と巻厚生・北上病防統合整備車‾業(浦沢遺跡)

9 緊急地方道整備事業(境遺跡)

10 北上川上流流域下水道事業(十字冊郎亦)

11地域振興支援道路ネットワーク整備事業要害地区(清田台遺跡)

Ⅱ 試掘調査

l いさわダム建設事業(大平野Ⅱ遺跡)

2 いさわダム建設事業(坪淵I ・Ⅱ遺跡)

3 東北棟断自動車道(遠野一束相聞)新直螺事業(倉沢3凶I遺跡)

4 東北側抑ノ働車道(遠野一東和間)新直轄事業(倉沢3区Ⅱ遺跡)

5 東北樹析自動車道(遠野一東和聞)新曲盤事業(羽黒田遺跡)

6 東北樹新自動車道(遠野一東和間)新直碑事業(中嶋遺跡)

7 一般国道盤岡田バイパス改築工事(矢盛遺跡)

8 〇一般国道盛岡西バイパス改築工事(細谷地遺跡)

9 一般国道106号都南月旧道酪改築工事(月旧.A遺跡)

10 一般国道4臆とトド泉バイパス改築工事(瀬原Ⅱ遺跡)

11国営いさわ南部農地狗嗣手業(岩淵堤遺跡)

12 欺相月沿岸農薬水利事業(士町遺跡)

13 農l肌蹴会合整備事業下閉伊北地iメ二(割沢遺跡)

14 一般国道106号梁川通船起点部改良「二幸(戸仲遺跡)

15 一般国道106号都南)i旧道酪改築工事(小屋野遺跡)

16 松岡養護学校整備事業(松屋敷遺跡)

17 主要地方道花巻北上線東十二十目地剛帖轟設置工事(小袋遺跡)

18 直酷刑=改修事業北上川上流石鳥谷築堤(小鮒遺跡)

19 中山間地域総合整備軍制旧)地iメ: (徳島遺跡)

20 緊急地方道整備事業(雨滝(印奇A)遺跡)

21緊急地方道整備事業(斉羽場館遺跡)

22 地域通船繁備事業(野田I遺跡)
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23 緊急地方通弊備事業(成田岩田草餅遺跡)

24 経営体育成基盤整備事業和賀中部第5地「×二(十成沢Ⅱ遺跡)

25 経営体育成基盤整備事業史木新田地区(中の屋敷Ⅱ遺跡)

26 経営体育成碁盤整備事業史木新田地Iヌ二(戸桜遺跡)

27 緊急地方道繁備事業(岡島遺跡)

28 経営体育成基経整備事業史木新田地Iメ二(舟渡I遺跡)

29 主要地方道花巻北上線宮沢地「ズ:歩道設置工事(湯沢I遺跡)

30 経営体育成碁盤整備事業古城地車(安久沢束遺跡)

31経営体育成基盤整備事業古城地区(卜判‾遺跡)

32 経営体育成基盤整備事業口山地Ixニ(金野遺跡)

33 経営体育成基盤整備事業白山地区(道上遺跡)

34 経営体育成碁盤整備事業満倉地匠(描出遺跡)

35 経営体育成碁盤整備事業江刺西部拙文(広間前・広岡前Ⅱ遺跡)

36 地方特定道路繁傭事業(宝禄遺跡)

37 一関遊水池事業(鵜の木遺跡)

38 経営体育成基盤整備事業白山地車(向1圧野遺跡)

39 経営体育成碁盤整備事業渋民地区(伊勢堂Ⅲ遺跡)

40 経営体育成碁盤整備事業渋民地Ix二(槻古寺遺跡)

4l 一般国道342号厳美バイパス通船改築工事(上野I ・ Ⅱ遺跡)

42 一般国道342号厳美バイパス道路改築工事(上野Ⅱ ・ Ⅲ遺跡)

43 一般車J道342号通船改築工事(五輪葦遺跡)

44 一般国道342号道路改築工事(中村城跡)

45 道路改築事業(松山大地田沢遺跡)

46 緊急地方道整備事業(森崎遺跡)

47 経営体育成基蕗整備車薬箱月i左帯地iメ二(森の下Ⅱ遺跡)

48 地方道路整備事業(主要地方道一戸山形線来町地区) (似平Ⅱ遺跡)

49 都市計画道路上野西法王線砂森地区(野旧城跡)

50 遠野第二生活貯水池建設事業(夫婦石神事野遺跡)

51緊急地方道整備事業(本渡Ⅷ遺跡)

52 一般農道整備事業大Ii旧地厚: (外里遺跡)

53 経営体育成碁盤繁備事業南口詰地区(出口原I遺跡)

54 経営体育成碁盤繁備事業面日詰地車(南口話人坂遺跡)

55 経営体育成碁盤整備事業面障害地車(南日詰小路口I ・ Ⅱ遺跡)

56 一般県道盛岡石鳥谷線上、聞く地iオ道筋拡幅工事(萌し合I遺跡)

57 農用地総合整備事業下閉伊北地「メ二(二升石大根遺跡)

試掘調査山上遺物

発掘調査・試掘調査・分布調査一覧

Ⅲ 写真図版
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1 本書は、岩手県教育委員会が辛成18年度に実施した県内遺跡発掘調査事業に係る調査結果の概要報告で

ある。なお、本事業は国庫補助金の交付を受けて実施したものである。

2 本事業は、岩手県教育委員会が調査主体となり、岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター及び関係市

町村教育委員会の協力を得て実施した。

3 遺跡位置図は国土地理院発行のl,/2.5000地形図を原寸大を原則として、改変したものである。遺構及び

トレンチ配置剛ま、各事業者より入手した地形図を原図として作成したものである。

4 発掘調査については、枕崎を記した。また、北上正金附遺捌嫌接地(緊急地方道整備事業)、一関市源八

遺跡(広域農道整備事業東磐井地区)、遠野市宇宙田I遺跡(経営体育成碁盤整備事業猫用左岸地区)、北

上手刷白人駅前遺跡は調査内容から、遺物及び一覧表のみの掲載としている。

5 試掘調査に係る遺跡の推定範囲をアミ掛けで示し、試掘トレンチは実線で示している。

6 本事業の調査、整理、報告書編集等は岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課の高橋一浩、背骨久、矛と

抜放博、楼井友梓、羽柴直人が担三i上した。また、平泉町内の調査等は生涯学習文化課柳之御所担当が担当

した。

7 本事業の記録及び出土品は、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課が保管している。



I 発掘調査





1 一般県道二戸一戸線堀野地区

交通安全施設整備事業

堀野遺跡群(IF90-0000)

所在地:二戸市堀野

事業者:二戸地方振興局上木部

調査期日∴半成18牢6月22用木)、 23日(金主 6月26出川

へ30出金)、 7局3「伸上6口休)

本遺跡は、二戸市役所の北北東約2.4kll正位置し、 ,鳴淵

川右岸の河岸段丘十に立地している。今回の調査は道酪

付け替え工事及び歩道、道路側溝改築工華子完箇所であ

る。平成17年度に試掘調査を行い、縄文時代後期の士器

片や焼士等が確認されたことから、本調査が必要である

と判断した箇所である。堀野遺跡はこれまでも岩手大学

や二戸市教育委員会による発掘調査が行おれておI)、縄

文時代の配布遺構や7世紀代と考えられる集落跡が検I=

第1図 堀野遺跡位置図

されている。

調査区の基本層勘ま、第I層が盛上層で層厚が70cnl、第Ⅱ層が黒褐色上層で刑事が30cm、第Ⅲ層が黒褐色

上層で層厚20cm、第Ⅳ層が黒褐色上層で層厚20cm,第V層が地山層とみられる賞褐色士層である。

発掘調査では、遺構等は確認されなかったが複数の遺物包含層が碓認されな遺物は第Ⅱ層から土師器

片が検出されたが、出土量も少なく、器彬を復元できるものはなかった。第Ⅲ層、第Ⅳ層からはいずれも縄

文後期の士器片が検出されたほか、有器類も検出されたへ縄文土器は鉢、壷などがある。 1は縄文時代後期

の壷で、器高は14cm程度とみられる。休部に当行沈線で文様が施されている。 Ilは磨製石斧で、長さ約4・5cm`

幅2.5cnlで刃部は破損している。

いずれの層でも焼士や炭化物等は確認されず、遺構等は検出されなかっだ今回の調査医では、遺物包含

層硝ヒ東に傾斜しており、調査因ヒ東部は水成堆積とみられ郡、池土居が厚く雄積していたことから、その

沢筋に包含した遺物であったと考えられる。調査高二南西の、現在公園となっている範囲で集落域が検出され

ていることから、今回の調査範囲ま、集落の端部から沢に傾斜する箇所で、十邦の土居に縄文士器等が含ま

れたものと判断できる。

第2図 堀野遺跡調査区位置図
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第3図 堀野遺跡調査区・出土遺物
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2 経営体育成碁盤整備事業 白山地区

道上遺跡(NE47-0045)

所在地:奥州市前沢区白山字道上

事業者:県南広域振興局農林部農村諮個室

調査期日;工事立会:平成19牢l月10口(水)

発掘調香:平成19年2月6口(火ト2月了仁1

(水)

道上遺跡は、 J R東北本線陸中折居駅の南東2.3kmの、

北上川右岸に形成された沖積地上の微高地上に立地して

いる。遺跡の標高は3lm前後を測り、現況は農道となっ

ている。今回の調査は、ほ場整備事業に伴うもので、辛

成16年度の当課による試掘調査を経て、辛成18年度に岩
第4図 道上遺跡位置図

手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが本発掘調査を

行った区域の隣接箇所である。生活道路となっている現道下の調査範囲であり、工事立会とした範囲であっ

たが、遺構等が確認されたことから本調査を実施した。

調査区の基本上層は、第I層が近代の盛上層で層厚30-40cm、第Ⅱ層が旧水田耕作土とみられる暗褐色土

層で層厚は5-10cm、第Ⅲ層が地山とみられる黄褐色上層である。第Ⅲ層の工面で遺構等を検出している。

時期不明の土坑1基、古代の柱穴状土坑1基を検出した。検出した上坑は、径は一つの半径が54cmの規模で、

楕円形とみられるが、もう一辺の半径は調査Ixニ外に伸びるため不明である。深さは15cmで、埋土は単層であ

る。遺物が出士していないため、時期は不明である。柱穴状遺構は径が20×20cm程の口形である。柱痕跡等

は確認されなかった。理工は単層である。理上中から、摩滅が著しいもの土師器片が1点出土している。遺

物の特徴から、 9世紀中葉以降の遺構と考えられる。ただしこれに組み合うとみられる柱穴等は今回の調査

区内からは確認されておらず、調査区外に延びるものとみられる。

今回の調査凶ま水田として関田され利用された後、農道として利用されている箇所であり、水田造成時に

大きく地形改変を受けている箇所であった。そのため、遣物の出土は少なく、遺構も士坑l碁と柱穴1基に

第5図 道上遺跡調査区位置図
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上祐二(Å臆らi)

1 黒褐色 しまりあり 神性ややあ白
地=用†絡上ブロック10。。含む 理)

番号 出上地点 層 位 植 別 器∴植 持 徴 

1 上帥㌫ 干 卑 i)、ル回申グロii囚 i阜→ミガキ 

2 須患者 ∴ 1 
l の11雷「;高台付 入所し面に白黙紬 

こう 陶器 ‡ = l! 陶器 
l 陶器 染付 

第6図 道上遺跡検出遺構・出土遺物

とどまった。ただし、周囲の調査状況等から、本遺跡は古代の集落跡で微高地の範囲に広がる遺跡とみら

れる。また埋蔵文化財センターによる調査結果や、周辺から第6図3などの遺物が表採されていること、そ

のほかにも中世の遺物も出土していることから、古代から中世にがナての遺跡なるとみられる。ここでは、

近接地点の試掘調査や分布調査によ申出二した遺物と表面採集した遺物も掲載した。 lは9世紀とみられる

ロクロ土師器杯の」i縁部の破片で、内面は黒色処理後ミガキ調整されている。今回の本調査範囲で出土した

ものである。 2は須恵器長頚壷の底語i;である。内外面に自然軸が袖着している。出土地点は平成19年度に理

蔵文化財センターが調査した地点に近接する範囲である。 3は中世の渥美産の陶器である。外面はタタキが

みられる。今回の調査範囲の北側の旧河道とみられる範囲で出土したもので周囲からの遺物とみられる。

堀野遺跡掲載遣物観察表

番号 出土地点 層 位 碓 男 I 器 植 特 徴 
1 造物色合 言 葦 文 音 中 後期 
2 造物色 † 醤 可 丈 言 子 鉢 後期 
3 造物色, イ 高 ネ 文 .器 鉢 後期 
/1 造物色 † 高 雷 文 干 鉢 後期 
○ 造物色合 曽 寄 丈 幸 鉢 後期 
6 造物包含 高 甲 友 言 ÷ 鉢 後期 
l 造物色合 吾 者 丈 言 子 鉢 後期 
8 遣物色合 当 雷 

番 丈 子吉 子 鉢 後期 
9 避物色 曽 対 丈 膏 子 鉢 後期 
10 造物色合 曽 置 文 膏 字 ・本 囚外面ナチ 
11 遊物色 l 帝 石器 高梁石斧 (31.6g) 

12 造物色合 帝 石器 l川し (535.了g) 

ー6-



3 経営体育成基盤整備事業中寺林地区

八幡Ⅱ遺跡(しE96-1287)

八幡Ⅲ遺跡(しE96-2227)

所在地:花巻巾石鳥谷町中守林地囚

事業者:県南広域振興局花巻総合支局農林部農村整備

室

調査期日 ∴辛成18年8月28出川へ30日休)

本遺跡は花巻吊役所石鳥谷総合支所の南西的l.4knl、北

上川の支流耳収用と葛丸川に挟まれた河芹段丘上に立地

し、標高は95m前後を測る。今回の調査はほ場整備事業

に係るもので、パイプライン設甚箇所が対象であるこ

調査にあたっては重機で奏上、盛上を除去した後、精

査を行った。調査医の基本層勘よ第I層が盛上層で層厚

が100-120clll、第Ⅱ層が地山層とみられる黄褐色上層で

ある。

調査では、溝跡2条、柱穴状上抗1基の遺構が確認さ
第7図 八幡Ⅱ ・Ⅲ遺跡位置図

れた言轟跡2条のうち、 SDl瀞跡は調査l2中一央やや南側より検出されたっ 規模は幅200cm,深さ80cln、長さ

260m以上で、方向は北西一南東である。壇上は3層に分けられる_ SD2瀞跡は調査医中央やや北側で検出

された。規模は幅I10cm,深さ100cm、長さは500cm以上で、方向は南酉一北東であるこ いずれも時期は不明で

ある。また柱穴状遺構はSDl滞跡の北4mの地点で検出されたっ 規模は径40×50cIll、深さ40cIllほどであった。

壇上は単層で、黒褐色上層に黄褐色のロームブロックが混入しているっ 須恵器片が1点出上している。須恵

器は欝の休部士半部の破片で、内外面ともにロクロナデである言臆しl上遺物は前述した柱穴状遺構からの遺物

以外は全て遺構外からの出土であるが、平安時代の上銅器及び須恵器、また18世紀の肥前巌の陶磁器が数点

出土している。 3は花生、 7は椀の口縁部であるっ

今回の調査の結果、検出された遺構のうちSDl滞跡は調査lメ二外の北陣及び南東部に、またSD2滞跡は調査

匡二外の北東及び南西部に伸びるものと見られる。 SDlとSD2瀞跡は角皮や埴土の状況から調杏医の西側でつ

ながる可能性があl)、検出された柾穴状遺構も2条の滞跡がつながるとすれば瀞の内側に所在していたこと

になる。また撹乱土の中からではあるが近世の陶磁器の山上も見られることから、 2条の薄跡は近世の屋敷

を囲む環濠的な性格を持つものであった可能性が高いものとみられる。十十位の地彬面については道路整備や

ほ場整備等でたびたび改変を受けており、部分的に残っていた旧表上面から、烏麦神棚」の土器が出土したもの

と考えられる。
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入 須忠締出上 村穴の捕方の地上と思かれる

∠二フウマゝ6 匡勢へ7
0 l :3 10cm

0 1:2 4cm

雪雪雪雪雪擢雪雪雪雪雪

番号 出上地点 層 位 植 別 器∴植 持 徴 

1 上 音 杯 十千年i高 ロクロ!上 

2 須 ∴ 難 囚外面 jロクロ廿 
3 開 千 化生 肥 面18Cし、 

/1 陶 子 椀 画面染付ン 

○ 陶 音 碗 染付 
6 胸 音 苑 i)、J 十 染付 
l 胸 子 魂 肥 汗18C 

8 金方 製品 鍍買 覚永通告? 

第9図 八幡Ⅱ ・Ⅲ遺跡検出遺構・出土遺物
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4 経営体育成基盤整備事業都鳥地区

牡丹野遺跡(NE25-O185)

所在地:奥州市胆沢区南都田

事業者:県南広域振興局農林部農村整備室

調査期日:平成19年2月8、 9、 13、 14、 19、 20日

本遺跡は、 JR東北本線水沢駅の西約6kmに位置し、胆

沢川右岸の胆沢扇状地に立地している。現況は畑及び水

田となっている。本遺跡は縄文時代及び古代の遺跡とし

て周知されている。今回の発掘調査範囲は、辛成18年12

月6日に試掘調査を行い、教生1243号において「婁本調

査範囲」と回答した範囲である。この調査は道路拡幅部

分で、パイプラインを既設することから、発掘調査を行
第10図 牡丹野遺跡位置図

うこととしたものである。また、試掘調査時に屋敷林等

の雑物があり試掘調査を行うことができなかった範囲は今回合わせて試掘調査を行った。発掘調査医調査範

囲の北側は旧河道となっていることが確認されており、遺跡は旧河道や低湿地などに囲まれた微高地士に立

地するとみられる。発掘調査は、道路卿膚及びパイプライン埋設範囲を対象とし、調査面積は約200正である。

調査区の基本層序は第I層が現在の表土にあたる水田耕作士で層厚が50cnl、第Ⅱ層が黒褐色上層で層厚が

10cm、第Ⅲ層が黒色上層で層厚が20cmである。この層で遺構および遺物を確認している。第Ⅳ層が地山層と

みられる黄褐色土層である。

調査では遺構検出面である第Ⅲ層で精査を行い、竪穴住居跡(1号住居)を検出した。第Ⅲ層の残存状況

は調査区全体でも、良好ではなく、調査印書】央付近にのみ碓認できた。第Ⅲ層が残っていない箇所では、削

平が著しいものとみられ、第Ⅳ層上面で遺構精査を行ったが遺構等は確認されなかったつ

1号住居跡はカマドのある竪穴住居跡で、東辺以外は調査iヌ二外へと延びており不明であるが‾辺が4m

程度と想定される。東方同にカマドがあI)、煙道部は調査範囲外に延びていると思われる。住居の平面形は

隅丸方形とみられ、南北辺が約3.8mである。住居内の理土は3層に分けられ、いずれの上層からも焼土ブ

審 

一一・・〇-一〇′∴∴∴い i 十全 

雷 

巨 
I 

′.ノー 

1 

l 

●●く l 

く ! I l.__- 」_ 

阜 

・子 

第11図 牡丹野遺跡調査区位置図
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ロックが確認される。柱穴が南側の壁に沿ってl基、北側にl基ある。この住居は1号上境を切って作られ、

2号上境に切られている。カマドは東辺中央部に構築されている。黄褐色精工で構築されており、芯榊二石

を用いている。土師器欝もカマド紬こ張出寸いて出上しており、構築時のものとみられる。 1号住居からは

上師器、須恵器が出土しており、須恵器杯などから9世紀後半の住居跡と考えられる。

この住居跡のカマドは雄積土や焼上の推樹刷上から、同位勘こ1度以上作り替えられていると考えられる。

住刷二伴う柱穴は調査図柄、ら2基検出している。壇上はいずれも単層である。 1号住居内に2碁の土境が

ある。 l号士坑は1号住居より古い遺構で、南北辺が3mほどである。 1号土境は規模や平面形状から竪穴

住居の可能性もあるが カマドや賄用言等が略語できず不明である。畦上が2層に分けられ、壇上内から土

師器、須恵器が出土している。理士に粧上ブロックや焼土を含んでおり、 1号住居構築時に埋め戻されたも

のと考えられる。 2十日二杭はlサ住居廃絶後に構築された、よ欄干しい遺構である。埋十は4層に分けられ

る。粘土ブロックなどを多く含む上層である。地上内からは土師器、須恵器が出土している。

Il廿遺物には須恵器杯・梁、土師器杯"難がある二多くはl号住居理工から山上している。土師器は杯はい

ずれもロクロ成形によるもので、内面は黒色処理されている。底部は残存が少なく、切用催しや調整は不明

である。土師器楽もロクロ成彬によるもので、長胴型である。外面は休部上半部はタタキの痕跡が一部みら

れるが、ロクロナデで調整されているこ また、 25は頚部までタダキ痕跡が残されている。休部下半はヘラケ

ズl)調整が行われている。 28はカマドの紬二張用・く形で一部が出土しており、破片もカマド周辺から出土

しており、構築時に使用されたと考えられる.内面はいずれもヘラナデである。口縁部はいずれも受け口状

となっている。須恵器上付ま器形の全体がかかるものは少か、が 3は口径約13.8cm、器高は3.7cI-1、 4は口径

組5.3cm,底径的6.3cm,器高約5.8cmである。 44は1臆星二境から旧二しており、口径約12.9cm、底径約6.6cm、

器高約3・8cnlである。須恵器杯類は原語「が残るものは、いずれも回転糸切り無調整である。 10は長頸壷の頚部

で、内外面に自然軸が柵着している。須恵雑勘よ白線部等がわかるものはか、が、底部破片は平底である。

38は高台杯もしくは長頚壷の台部破片である。

本遺跡は、土師器はログロ成彬で内面黒色処理による土師器上不とロクロ成形の欝、須恵器は店請胴転糸切

帰朝藍の土器群が出十している。上陶器杯は内面黒色処理のもののみで非黒色処理のものはみられない。

これらの土器の特徴から、今輔灸出した遺構も9崎己後半代を中心とした時期とみられる。

今回の調査範囲ではl号十杭や1号竪穴住居跡、 2号上抗からそれぞれ十器が旧二しているが、土器の特

徴は共通している。また遺村輔日で接合する個体もみられることから、今回検出した遺構には大きな時間差は

れ、と考えられる。検出夫況からも、 l号十二抗の壇上は住居構築時の人為増穂とみられ、大きな時間差はな

いことが想定できる。これらの調査結果から、牡丹野遺跡は9勝己後半代の平安時代の集落と考えられる。

まだ今回遺構を検出した微高地状の範囲は東側に広がっており、削平の状況にもよるが当該時期の集落

跡が広がっている可能性は高いと考えられる。

牡丹野遺跡基準座標(SPl : x=-96741・198'y=21100・176 SP2 ‥ x=-96746.17l.y=21099.389 世界測地系

による)
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第12図 牡丹野遺跡検出遺構
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第13図 牡丹野遺跡出土遺物(1)
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) 帥器 I小 言㍉ 破片 Uグロ他用 
2 ( 中 申 

I 帖器 J 緑i 待皮 
‾

ロタロ松川 
3 ( 互 申 

) 

タ 忠器 ナ小 葎!3.8em 品肥了ぐn 1囚外面ロクロ=I東部糸切りー 
l 問-, 理 タ 

「 卑 葎15.3cm11 季6.3cn l器高5、8emi人中ト面ログロii回転糸切立頼調整 

○ 仕I,- 当 
) 

タ † 卑 緑I 溝板片 面外面ロケロ= 
6 作中 子 

) 

タ 十本 主言 部破片 外面 ロクロil 

l ( 
月 カ‾了ド間近! タ上’ 

! 

「 卑 草木I 紺破片 葎15cnl囚外面ログロ!j 

8 ( 中 子 
) 

分 
自 

【 上半 囚夕 両日ク亡 I= 

9 l 互; 子 
i 

言∴ 
l 

「 
i 上半 間夕 面ログ ∵= 

10 l 品、 Ii 

i 

分 
i 

「 三・魚雷 高∴囚外面ロタロ 外面に子l然相 

11 l 
l 子 

i 

」∴ 
弓 

「 三・頭壷 暗に 画外面ログロ 10と同 一個i体か 

12 l 出・ 申 
i 

タ 
i 

「 卑 I し’郊皮 

‾

囚外面ロノ グロ= 

13 l 中; 申 
i 

タ上′ 

1= 
「 坤 I 緑妓 

‾

囚外面ロノ グロ= 

= l 品・ Ii 

i 

湘 「 I :\; 雄破片 外面当行タダキ 画面ロタロ【i 

15 l 
I カ‾、ノドI打辺 J 「 i ∴,し1. 写し 自破片 外面亡 ]クロ「l 

16 l 
I 川上 タ 

教i 

手 掴 皮片 夕 而ケズリ 画面ナチ 
1了 l 屈・ カマド周辺 子 I し∴† 「 

I 上半一十 国外= ナチ 外面(二日黙紬】 

18 子 品・ カマロ〇年辺 I 

胴 ;外面、 子タダ i)、画j同心用オサエロ→ナチ 

19 l リ 二坑 子 
1 

「 I不 ;申 一転糸切(自問J 整 
20 ( 互 ’点じ 考 

i 卑 子 中 松永切申粧 整 
21 l リ .坑 タ 

ii 

「 卑 :未了 ;破片 囚外面口 グロ= 
22 ( 互 ’万上 タ 

1 

「 I不 I彊子 十戒詰【破片 囚外面ロクロ= 
23 1 リ .坑 タ 

i 

「 十本 = 
・∴し子 1ク、i 破片I人中回申 グロii 

2、/! I 互 互 」 

「 兜 休 :こ高口上 ′高二タタキ 両面ナチ 
25 ( ∴ .坑 I 粟 仁 ∴\: 描外面タダキー→う ーデ 両面コグロナナ 
26 I 廿 上坑 上 」 

「 杯 黒→ミサキ 
2了 l 工 上坑 タ 

「 体細別十 外i 面ケズl ) 両面ナチ 
28 l 品・ カマド・川上 上 J ロクロ “印器 外面 ・、半タタキ→ナデ丁半ケズi)画面ロクロナチ 
29 カマト i 【」クロ 二帥器 外面夕 タキ「人用了 ロクロナナ 
:う0 カマト 上 j ロソロ 二組 常‡ 外面iタダキ→ナデ ケズリ 両面ロクロナデ 
31 カマド 上 J ∵∵十: 同 瑞嵩 外面タダキ→ナデ 画面ログロナデ、 
32 カマド J 

「 ロタロ 宜 j器 )、J外(t ロタロナチ 
33 カ‾了ト’ タ 吠 トI付狙卜 二の破 “外面タダキ→ケズリ 画面ナチ 
3、1 カへ′ト 夕子 休 !破片 夕 卑行タダキ 囚i高時丈オサエ出 
35 カマド タ 音休 部破) 

‾

囚外面ナチ 
36 カマドI( 辺 :‖iJ」 二十 I 

),し1. 一木( l;破片 囚外面ロタロナチ 
3丁 カマドI( 辺 :‖iJ」 兜 体 i;破片 囚外面ロタロナチ 
38 ∵∵:∴∴ 辺 須思 「 吉子杯 ;-(信雄 端ナチ調整 
39 カマド上 辺 須忠 ノ 当 ;破片 夕 弓手タダキ 回向板持伏当て具痕→ナチ 
弓0 卜の擁 う生み 上伸 十本 ログ日日「人 

i 

∴†1 上の擁 近み 上伸 坤 ロタロi↑ 囚外面黒色 i処理 
i!2 

∴∴ 上月ムみ 上聞 卑 ロケロil囚.- 甲 

43 卜の擁 jらふみ 須思 I不 者 品高3.8cnl囚外面ロクロ(l 

十† 卜の塞 ‖)込み 須思 十本 i律12.9cmI硝子6.6ぐm 器,l,’樟8cm 国外向ログロ= 
∴丘 トの抹 ‖ら生み :=-」」 埠 外=’ =ログロ ? 

/16 表上 須,i 
i 杯 外面ロタロ I 

∴工 表 須忠 ∴ 囚外面ログロ 
・!8 表上 須思 ノ 佑i紺破片 

第15図 牡丹野遺跡出土遺物(3)
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5 経営体育成基盤整備事業江刺西部地区

沼尻遺跡(ME96-1215)

所在地:奥州市だ上刺し新前頼字沼尻

事業者:県南広域振興局農林部農村繁個室

調査期日:平成19牢3月15日(用、 16H(火)、 22口(火)、 23

自体〉

本遺跡はJR東北本線金ヶ崎駅の北東約2kIl正位置し、

北上川左岸の自然堤防上の徴高地士になっている箇所に

立地している。今回の発掘調査は、平成17年に当課で試

掘調査を行っている範囲で(岩手県教育委員会2007 「岩

手県内遺跡発掘調査報告書(平成17年度)岩手県文化財

調査報告書第124集の、パイプライン埋設工事に伴うも
第16図 沼尻遺跡位置図

のである。試掘調査では、竪穴住居状の遺構を確認して

いる。

調査区は現在、道路となっている範囲で、 l.5×30mの範囲である。発掘調査性向皮19年3月末に行ったが、

精査途中で確認された遺物包含層中から出土する遺物量が多く、焼士等の存在から複数の遺構の存在が考え

られた。そのため、調査途中に県南広域振興局農林部農村整備室と工測縮薫を国史行い、盛土等により理蔵

文化財を保護することとした。このため、今回の調査範囲では発掘調査途中で、地裁文化財保護の工法変更

協議を行っており、今回の報告では遺構精査中に出土した遺物の特徴を中心に報告を行う

調査匹の栗本層市は第I層が現在の道路造成時とみられる盛土層で層厚が30cIll、第Ⅱ層が黒褐色上層で層

厚が10-20cIn、第Ⅲ層は遺物を多量に含む遺物包含層で黒褐色土層で層厚は40cIll、第Ⅳ層は一部にのみ確認

される、遺物を含む包含層で層厚が10cnl、第V層は地山層とみられる黄褐色士層である。ただし、第Ⅲ層、

第Ⅳ層は北側に向かって薄くなっており、今回の調査区および南側に広がるものとみられる。

基本層序第Ⅲ層土面で炭化物がやや集中してみられる箇所があった。しかし炭化物の分布状況や土質の状

況から現地性のものとは刷新できなかった。第Ⅲ層は平安時代の遺物を包含する層である。一部で第Ⅳ層を

第17図 沼尻遺跡調査区位置図
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確認しており、遺物を含む層であることがわかっているが、上述の調査経過のため調査は第Ⅲ層の一部の上

部で終了している。このため、以下の記述は第Ⅲ層上層部までの調査結果による知見である。遺物は須恵器

杯、高台杯、控と十師器はロクロ成形の内黒埼、護がある。杯類は須恵器が多く、薬類は土師器が多くなっ

ている。遺物量は、土師器に比べて須恵器の占める割合が高いことがある。須恵器杯は口径約12cm、底径5

cm.器高約4.5cmのものと(第18図8、 9)、 Li径約15cm、底径6-7cm、器高約5.5cmのものとがあり、口径な

どの法量から2つに分類できる。いずれも底部は糸切り無調整である。胎土には2へ3mm程度の石粒を含む

ものもある。土師器杯はロクロ成形で囚面黒色処理されている。摩滅が著しいが、 4は底部は回転糸切り蕪

調整である。

須恵器孝勘よ底部が残るものは平底である。休部は土半部からヘラケズリが行われている。 27、 28は底部周辺

の破片だが、いずれも底部付近までタタキの痕跡が残されている。 27は自然軸が底部にのみ円形になって粕

着している。 29は体郡上半部の破片はカキメが施されており、木の葉状の線刻がみられる。平安時代の薬

類の休部に線刻がみられるものは、器種等は異なるが花巻市庫理遺跡で出土した水鳥が線刻された土器片が

知られている(岩手県理蔵文化財センター1999瞳埋遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化

財調査報告書第302集)。

26は長頸轟の底部破片で、高台部はナデ調整が行おれている。底部には放射状の痕跡が残されている。この

土器のみは他の土器と胎土が明瞭に異なり、赤褐色である。この土器の底部痕跡はこれまでも「放射状文」

などとされ、注目されてきたものである。今回の遺跡では口綾部から休部にかけての破片がなく、全体は不

明であるが長頭重とみられる。

土師器欝はロタロ成形によるもので、休部上半の破片だが一部にヘラケズリがみられ、体部下部はヘラケ

ズリ調整を行っているものとみられる。

遺物の特徴をまとめると、須恵器杯は回転糸切り無調整、土師器杯はロクロ成形で黒色処理のもの、土師

器梁もロクロ成形のもののみである。土師器杯は内面非黒色処理のものはみられない。これらの特徴から、

本遺跡は9世紀後半を中心とした時期と考えられる。今回の調査では、遺構を確認していないが、遺物の状

況から周辺に当該時期の集落跡等が分布する可能性は高いと考えられる。
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第18図 沼尻遺跡出土遺物(1)
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第19図 沼尻遺跡出土遺物(2)
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24 \ 

番号 持上地点 層 位 別 器∴祁 持 徴 

1 溝 患者 卑 1i律義 1」5cⅢ 囚外面ログ ロii 

2 溝 タ」’ 忠箸 抹 =往15、2ぐ爪I貢葎6.5cnl器 高5.1cnl囚外面ログロ= 同母糸切り 

3 包含 帥持 † 杯 二十 3.3cml梢字6.2cnl需 6cnl囚黒→ミガキ 

4 包含 上 瑞 卑 器〇㌧ j6.1ぐnlI人 星〇一ミガキ 法糸切リ 

○ 包含 タ」’ 忠常 上中 二十 3.1cm 戒こ行 二5,-1cm 高うcnl回転糸切り 

6 色合 黒岩 予 杯 1自 3.1ぐnl履行 こう工cnl器 佃l回転糸切り 

l 包 子宮 牙 思筈 抹 !十 葦」15ぐm 宅6、車用 ○○(iね1c爪l陣原糸切り 口グロ11が宛柄、 

8 包 中音 子 忠岩 干 杯 !十 3‥2cmIl 全う.」ぐm 器 .8… 回転糸切リ 

9 包 患者 ナ不 !十 2工cm11. 葎5.3ぐm 器 8cm 回転糸切り 

10 包 自評 悪若 坤 囚外面ログロ 回l転糸切り 

= 也 タよ’ 忠告 卑 囚外圧 ロタロ I 

12 包 I 勿 雷管 † 坤 囚外面ログロ 

13 包 忠岩 字 i 台卑 高台葎6c爪lI貢昔 けテ調整 

十千 包含 夕子 忠訟 ÷ 台上不 人i外面ロクロ)! 

1う 包 帥昭 囚外面ナチ 言i 部ケズリ 

16 包 手層 輔衿 囚外面ナチ 

1了 包 帥岩 青 
く 

)、J夕 面ナチ 

18 包含層 帥若 子 難 人Jケ 面ナチl布部上端ケズi)臆 

19 包含 帥常 ÷ 
l ∴不明I曾域が箸しい 

20 包 子 忠持 子 
I ケ‾ 

21 包 自醤 子 忠岩 子 兜 外i子 iログロIl→ケズリ 

22 包 ) 

タ 忠嵩 
i 

外i子 iナチ→ケズリ 

23 色 自評 子 思岩 豊 外i「 i、宮子タダキ→ケズリ 

24 包 】 
子 忠器 難 人間再 ナチ→ケズl) 

2う 包含層 子 忠器 兜 「人J外しI “ナデ 

26 包含層 子 思㍑ 子 長瀬壷 ナチ、砿部に板l屈伏痕跡 

2了 色 手柄 タよ“ 専管 千 艶 外面タダキーナチ 一部ケ ズリ 囚面ナチ 

28 包 中高 子 思筈 子 薬 外面タダキ→ナチ 

29 包 自評 須悪 ∴ 難 囚外i「両-デ、木の葉状の線刻あリ 

30 色 河高 上組 ÷ ナチ、長胴型の言霊 
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6 経営体育成基盤整備事業

江釣子第一地区

十棟塚古館遺跡(ME55-1160)

所在地:北上市浦門19地割

事業者:県南広域振興局北上総合支局農林部農村繁備

室

調査期日言辛成19年3月6「「(火)、 7出水)、 8用木)

本遺跡は、北上市役所の北西約4.7kn正位置し、和賀川

北岸の微高地に立地する近世環濠屋敷であるっ現況は水

田、宅地(下瀬川家)で横軸ま81m前後を測る。卜瀬川

家の屋敷の縁辺には土塁が廻【l)、屋敷林が植えられてい

る。今回の調査対象範囲は平成17年度の試掘調査により

溝の存在が確認された箇所で、十瀬川家の外縁の北西部
第21図 下糖塚古館遺跡位置図

付近に相当する位置である。今回の調査は、ほ場整備事業に伴うものである。

なお、平成17神変の試掘調査では、平成17年Il月と平成18年3月に試掘調査を行っている。平成17年Il月

の調査においては、宅地の周囲に設置されている水蹄を流れる水の量が多く、農道設置予定箇所に重点を置

いてトレンチを設定した。耕作土直下に地山層とみられる黄褐色上層がみられたことから、過去の水田造成

等による地形改変が伺えた。この範囲では遺構及び遣物は確認できなかった。平成18年3月の調査は、環濠

と現在の水路の流路との関連について重点を置き、排水路設置予定個所を対象にトレンチを設定した。トレ

ンチは旧地形が良好に残存している宅地北側斜面から士水路を横断するように設定した。断面状況から、こ

の十水縮ま、黄褐色上層がU字状に掘り込まれ、この掘り込まれた部分に、黒色土層が堆積してその上面を現

在の水路として水が舶していることから、人為伸二掘り込んでつくられた堀跡がそのまま水路として現在ま

で利用されていると推測した。雅語された堀跡が満雄亦である可能性もあることから、遺跡範囲外ではあるが、

検出した堀跡と同様に士水路として利用されている箇所にもトレンチを設定した。層序は、現耕作上下に旧

耕作上が認められ、旧耕作十十は第Ⅲ層の黄褐色粘土質(一部グライ化している)であり、この箇所の土水

第22図 下糖塚古館遺跡調査区位置図
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路は旧耕作土までしか掘り込まれていないことから、水田造成に伴って最近掘られたものであることがわ

かった。トレンチは現在も利用されているコンクリート製水路が埋設されている箇所に設定した。水路を除

去して断面を確認したが、堀跡らしさものは確認できなかった。宅地西側は緩やかな傾斜地に見受けられた

が、プラスチック等を含んでいる土砂が宅地から水田に向かって崩れて堆積していることから、屋敷側に

あった堀跡が土砂で押されて、流路が変化した場所ではないかと推測した。以上のことから、流路は多少変

化しているものの、現在の水路はほぼ堀跡を利用して設置されたものであり、本遺跡は環濠屋敷であること

が推測された。調査対象範囲の5箇所にトレンチ(TlへT5)を設定した。 Tlでは幅100cmの溝が8m、 T2

では幅60cmの溝が1.6m、 T3では幅70cmの溝が3m、 T4とT5では幅I10cmの溝がl.6m分検出されている。こ

れらの溝は連続するもので、屋敷を囲む溝と推測される。遺構はTlから9-10世紀の須恵器大薬、 T5から

高台杯(23図l)近世の肥前磁器片、 T4の溝埋土から素焼きの鉢が出土している。

今回の発掘調査では溝がl条検出された。調査前には、溝は土塁に治って屋敷を囲む遺構プランが推測さ

れていたが、検出された溝は南西側から土塁に治って屋敷を廻る走行が、途中から北西側に曲がり、屋敷の

外側に延びていくプランであった。北西側は水田造成の掘削によりプランが失われている。南西側は土塁に

治って、屋敷を囲む形状で連続していると推測される。

溝の上場は約200cm、検出された深さは約30cmである。底面の標高から、南側から北西方向に水が流れるよう

になっている。埴土は2層に分けられ、下部の2層は流水により牛成された土層、上部の1層は人為的に埋

めた土層と推測される。溝の埋土中からは遺物は出土しなかった。屋敷を廻る土塁の頂部と溝の底面の比高

差は約240cmである。

溝からの出土遺物がなく、確実な所属年代は不明であるが、近世屋敷に伴う区画、排水の目的の溝と推測

される。

今回検出された溝が北西側に曲がる付近から東側は標高が高くなっており、現在でも屋敷を囲む形で溝が

存在する。その溝は地山面まで掘り込みが達していない浅いものである。おそらく近世においても、この地

点には掘り込みが浅い溝が屋敷を囲むプランで存在し、ここからの流水が今回検出の溝に落ち、屋敷外に排

水される仕組みであったと推測される。

今回の調査と平成17年度の調査から、下糠塚古館遺跡は径約90mの範囲が溝で囲まれる屋敷であることが

判明した。
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第23図 下糖塚古館遺跡検出遺構・出土遺物
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7 経営体育成基盤整備事業南日詰地区

南H詰小路口I遺跡(しE77-1123)

南H詰小路口Ⅱ遺跡(LE77-1131)

所在地;紫波郡紫波町南日詰

事業者:盛岡地方振興局農政部農村整備室

調査期日:平成19年2月22口、 23「1

本遺跡は、 JR東北本線H詰駅の南東約1.5kmに位置し、

北上川右岸の段丘士に立地している。遺跡の西側には五

耶沼が広がっており、調査範幽囚の一部には河川跡等も

みられた。現況は水田となっている。今回の調査はその

水田のほ揚幕備事業に伴うものである。辛成18年10月に

試掘調査を行い、 「要本調査範囲」と回答した範囲で、一
第24図 南日詰小路ロI ・ Ⅱ遺跡位置図

部に平成19牢度の営農以前に水路を増設することから、

発掘調査を行うこととしたものである。また、 「要本調査細別とした範囲で、今回発掘調査を行っていない

範囲は、今後別途協議を行う予定である。今回の調査範囲は南北に離れた2地点となっていることから、北iメ二

と両区として扱うこととする。

副よでは、柱穴3基(Pl-P3)、上境1基(SKl)を検出しだPl及びP2は深さが20cnl程度、径が25へ30cnl程

度の冊杉の柱穴である。地上はPlが黒褐色士の単一の理工で、上器を含んでいる/ P2は黒色上と黒褐色土の

理土である。 2基は彬状や理工の状況から同一時期のものと考えられるが、この他に組み合うと見られる柱

穴は検出されなかった。 P3は径は20cnl程であるが、深さは10cn朝と残存が悪いものである)地上申に十器を

含んでおり、理工の状況もPl、 P2と同様であるぐSKlは不整彬の彫状で酷鮎よ不明であるが理工に焼十を

含んでいる。これらの遺構は山上した上器、地上の状況などからほぼ同一の時期の遺柵とみられるつ

北医では、溝を1条(SDl)を検出した。幅1.5-2.Om綱要で別当のため深さは15-20c111精度である。埋

十は単一のものである。現土中に上器を含んでいる言制よ南北方向に掘られている。この瀞も南区の遺構と、

ほぼ同時期の遺構と考えられる。
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今回の調査では、以上の遺及び遺物が確認された。遺構理工内からも土器が検出され、これまで試掘で確

認されたものと同様に12「」璃己代の遺構であることが薙認された。

観察表中の出上位置の「10. 20」というように記したのは日付で、調査日時を表す。また「西」 「束」は調

査対象範囲を南北に縦貫する新幹線高架の西側、東側の意である。また高さはその残存値をそのまま記して

いる。

埴土遺物は12世紀に屈する遺物が多い、これは調査対象範囲のほぼ全面に分布する傾向にある。かわらけ

は手づくね、ロクロの双方がある。色調は橙色を呈する個体が多く双方の色調が類似しているが、胎土はそ

れぞれが異なっており、両者を分類することは可能である。ロクロかわらけは砂粒が多量に混入し、海綿状

骨針が混入している。手づくねかわらげは砂粒の混入がほとんどなく、器面が滑らかである。胎土に赤い粒

が混入する個体が多く見受けられる。両者の船上の違いはそれぞれのかわらげの製作工房が異なっているこ

とを示している。また双方の胎土甘辛泉のかわらけの胎土とも異なっている。図示したかわらげは40点であ

るが、この他に多数の破片が出土し、また取り上げを行わなかったか破片が多数存在する。比爪館周辺にお

けるかわらけ変遷は明らかにされていないが、多くは12世紀後半に属すると推測される。 30の大型ロクロか

わらげは底径が小さく12世紀前半に屈する可能性も措摘できる。

中国産磁器は白磁四耳壷片が5片山土工している。いずれも大事府分類Ⅲ類で12世紀後半に屈するものである。

同軸鋸嗣よ常滑雇、渥美産、須恵器系陶器のものがみられる。中でも69の渥美刻画文壷は、平泉遺跡群でも

出土数が少ない希少な個体である。

このように、かわらげ、中国産磁器、国産陶器の二種類が多量に出土し、柳之御所遺跡など平泉で出土す

るものと質的に全く遜色ない高級品も含まれる。これは本遺跡が通常の集落ではなく、支配者の居館や都市

といった性格を付与できる可能性が高い。また、今回の試掘調査から、比爪館の東側には広い範囲で12世紀

の遺跡が存在することが明らかになった。これは12世紀に比爪館が単独で存在していたのではなく、比爪館

に隣接してそれに付随する広範囲な施設の存在を示唆する。

また、 53は回申産青磁の瀞毎壷片である。この遺物の存在から、 13へ14世紀鎌倉時代の居館等の遺構の存

在も予想される。

下川原I遺跡出土遺物(遺物掲載番号75へ85)

75-79は平成18年度の試掘、 80-84は半成11年試掘の出土遺物である。これらも12世紀の遺物がほとんど

を占める。中でも注目されるのは85番の瓦である。これは軒平瓦の瓦当部分が剥離したものと判断される。

瓦当部がないため綱田な時期の判定は不可能であるが 中世以降に下る可能性は低いと考えられる。詳細は

本調査時に良好な資料が得られた段階で判断すべきであろう。 75、 76、 80へ82はかわらけである。ロクロ、

手づくね双方あるがいずれも中筋口遺跡、比爪館跡と共通の胎土のもので12世紀に属する。 78は常滑産広

口壷、 79は渥美産欝の破片である。いずれも12世紀伸二屈する。また、 77は竜泉窯青磁の椀である。内面に

は劃花文は施されていないが12世紀代に属するものと推測される。 84は常滑三筋壷の下半部片である。筋

線は細い複数線で、 12蹄己代の三筋壷と判断できる。これらの12世紀の遺物の出土により、比爪館と同時代

の遺跡が広範剛二分布している事が明らかになった。本遺跡の性格を含め、樋爪氏関連遺跡の分布域を明ら

かにするのが、今後の課題といえる。

また83は須恵器系陶器(おそらく珠洲産)の括鉢である。山綾部がないため時期決定が難しいが15世紀

頃と推測される。岩手県域では珠洲産の棺鉢出土事例は少なく注目される事例である。
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南日詰小路口遺跡遺物観察表 

番号 種別 出土位置 色調 推定時期 口径(cm) 高さ(cm) 底径(cm) その他 
1 土師器杯 十15丁3 こぶい黄橙色 9-10世紀 ー 

工2 6.2 座耗している 
2 土師器杯 10.20西 こぶい黄橙色 9へ10世紀 ー 

1.2 5.5 摩耗している 
3 土師器杯 2.22P「検出面 こぶい赤褐色 9-10世紀 

ー 
2イ 

ー 休部片 内外両日クロ調製 
4 須恵器杯 10.20東 灰色 8へ10世紀 ー 

十l 7.8 回転へラ切り 
5 須恵器大襲 十15丁2 明赤褐色 9へ10世紀 

ー 
6ふ5 

ー 内面当て具痕 
6 土師器長胴梁 2.22P3埋土中 橙色 9-10世紀 

ー 
8、5 

ー ロクロ長胴窺休部片と推測される 
7 ロクロかわらけ小 2.23SD「理工 橙一浅黄橙色 12世紀 8、9 2,2 5.8 内外面に油煙付着 
8 ロクロかわらけ小 十15丁2 浅黄橙色 12世紀 7、7 十6 6.1 摩耗している 
9 ロクロかわらけ小 10.20西 橙一浅黄橙色 12世紀 7.8 十3 6.2 摩耗している 
10 ロクロかわらけ小 10.23束 橙色 12世紀 8.2 上8 6.3 すのこ痕 百針ヒ鉄分付着 
11 ロクロかわらけ小 10,23束 黄橙色 12世紀 6,9 1.8 9.3 摩耗している 
12 ロクロかわらけ小 10,23束 橙色 12世紀 

ー 
十工 4.9 胎土に赤い粒混入 

13 ロクロかわらけ小 10,23東 橙色 12世紀 
ー 

十「 6.1 摩耗著しい 
14 ロクロかわらけ小 南日詰 浅黄橙色 12世紀 

ー 
十1 6.3 摩耗している 

15 ロクロかわらけ小 10、24東 浅黄橙色 12世紀 
ー 

1.1 5.9 すのこ痕 胎土砂っぽい 
16 ロクロかわらけ小 10.23西 橙色 12世紀 

ー 
十1 5.7 やや摩耗 

17 ロクロかわらけ小 2.27 橙色 12世紀 ー 
ll 5、7 胎土に赤い粒混入 摩耗している 

18 ロクロかわらけ小 1.15丁「 橙色 12世紀 
ー 

1ふ6 5、l 胎土に赤い粒混入 
19 ロクロかわらけ小 2.27 浅黄橙色 12世紀 

ー 
1 6 すのこ痕 胎土砂っほい 

20 ロクロかわらけ大 10-23西 橙一浅黄橙色 12世紀 
ー 

2.5 
ー 外面摩耗 

21 ロクロかわらけ大 10.24束 橙色 12世紀 
ー 

2.8 
ー 胎土に赤い粒混入 

22 ロクロかわらけ大 10.24東 橙色 12世紀 
ー 

2.7 
ー 胎土に海綿状骨針顕著に混入 

23 ロクロかわらけ大 10.24束 橙色 12世紀 
ー 

2.6 
ー 胎土に赤い粒混入 

24 ロクロかわらけ大 10.24西 樺色 12世紀 
ー 

2.8 
ー 胎土に赤い粒混入 

25 ロクロかわらけ大 10.23束 樺色 12世紀 
ー 

3 
ー 内面に油煙付着 

26 ロクロかわらけ大 10.23束 樺色 12世紀 
ー 

十2 7,3 胎土に赤い粒混入 
27 ロクロかわらけ大 10.23西 橙色 12世紀 

ー 
1 6,9 胎土に赤い粒混入 摩耗している 

28 ロクロかわらけ大 10.23西 横一浅黄橙色 12世紀 
ー 

十6 7,2 胎土に赤い粒混入 摩耗している 
29 ロクロかわらけ大 南日詰 浅黄横色 12世紀 

ー 
十9 8.1 胎土に赤い粒混入 

30 ロクロかわらけ大 上15丁3 浅黄橙色 12世紀 
ー 

仁9 6.1 すのこ痕 底部分厚い 
31 ロクロかわらけ大 10.23束 橙色一浅黄横 12世紀 ー 

1.7 7.3 胎土に赤い粒混入 
32 ロクロかわらけ大 南日詰 こぶい黄橙色 12世紀 ー 

1.6 7.8 底部分厚い 内面油煙?付着 
33 ロクロかわらけ大 10,23東 橙色 12世紀 

ー 
十3 7.2 すのこ痕 

34 手づくねかわらけI」 十15丁「 橙一黒褐色 12世紀 7.8 1ふ6 
ー 1段ナデ面取りなし 

35 手づくねかわらけI」 10.20束 黄橙色 12世紀 
ー 

2.1 
ー 1段ナチ面取りあり 

36 手づくねかわらけ 10.20西 橙色 12世紀 14.3 3、2 
ー 1段ナチ面取りあり 

37 手づくねかわらけ 10.24東 橙色 12世紀 13.9 2.8 
ー 1段ナデ面取りあり 

38 手づくねかわらけ 10.24東 橙色 12世紀 14.9 2.9 
ー 2段ナデ面取りあり 

39 手づくねかわらけ 1.15丁「 桜色 12世紀 13.8 4.1 
ー 2段ナデ面取りなし すのこ痕 

40 手づくねかわらけ 10.23束 浅黄橙色 12世紀 
ー 

2.3 
ー 

「段ナデ面取りあり 
41 手づくねかわらけ 2.27 浅黄橙色 12世紀 

ー 
2.7 

ー 1段ナデ面取りなし 
42 手づくねかわらけ 10、23束 浅黄橙色 12世紀 

ー 
2.8 

ー 
1段ナデ面取りあり 

43 手づくねかわらけ 10.23束 浅黄塔色 12世紀 
ー 

2.3 
ー 2段ナデ面取りなし 

44 手づくねかわらけ 上15丁「 こぶい黄橙色 12世紀 
ー 

2、6 
ー 2段ナデ面取りなし 

45 手づくねかわらけ l.15丁2 橙色 12世紀 
ー 

3,3 
- 2段ナチ面取りあり 内面油煙付着 

46 手づくねかわらけ 南日詰 橙一浅黄橙色 12世紀 
ー 

3,6 
ー 2段ナデ面取りなし 

47 手づくねかわらけ 南日詰 橙色 12世紀 
ー 

3、7 
ー 2段ナデ面取りなし 

48 白磁四号壷 10.24束 灰白色 12世紀 
ー 

3.1 
ー 大宰府分類3類 頸一首片 

49 白磁四互恵 10.23束 灰白色 12世紀 ー 
3.4 

ー 大宰府分類3類 首都片 
50 白磁四耳壷 10.23束 灰白色 12世紀 

ー 
2.7 

ー 太宰府分類3類 休部片 
51 白磁四耳壷 10.20束 灰白色 12世紀 

ー 
2 

ー 太宰府分類3類 休部片 
52 白磁四百轟 上15丁2 灰白色 12世紀 

ー 
4.3 

ー 太宰府分類3類 内面無粕 
53 青磁酒海壷 束 緑灰色 13へ14世紀 

ー 
5.1 

ー 内面施親 漆継痕あり 
54 陶器皿 東 ガノープ灰色 近世? 11.8 2.4 

ー 東北地方在地産か 
55 常滑三筋蚕 10ふ23束 オリーブ灰色 12世紀 

ー 
3.4 

ー 内面黄褐色 
56 常滑片口鉢 10,20束 褐灰色 12世紀 25、9 4,7 

ー 
内面あまり摩耗していない 

57 常滑片口鉢 十15丁3 灰色 12世紀 
ー 

3,5 
ー 内面自然湘 

58 常滑片口鉢 10.23東 灰色 12世紀 
ー 

4.6 
ー 内面薄く自然粕付着 

59 常滑片口鉢 上15丁「 灰色 12世紀 
ー 

3.8 
ー 内面摩耗 外面下半へラケズリ 

60 常滑片口鉢 10.20束 灰色 12世紀 
ー 

3.8 
ー 

内面あまり摩耗していない 
61 常滑広口壷か 10ふ23束 こぶい赤褐色 12世紀 

ー 
2。8 

ー 体部下半片 
62 常滑広口壷か 南日華 暗灰色 12世紀 

ー 
4.1 

ー 体部下半片 
63 常滑広口壷か 南日詰 暗赤褐色 12世紀 

ー 
4.4 

ー 外面わずかに自然粕 
64 常滑広口壷 10.20西 こぶい黄褐色 12世紀 

ー 
5,1 15.4 外底面砂底 

65 
蔓骨襲 10.24束 こぶい赤褐色 12世紀 

ー 
5-3 

- 外面炭化物?付着 
66 

婆美謹 10.20束 灰褐色 12世紀 
ー 

5.1 
ー ロ綾部片 

67 
壁美蒋 10、20西 灰色 12世紀 ー 

2.6 
ー 休部下半片 

68 渥美謹 10.20束 オi)-プ灰色 12世紀 
ー 

十6 
ー 

外面薄く自然租 
69 渥美刻画文恵 十15丁2 オi)-プ灰色 12世紀 

ー 
上3 

ー 袈裟轢文か 
70 渥美塞 2.27 暗灰色 12世紀 

ー 
2,1 

ー 底部片 内面灰かぶり 
71 須恵器系陶器片口 1.15丁3 灰色 12世紀 

ー 
4.6 

ー 内面湘付着 
72 須恵器系陶器醇 10.20克 灰色 12世紀 ー 

2.6 
ー 内面当て具痕 

73 須恵器系陶器謡 上15丁3 オリーブ灰色 12世紀 
ー 

5.2 
ー 外面自然粕付着 

74 須恵器系陶器諦 2.27 灰色 12世紀 
ー 

4.5 
ー 体部下半片 タタキ目みえない「 

下川原I漬跡遺物観察表 
75 ロクロかわらiナ大 18.10.5丁l 楷色 12世紀 ー 

1.4 
ー 座耗著しい 

76 手つくねか才)bけ 18.10。5丁l 梅色 12世紀 
ー 

1.9 
ー 

1段ナデ面取りなしか 
77 

青磁碗 l些、、 

18.10.5丁」 オリーブ灰色 12世紀 
ー 

5.4 1.3 竜泉窯I類 
78 吊滑広口壷 18、10.5丁l オiノ-プ灰色 12世紀 

ー 
2.8 

ー 外面自然軸 
79 渥美諦 18.10.5丁l オiノ-プ黒色 12世紀 ー 

5.3 
ー 内面わずかに自然粕 

80 ロクロかわら 十大 10.12.7 橙色 12世紀 12,7 3.6 7.7 すのこ痕 
81 ロクロかわっ ナ小 10.12.7北側丁 浅黄橙色 12世紀 8 2.1 5.9 胎土に赤い粒混入 
82 ロクロかわらIナ大 10.12.7 浅黄橙色 12世紀 

ー 
十3 7.6 座耗著しい 

83 

須恵器系陶器播鉢 .空士●、-{′- 
10.12、7北側丁7 暗灰色 15世紀頃 ー 

5.5 12.9 静止糸切痕 
84 吊浩二肋高 10.12.7北側丁 渇へオリーブ灰 12世紀 ー 

5.7 
ー 内面灰黄褐色 

85 瓦(車干平か) 10.12、7北側丁7 こぶい黄褐色 古代か 9、3(長さ) 2.5(厚さ) 6,8(帽) 軒平瓦の文様部分剥離 
両日詰八坂遺跡遺物観察表 
861大堀相馬産陶器碗llO9T「 i暗赤褐色 I18世紀I l ¦9

1 39 i内面灰粕 
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8 県立花巻厚生・北上病院統合整備事業

浦沢遺跡(ME45-2367)

所在地:北上市村崎野

事業者:岩手県医療局

調査期l上中成18牢4月IIH(火ト13H休)

本遺跡は北上市役所の北約4kIllに位置しているご 今回

の調査は、花巻厚生・北上病院統合整備事業に伴うもの

である。岩手県教育委員会、北上教育委員会が試掘調査

及び発掘調査を行っており、辛成17年皮に当課でも試掘、

発掘調査を行っている(岩手県教育委員会2007 「岩手県

囚遺跡発掘調査報告書(平成17年皮)二岩手県文化財調杏

報告書第124築上

その後、新たにパイプライン及び緋水路の新設箇所が生 第29図 蒲沢遺跡位置図

じたことから、早成17年に試掘調査を行った箇所であるへ

いずれの調査箇所も以前のは揚整備事業等により、浅い表上の下層に遺構検出両である地山面が確認され

な 削辛を受けており遺構の残存は良くない。

北側調査ix二では略し穴を1基確認した。上部が別当されているため浅くなっている。雅積層は3屈に分け

られる。長さ約320cnl、幅55cInほどで、東面は中央部に比べて両端部が深い彬状となっている。今回の調査区

周辺でも縄文時代の附し穴が確認されており、同様のものと考えられる二 今回の調査では遺構や周辺からは

遺物等は碓認されなかった÷

南側調査医では溝跡をl条礁思した言苗跡は上幅が65-115cl11程で、 l短軸二幅20cmのくぼみが溝状に走る。

今回の調査Ix二では長さ485cnl程度であるが、調査i母上に伸びている言韓は東側が標高が高く、西へと傾斜して

いる。出士遺物はないが、壁上の状況から近世以降の新しい時期の瀞とみられるこ

今回の調査でも、昨年度等の調査結果と同様に附し穴が検出されておI)、縄文時代の狩猟場であったこと

が考えられる。ただし、今回の調査範囲等では堅穴住居等の集落を構成する遺構が検出されておらず、浦沢

遺跡を含めたI計辺地域での上地利用が考えられる。

第30図 蒲沢遺跡調査区位置図
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南側調査区
北側調査区

O l : 100 3m

卑し二即65m牛

‾‾騎㌃‾

離し穴 仁\臆.・\’)

1 10l’R33 暗褐色上
し0l.書く2/1 黒色上 炭化物粒多量混入臆

2 10l.R6/4 にぷい靖椅色上
10\’Iく3//3 暗褐色上まだ引二少Ii溝も入

3 10l’Iく6/6 明姫掲色上
10\.丁子6 ・! (こぶい質椅色上まだら(こ少量混入

しこ886了5m

辛∴∴∴♀

一千二‾‾二

「ぺ率/‾

ト早萱ノ二離。5m エフ二

百百星頭重雪国

温 くC-Cつ(D臆D‘)

1  10l’R2/ 1

2 10l’R2,3

3 了う\’R2/2

・上 了5\’R3 1

黒色上 草根多量混入二 しまりなし
黒掲色上 草根多量
黒褐色上 酸化鉄分

漫
入 しまりなし
根多量混入臆

黒褐色上 草根炭化物粒多量混入 しまりなし

O l:60 2m

第31図 滴沢遺跡遺構配置図・検出遺構
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9 緊急地方道整備事業

境遺跡(ME86-0069)

所在地:北上市稲瀬町地蔵堂

事業者:県南広域振興局北上総合支局土木部

調査期日;平成19年2月19「「(用、 20日(火)

本遺跡は、北上市役所の南東約5.1knlに位置し、北上川

東岸の自然堤防に立地している。現況は道路、水田で標

高は50m前後を測る。

今回の調査は主要地道一関北上線下問岡地医道路改良

工事に伴うものであり。今回の調査範囲は土木協議によ

り、工事立会による対応としたが弥生時代の土器が山上

したことから、発掘調査を行うこととした。
第32図 境遺跡位置図

また、境遺跡の他の地点は平成18年度に当課で試掘調

査を行い、弥生時代初頭の土器や古代の土器や遺構を検出しており、辛成19隼以「勘こ岩手県文化振興事業回

埋蔵文化財センターが発掘調査を行っている。本遺跡は、岩手県埋蔵文化財センターの発掘調査で、縄文時

代娩期末から弥生時代初頭にかけての十器群が多量に出土した北上正金附遺跡の南に位置し、同様の自然堤

防上に立地している。

調査区の基本層序は第I層 道路面60cIll、第Ⅱ層 黄褐色上層I10cm,第Ⅲ層 黄褐色砂層20cnl、第Ⅳ層

褐色土層120cm、第V層 黄褐色士層(遺物包含層) 180cm、第VI層 黒褐色砂層 20cm、第VⅡ層 青灰色上

層となっている。

第V層上部に弥生時代の土器が包含することが確認された。色合層の厚さは約20cnlで、路盤上面から310

-330cmの深さに相当する。調査範囲の西側に密度が高く土器が分布していた。山上した土器の総量は中コ

ンテナ1箱分である。時期は縄文時代晩期末から弥生時代初頭とみられる。また、 V層の下には黒褐色土の

Ⅵ層が存在したが、この層からは縄文土器等の包含は確詔されず、さらに中宮からは湧水がみられた。

遺物はいずれも第V層上面で検出したもので、磨滅が著しく、図化できる個体は少ない。 1、 5は深鉢で

口綾部直下まで縄文がみられるが、摩滅が著しい。 3、 4は変形工字丈がみられるが、全体的に摩滅が著し

い。 6、 7、 8は深鉢の底部で、底部付近まで縄文が施文されている。摩滅が著しいが、 8はしR縄文である。

3、 4、 5は赤褐色(5YR5/6赤褐色)の胎上で、他とやや異なる胎十である。 7は胎士に石粒を多く含む、

粗い胎土である。

第33図 境遺跡調査区位置図
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今回の調査では遺構は確認されておらず、博士した土器も摩滅が著しく、器形の復元できるものはみられ

ない。これらのことから、今回の調査範囲は集落の端部に当たり、周辺からの土器等が含まれる包含層のみ

が分布していたものとみられる。

境遺跡からは、平成19年度に行われた岩手県埋蔵文化財センターの調査でも、縄文時代初頭の土器が出土

している。今回の調査で検出された土器も、同様の時期のものとみられ、集落の端部にあたるものと考えら

れる。また、今回の調査範囲では、古代の土器や遺構は検出されなかった。

ll 、主よ)/// 2

境遺跡遺跡掲載遺物観察表

こモ東普謬

・、鬱整望l・ 7

寓芥富.一種‾七二こね

l“で“ヽ

手書キト・"ヽ

\恵連4

_Iiil-

摺議
事窟

番号 出上地点 層 位 唇 別 器∴塙 特 徴 

1 弥′ _上- 子 鉢 葦 丈晩期から弥I _初頼 

2 弥I .I 膏 子 葦 丈(i私刑から弥I 初頭 
3 弥I ∴i 膏 子 葦 丈晩期から弥I _初斑 

工 弥I 工 膏 子 奇 如免期から弥I .初頭 

○ 弥′ 工 ∴∵ 子 鉢 率 丈晩期から弥生初頭 
6 弥I 工 膏 子 鉢 葦 如鮎期から弥′ _初頭 

l 弥′ _1 膏 子 鉢 葦 丈晩期から弥I 二初頼 

8 弥I 工 言上 子 鉢 葦 如好期から弥生初頭 

第34国 境遺跡出土遺物
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10 北上川上流流域下水道事業

丁半田遺跡(KE47-2195)

所在地:盛岡市玉山区宇田宇土武道

事業者:岩手県北上川上流流域下水道事務所

調査期日:平成18年9月4口(金ト6円陣)

十芋田遺跡は、 IGRいわて銀河鉄道株式会社渋民駅の

北北東約4.5kmに位苗し、北上川左岸の沖積地に形成され

た微高地士に立地している。今回の調査は下水道敷設に

伴うもので、平成18年6月2日及び7口7亡=こ試掘調査

を実施し、埋蔵文化財が確認された箇所の本発掘調査で

ある。

調査区の基本席亭は第I層が盛土層で層厚が50cnl、第

Ⅱ層が旧水田耕作土と暗褐色上層が層厚30cnl、第Ⅲ層が

黒褐色上層で層厚が30cnl、第nI層が暗褐色上層で屠厚が

30cmで土器を若干含んでいる。第V層が検出面で、褐色

辛」 ノ落/に∵/

第35図 下宇田遺跡位置図

上層で層厚が30cm、第V層より下層は、砂質層、砂礫層

である。

調査では、竪穴住居跡に付随するとみられる煙道部状土坑及び上境4基が検出された。煙道部状土抗につ

いては、調査区が狭小であるため、住居跡のプランを確認することはできなかったが、大量の炭化物及び焼

士ブロックが含まれていた。この煙道部状上境のうち煙出し部分と思われる箇所からは、試掘調査時に平安

時代のものと,即っれる土師器片が数点出土している。その他4基の土坑が検出され、そのうち2号土坑及び4

号上境は、形状等から堀立柱建物等を構成する柱穴であると推測した1号上尻は、 30cm大の礫が埴土上面

に置かれ、その中の一つには、受勲の痕跡がみられ、遺構等の可能性があると考えられた。周辺部の精査を

行い、この際を外して掘り下げたが底面までの深さは5cm程度であり、遺物は出士しなかった。理土は黒褐

色」二の単層で、時期や性格は不明である。

遺物は土器は、土師器の小破片のみの出士で、図化可能なものはなかった。また、寛永通宝が1つ出土し

ている。背面に「文」と記されるものである。

以上のように今回の調査範囲では、竪穴住居に伴うカマドの煙道部が検出されている。これらから遺跡内

の微高地には平安時代の集落跡が分布するものとみられる。上刷夫祝から、北上川等の影轡を受けやすい範

囲であったとみられる。

第36図 下宇田遺跡調査区位置図
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O l : 300 10m

下宇田遺跡遺跡掲載遺物観察表

しこ191、(X"m

「

0 1 : 100 2m

雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪

基本上層
1 丁51’R32 黒紺色‖上 しまりあり∴粘性あり
Ⅱ 黒掲色上層 しまりあり、裾偉あり∴炭化物、上器を含む層
Ⅲ 丁うl’R3(l 暗紺色上 しまりあり 相性あり 用水間柄畑

1号土坑

煙道部状土坑

阜㊨=阜

阜一軍⊆与

煙道郁状上川ニ(Å〇人i)

1 了.5l.R33∴ :昔褐色上 砂質シルト しまりややあリ 粘性や
やあり 根上プロノク∵炭化物粒(1c爪口 をや
や含む

2 ∴5\’lく23 極∴∴色上 しまりあ・主 粘性あり
焼上 し25l’【く2/2)臨時赤掲色上を全体に含む

焼上と炭化物が昆しろ 上器を含む

O l:60 2m

1 0 l:2 4cm

量重量重量量重量重量
O l :3 10cm

番号 事十地点 層 位 三 間 器∴硝 特 徴 
1 工 汚 須: 常嵩 休部破片 囲外面ナデ 
2 II 高 鍍算 覚ノ主く通’ 

第37図 下宇田遺跡検出遺構・出土遺物
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11地域振興支援道路ネットワーク整備

事業要害地区

清田台遺跡(NF91-1291)

所在地:一関市千厩町清田台

事業者:県南広域振興局一関総合支局農林部千厩農林

センター

調査期H :平成19牢2月15自体)、 16日(金

本遺跡はJR大船渡線千厩駅の東北東約l.3kmに位置し、

千厩川の支流金田月i流域の段丘面から沖積低地に立地し

ている。今回の調査は地域支援道路ネットワーク整備事

業に伴うもので、道路建設後の湧水処理工事に伴うもの

である。平成18年5月12口付け千農七第199号の試掘依

頼を受け、平成18年5月23日に当課が試掘調査をおこな

い、埋蔵文化財が確認された(回答・当成18牢5月24目

付け教生第300号)。今回この結果を受け、記録保存を目 第38図 清田台遺跡位置図

‖
汐
や
つ
年
令
一
㌧

的とした発掘調査(調査面積約18正)をおこなうことと

なった。今回の調査区の南側に隣接する範囲を岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが発掘調査を行い、

縄文時代の中期を中心とした集落跡であることがわかっている。調査範囲は岩手県埋蔵文化財センターが調

査をおこなった道路本線北側に接する緩斜面に位置する。東西幅約2m (上嶋)、南北長10mの細長い調査範

囲で、調査前現況の南端部の標高は約109.5m、北端部は108.5mである。

基本層序は第I層が現在の水田耕作士である表上層で層厚は40cl11、第Ⅱ層が明黄褐色の砂が昆じる灰色上

層で層厚は20cIll、第Ⅲ層は砂粒が少量混じるオリーブ黒色上層で層厚は60cm、第Ⅳ層は砂粒を多く含む水成

堆積層とみられるオl)-ブ黒色上層、第V層は砂や礫を多く含む黒色士層、第Ⅵ層は青灰色砂層である。

掘削をおこなった結果、基本上層の第Ⅳ層から少量の、第V層から多量の縄文土器片が出上した。第Ⅳ ・

V層は流水の痕跡が認められる水成推積層で、出土した土器片も縄文時代の原位置を留めたものではなく、

流水により再堆積したものと推測される。また第V層下部では開元通貨の模鋳銭が出上しており、中世以降

に流水による再堆積があったと考えられる。縄文十器の遺物総量は2l.5kgで、不掲載としたが破片類も多く

出土している。

虹上した縄文土器は大コンテナ2箱分で、縄文中期前半のものが主体を占める。まだ今回の調査では遺

構は検出されなかった。

第39図 清田台遺跡調査区位置図
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番号 持上地点・層位 裡 男 器璃・その他 符号 出上地点・I引立 亙 別 器璃∴その他 

l l丁-\’層 寮 丈i 言 干 中期 2丁 Iヽ’-\’層 輩 丈 膏( 子 大木8 

2 ハ’-丁層 対 丈i 言 子 大木8 28 ハ∵-\’ I 寄 丈 _器 大木8a 

3 爪’-\’層 葦 丈I 言 干 晩期 29 八㌧←\’ 春 丈 膏 子 大木8乙) 

∴† ハ’-\’層 葦 丈i 言 予 大木8 30 Iヽ●-\’ 草 丈 膏 子 大木$乙1 

○ n’-\’層 習 丈! 言 大木8こ1 3l Ⅳ-\’ 谷 丈 膏 子 大木8a 

6 ハ’へ\. イ ポ 丈! 言 ナ 大木8a 32 1ヽ●-\’ r 輩 丈 膏 子 大木8a 

l ハ’-\’ 高 葦 丈I 言 干 後期 33 Ⅳ∴←\’ I 請 丈 膏 子 大木8乙l 

8 n’-\. 高 窄 丈i 言 後期 3」 Ⅳ一丁 請 丈 膏 子 大木8 

9 Ⅳ-\’ 高 葦 丈I 言 予 中期 3う Ⅳ-\’ 窄 丈 膏 千 大木8a 

10 【\’-\’層 醤 丈! 言 } 大木8a 36 Ⅳ-\- 寄 丈 膏 子 大木8a 

11 n’へ\. 吾 叩 丈! .筈 羊 中期 3丁 1ヽ●-\’ 輩 丈 膏 子 大木8 

12 ハ∵-\’ 吾 醤 丈l 膏 大木8 38 Ⅳ∴-\- 対 丈 膏 子 後期 

13 Ⅳ∴-\’ 吾 翠 文1 膏 ∴ 大木了 39 Ⅳ-\1 討 丈 膏 子 大木8 

主l Ⅳ-\’ 吾 請 丈i 膏 羊 大木8 10 八’-\● 討 丈 .器 後期 

1う Ⅳ∴←\’ 幸 葦 丈1 ∴昔 ÷ 大木8 ・’!1 八’-\’ 討 丈 .器 大木8 

16 廿へ\’ 辛 草 文I 膏 子 大木8 (!2 八’へし 対 友 .器 大木8 

1了 八’-\’ 高 葦 文I 言 子 大木8 ・13 I\i-\’ 奇 丈 .器 大木8 

18 Ⅳ∴←\’ 膏 置 文1 膏 子 大木8 出 八’-\. 葦 丈 言 子 後期 

19 Ⅳ-\’ 吾 輩 丈I 膏 子 大木8 i!5 八’-中層 葦 丈 言 干 後期 

20 Ⅳ∵-\’ 吾 請 丈I 膏 子 大木8 」6 Ⅳ∴-\’ 対 丈 予 大木8 

21 1l∴-\’ 吾 科 丈1 膏 子 大木8 ・け ハ’-\.層 華 丈 ∵ 大木8 

22 I\’-\. 宮 葦 丈1 .: 子 大木8a i18 ハ.-\’層 葦 丈 子 大木8 

23 n’-\’ 高 葦 i丈1 .器 大木8之l 了19 爪’-\.層 石器 イ 鍬(0.∠事g〉 

24 八’-\. 語 葦 一丈上器 大木8a 50 lヽ’-\’ J l常 却 片(3.9g) 

2う ハ’-\. 宮 羅 史上“ ∴ 大木了 うl 八’へ\. 石箸 却 片 〈8.了g) 

26 Ⅳ㌧-\’ 吾 縄文 言 予 大木8a 52 八∵-\’ 信管 号 ;製石斧(23了,5g) 
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Ⅱ 試掘調査





1 いさわダム建設事業

大平野Ⅱ遺跡(NE30-2300)

所在地:奥州市胆沢区若柳字大平野

事業者:国土交通省東北地方整備局

胆沢ダム工事事務所

調査期日:平成18年7月26日(′杓へ28日催)

大平野Ⅱ遺跡は奥州市役所胆沢支所の南南西約19kn正

位置し、胆沢月i支流前川左岸に形成された扇状地状の傾

斜地に立地している(フ 今回の調査は、ダム建設事業に伴

う堤休用具材取得候補地を対象としている。過去の試掘

調査により埋蔵文化財が確認されており、今回の調査で

は遺跡隣接地を含めて試掘調査を行った。調査函こ22本
第42図 太平野Ⅱ遺跡位置図

のトレンチを設定した(T167-T188)。

遺跡の南側の前川まで舌状にのびる段正面にトレンチ(T167へT179)を設定した。この区域は、平成16年

度の調査で附し穴状遺構が複数確認された箇所に隣接した区域である。 T167、 177で、士坑が検出された。

T167で検出された一上坑は70×90cmの規模で黒褐色の壇上である。 T177で検出された上境は45×75cnlの規模

で、理工に炭化物や焼士を含んでいる。この箇所の沢を挟んだ西側の段丘面にトレンチ(T18l-T184)を設

定した。 T184で200×70cm程の附し穴状遺構を検出した。遺物はT172付近で縄文土器片を確認している。

今回の調査区では、一部で検出面にあたる褐色上層が碓認されたが削平を受けている箇所も多くみられ

た。そのため、遺構の残存状況も良好ではなく、遺物量も多くない。ただし、調査区全体にわたって散漫な

がらも遺構等が雅語されている。今回の調査範囲は、遺構数等から遺跡の縁辺部にあたるものと考えられる。

第43図 太平野Ⅱ遺跡調査区位置図
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2 いさわダム建設事業

坪渕I遺跡(NE31-1042)

坪測Ⅱ遺跡(NE3l-1023)

所在地:奥州吊胆沢ix若柳ノ昌幸測

事業者中三口二交通省東北地方整備局

胆沢ダム丁事事務所

調査期日:平成18牢7月14口(水上15日(金)、 11月29「I休)、

12月14 「旧く)

坪測I 、坪測Ⅱ遺跡は奥州市役所の西南西約25kn正位

置し、胆沢川支流前川の左岸の河岸段丘上に立地してい

るっ 今回の調査は、ダム建設事業に伴う 工事用道筋及び

付け替え道筋の建設予定箇所を対象としている/
第44図 坪渕工・ Ⅱ遺跡位置図

坪潮I ・ Ⅱ遺跡では、調査医に17本のトレンチを設定

した(Tl-17)。遺跡は前月l対局に猿岩を望む川へ下がる南向きの緩斜面である。 T3では、近世墓とみられ

る上境を3墓、経文時代とみられる十坑をl墓検出した。周辺部から縄文土器片も確認されており、このト

レンチの周辺には住居跡等を含む縄文時代の遺構の存在が予想される。また、この調査区の上部の道路を挟

んだ川奈の緩斜「帥ニT8-TlOのトレンチを設定した。 T8では、縄文時代の土器片を含む上境を2碁、

30×30cmの士坑を1基、 50×50cInの士坑をl基碓課した。また、 90cn川方程度に広がる焼土遺構も確認して

いる。 T9では、 130×100c111ほどの上杭をl基、 T10では、焼上道櫛をl碁確認している。 Tll、 12は遺構等

はみられず、沢筋にあたることが上質等から雅測された。これらの試掘調査結果から、坪渕Ⅱ遺跡は、縄文

時代の集落跡を中心として、一部に近世墓等が存在することがわかる。 T3を設定した緩斜面から山際のT

8-T10を設定した緩斜面に、沢で序二切られる範囲こ、遺構等が存在するものと判断できる。

このほかに、坪渕Ⅱ遺跡より標高の低い段丘面に、 3本のトレンチを設定したが(T15-T17),いずれの

トレンチでも一部がグライ化した上穀や、礫層がみられた。上層の状況から、沢状の地形であったとみられ

る。いずれのトレンチからも、理歳文化財は了祐忍されなかった。

第45図 坪渕I ・ Ⅱ遺跡調査区位置図
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3 東北横断自動車道釜石秋田線(遠野一東和間)新直

轄事業

倉沢3区I遺跡(NE49-2021)

所在地:花巻市東和町倉沢地内

事業者;国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務

所

調査期日:平成18年5月24日休ト25日休)

倉沢3区I遺跡は、花巻市役所東和支所の南約6.2kIllに

位置し、倉沢地区内の低位段丘士に立地している。遺跡

の現況は水田及び畑跡で標高は176m前後を測る。今回

の調査は東北横断自動車道釜石秋田線新直轄事業に伴う

もので、事業予定地内にトレンチを37本設置した。

調査対象国ま西側の標高が高く、東側に向かって標高
第46図 倉沢3区I遺跡位置図

が低く傾斜する地形である。地彬に沿って水田が段状に

造成されており、その造成工事によって地山面まで判平がなされ、旧来の地形が改変されている部分が多い。

調査範囲南端のTl、 T34、 T35、調査鈍間北端のT25、 T27、 T30、調査範囲中央のTllの南半でそれぞ

れ埋設沢が検出され、西から東に流れる3本の埋設沢が存在すると堀割i」される。調査広範囲中央の理設沢の

東側(下流)部分は現地表面にもその痕跡を脅めている。 T25から近世末一近代の掃鉢片が星「上した他には、

埋設沢からの人為的な遺物の田上はない。

T12で平安時代の土師器杯、須恵器杯、内黒土師器杯が出土し、 60×80c皿の士坑がl基検出された。また

T14で陥し穴と類似する形状(幅30cnl、長さ270cm)の遺構がl碁、 T15で幅160cIllの満がl条検出された。

またT16で幅30cmの溝1条、径30cnlの柱穴l基、 T17で径50cmの上境1基と幅40cmの溝1条、幅20cmの落し

穴1基、 T18で幅40cnlの瀞l条、 T19で幅40cnlの瀧1条が検出された。

これらの遺物、遺構が検出されたトレンチはいずれも調査範囲中央部に位世している。遺構、遺物の分布

範囲の境界は、南側が調査区中央部の埋設沢、北側がT15、 T22の北に接する農道である。農道北側は標高

が急に低くなっており、地彬の変化が認められる。埋没沢の南、農道の北のトレンチでは遺構、遣物はみつ

かっていない。

第47図 倉沢3区I遺跡調査区位置図
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4 東北横断自動車道釜石秋田線(遠野一東和間)新直

轄事業

倉沢3lx二Ⅱ遺跡(ⅣIE49-2063)

所在地:花巻丁刷専し間‾倉沢3医

草業者:回上交通省刺ヒ地方整備局岩手油川:i道事務

所

調査期日: 、中皮19年3月26出川

倉沢3匪.Ⅱ追跡は、旧東和町役甥の南東約8.Oklllの河伴

段丘に立地する)現況は水間と郵便局跡地で標高ま166

m前後を測る。今回の調杏は東北樹I柚’i動中道(違野一

東和問)新直輔事業に伴うものであるっ∴凋杏対象「x二域は

北側の水旧部分と、南隅の郵便局跡地に分かれる 囲杏

車全体の地彬は、酉個ilの標高が高く、東側に向かうに

従って標高を滅ずるものである、調布対象i項皮の了笛所
第48図 倉沢3区Ⅱ遺跡位置図

にトレンチ(Tl-T7)〉 を設定した

水田部分のトレンチは標高の高い酬用二多く設定した(TlへT4)。いずれのトレンチでも耕作十の十は、

黒褐色の有機質分の多い低湿地に雄積する上が厚く雄積しており、遺構、遺物は存在しなかった。このこと

から、調査範囲の水冊持分全体は低湿地が湾状に人情ムむ地彬であI) 、埋蔵文化財の存在はないと判断され

る。調査範囲の北側にはトレンチを1勘所も設定しなかったが、今矧刑ま周囲に比較しても標高が低く、理

歳文化財の存在はないと判断したものである)郵便局跡地にはT5-T7のトレンチを設定した。土層観察

の結果、この粗相ま水帖部分とは異なり、段丘7到間柄二張出す地彬であることが明らかになった。 T7の黒

褐色士(第Ⅱ層)中から縄文上器用●が出上し、 i一間神-で征約50cIllの現地性の焼士が検出された。この黒褐色

士I帥よ郵便局跡地の酉側では整地により矢耕している→ また、北側のT5では整地層の下に低湿地とみられ

る上層が厚く地積することが確認され、郵硬同跡地全体が山間)高二張出す段丘の士に立地しないことを示して

いるつ このように郵便局跡地では、地積文化財の存在が碓認されだが、遺跡が立地する段丘の範囲は郵便居

跡地範囲と完全に重ならないことが明らかになった また整地により、遺物を包含する上層が失われて絶間

も存在する。しかしながら、これらの範囲を明示するのは難しい。

また、郵便局跡地のさらに南側は地彬が明らかに遺跡範囲よI)低くなっており、現通船も含め、遺跡が広

がる可能性はないと判断される

/
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●
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第49図 倉沢3区Ⅱ遺跡調査区位置図
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5 東北横断自動車道釜石秋田線(遠野一束卸間)新直

轄事業

別黒田遺跡(NE38-0210)

所在地:花巻市東和町安俵

事業者:国土交通省東北地方整備局岩手河川玉髄事務

所

調査期H :平成18年7月nH(火)

羽黒田遺跡は旧東和町役場の南西役l.1kIllに位置し、

猿ケ石川北岸の自然堤防上に立地している。現況は水田

及び道路で、標高は101m前後である。今回の調査は、東

北枚断自動車道(遠野一東和閏)新直轄事業に伴うもの

である。調査区に8本のトレンチを設定した(TlへT8)。

調査対象区域は羽黒田遺跡の遺跡範囲の東端にあたり、
第50図 羽黒田遺跡位置図

Tl、 2、 6、 7で遺跡が立地する自然堤防と後背湿地との

地形的な境界部分が確認された。 T4、 5を設定した箇所は後背湿地となっているへ これらの調査結果から、

自然堤防はトレンチ北側より広がるものとみられる。

T6では自然堤防面と後背湿地との境界付近で」師器、須恵器、焼十等を含む層が確認された。この道物

包含層はT4及びT5でも確認された。自然堤防面から後背湿地に流れ込む遺物とみられるが 自然堤防面

には遺構等が存在するものと考えられる。

遺物はロク口上師器や須恵器が多量に検出されており、 9世紀中葉から後半を中心とする時期の遺物と考

えられる。また、 T7では縄文時代の麿製石斧も検出されているこ

以上の結果から、羽黒田遺跡の今回の調査範囲では平安時代の遺物を多軸こ含む層が碓課され、自然堤防

面にはその時期の遺構も存在する可能性が高い。また縄文時代の遺物も少量ではあるが、検出されているこ

とから縄文時代の遺構も周辺に存在することが考えられる。

第51図 羽黒田遺跡調査区位置図
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6 東北横断自動車道釜石秋田線(遠野一東和間)新直

轄事業

中嶋遺跡(NE38-0210)

所在地:花巻市東和町安俵

事業者:軒上交通省東北地方整備I,荘一宮河川旧道事務

所

調査期日:平成18年7月12仁1休〉

中嶋遺跡は旧東和町役場の南西約l.OkIl正位置し、猿ケ

石川北岸の自然堤防から後背湿地にかけて立地している。

現況は水田及び造船で標副ま100m前後である二 今回の

調査は東北樹I狛’】動車道(遥野一東和間)新直櫓専業に

伴うもので、調査対象国蹄こ6本のトレンチを設定した。

調査範囲よ主要地方道江刺東和線で東酬二分かれており、
第52図 中嶋遺跡位置図

追跡範囲に近い東側に5本、西側にl本のトレンチを設定した(Tl-T6)。

東側の調査「ヌ二では、北側が剛叫よ屈票市が高く、北側が自然堤防の端部に南側が後背湿地にあたるものと

みられる言新揃!地に位置するとみられるTl、 2、 3では9世紀中葉とみられる土師器や須恵器を含む層が確

認された㌧ この色合刷よ20cnl程度の厚さである。自然堤防面に設定したT4、 5では遺物包含層にあたる層は、

別当されており存在しなかったが上的器片が検出されれた。また、 T5では幅的1m程の胡ヒに走る溝が検出

された。今回の調査範囲は自然堤防の端部であることから、遺構等も少なかったが、より自然堤防面の中心

に寄る箇所では半安時代の遺構等が分布するものとみられる。

調査iメ晒側では、東側と同様に北側が南側よ情苅与が高くなる様子がうかがえた。しかし、遺物を含む層

も碓認されなかった〈 このため、遺構等の分布は東側の調査囚人Jに収まるものと考えられる。

以上の結果、中嶋遺跡では自然堤帆帥二道接する後背湿地から自然堤帥こかすて、当安時代の遺物が確認

された遣物の状況や地彬面の様相から、自然堤防面には当該時期の遺構が存在するとみられる。

第53図 中嶋遺跡調査区位置図

ー46-



7 一般国道盛岡西バイパス改築工事

矢盛遺跡(しE26-O139)

所在地:盛岡市向中野字野原

事業者:国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務

所

調査期日:平成18年9月28口(木)

矢盛遺跡は、盛岡市役所の南西約3.5kmに位置し、半在

川南岸の微高地に立地している。現況は道路、宅地跡、

畑で標高は123m前後を測る。

今回の調査は一般国道4号盛岡西バイパス改築工事に

伴うものである。今回の調査対象範囲の5カ所にトレン

チ(Tl-T5)を設定した。

Tlは宅地跡地で、厚さ的80cmの盛土がなされていた。
第54図 矢盛遺跡位置図

盛土の下の黒色十を除去したところ、径約30cmの柱穴が

2基検出された。柱穴の所属時期は中世一近世と推測される。まな Tlでは近世の陶磁器が少量出土して

いる。 T5では径80cmの帥杉の上境と50×70cmの方形の土抗が検出された。所刷寺期ははっきL)しないが、

中世近世のものと推測される。 T2、 T3。 T4では遺物の出土、遺構の検出はなかった。今回の調査対象範

囲は遺構の分布は薄いが 中世一近世の堀立柱建物や士茄が存在すると推測される。

第55図 矢盛遺跡調査区位置図
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8 一般国道盛岡西バイパス改築工事

細谷地遺跡(しE26-0214)

所在地:盛岡回申中野字野原

事業者:国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務

所

調査期日:辛成18年9月28日休)

細谷地遺跡は、盛岡市役所の南西約3.5kmに位置し、千

石川南岸の微高地に立地している。現況は道路、宅地跡、

りんご畑で標高は123m前後を測る。

今回の調査は一般国道4号盛岡西バイパス改築工事に

伴うものである。今回の調査対象範囲は北側と南側の2

カ所に別れる。南側調査Ix二は5カ所にトレンチ(Tl-
第56図 細谷地遺跡位置図

T5)を、北側調査i高二はlカ所にトレンチを設定した二

Tlでは径250cmと径180cmの円形プランの十坑が2基検出された。 T2では径80cmの上境l基と径20-30cmの

柱穴3個が検出された。 T3では遺構の検出はなかった。 T4、 T5では径20-30cmの柱穴が合わせて7個検

出されな これらの遺構の時期は明海ではれ、が、中世一近世のものと推測される。出土遣物はTlで近世陶

磁器が少量、 T4で縄文上器片がl片出上した/、

南側調査Ix二のT6では長さ200cm,幅25cmの略し穴が1墓検出された。彬状から縄文時代のものと判断され

る。

今回の調査対象範囲は柱穴の散在博兄から中世一近世の堀立柱建物が存在すると推測される。また縄文土

器片の出土、堕し穴の検出から縄文時代の年活の痕跡も存在すると推測される。

第57図 細谷地遺跡調査区位置図
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9 -般国道106号都南川目道路改築工事

用目A遺跡(しE28-0151)

所在地:盛岡市川旧第5地割

事業者:同上交通省東北地方整備局岩手河川国道事務

所

調査期H :平成18年10月12H休)

月l日A遺跡は、盛岡市役所の南東方向的8kn正位置し、

薬用左肘こ河岸段丘及び丘i竣地に立地している。 /沖可の

調査は、一般国道106号改築工事に伴うものである)調

査対象区域の25カ所にトレンチ(Tl-T25)を設定しだ

今回の調査対象区域は2カ所に分かれ、それぞれを「東

区」、 「酉匡」と称する。

東図ま東側の畑地部分と西側の水田部分がある。畑地

部分は今生度(辛成18年度)に岩手県文化振興事業回既

成文化財センターが発掘調査をおこなった範囲の隣接地 第58図 月旧A遺跡位置図

である。この畑地部分は地彬面も発掘範囲と連絡し、造

物が表土に散布することも確認され、発掘調査で検出された遺構(配布遺構)が連続して存在するとみられ

る。水田部分には3カ所(Tl-T3)のトレンチを設定しないずれのトレンチでも耕作十十の黒褐色士

(第Ⅱ層)に縄丈」器片が色合されていた。制こTlは遺物量が多く、東側深掘箇所では的Imで9号袋1つ

分の土器が虹上した。包含層卜の黄褐色上層(第Ⅲ層)上面では遺構が検出された。, Tlでは上境2塞、 T2

は上境1基、 T3では柱穴状l基である。 Tlでは深掘個所以外に遺構検出面まで掘l)下げておらず、存在する

遺構数はさらに多いと推測される。また、 Tlの回航莱掘箇所では第Ⅲ層下に暗褐色上層(第Ⅳ層)が確認さ

れた。この箇所での遺物の出士はなかったが埋巌文化財センターの発掘調査では、これに対応すると推測

される上層で経文中期の包含憎が確認されており、本調査対象範囲こおいても第Ⅳ層の調査が必要と思われ

る。曲別調査「ヌ二は丘陵と丘陵の問を流れる沢とその周囲の水田からなる) T4へTllの8箇所にトレンチを設

定した。 T4、 T5では耕作十十の黒褐色層(第Ⅱ層)で縄文上器片が山士し、 T4のⅢ層工面で2×2m以上の

竪穴住居のプランが検出されたふT4、 T5の別項ま現況では造成された水間であるが原地彬は丘陵の裾部

に相当すると判断される。 T6-T11では礫を多士封こ混入する第Ⅱ層の卜は砂礫層で、遺構、造物は確認され

なかった。上層から、この周辺は沢の剛庁と据苅こよって生成された地彬と判断される。また、有機質遺物

を包含する可能性のある低湿地I離宮ま存在しなかった、

第59図 川目A遺跡調査区位置図

ー49-



10 -般国道4号平泉バイパス改築工事

瀞原Ⅱ遺跡(NE66-1086)

所在地:平泉町平泉’古瀬原

事業者中ロ二交通省東北地方整備局岩手河川同道事務

所

調査期日:宮城18年12月26出火)

瀬原Ⅱ遺跡は東北自動車道辛泉前沢インターチェンジ

の南南東的2k賞nに位置し、吏新町の低位段丘面に、工他

している。現況では、国道を挟んで府側の水田面と今山

の調査「ヌ三城とでは約1mの北高があり、傾斜を考慮して

も約0.5m程度は別当されているものと考えられる/\現

視の標i勘ま的34mである。本遺跡では、これまでも半兄
弟60図 瀬原Ⅱ遺跡位置図

町教育委員会や岩手県地裁文化財センターにより囲杏が

行われており、古仕から中世の遺構や造物が多数倹出されている÷ 今回の調査は一般国道平泉バイパス改築

工事に伴うもので、調査問二4本のトレンチを設定した(Tl-T4)。

いずれのトレンチでも、表上下に地山とみられる上層が確認された。この面では、以前の水「廿造成時のも

のとみられる、重機等の痕跡がみられな 今田の調査区域では全体にれたって造成が行われたものと考えら

れる。そのため、地中とみられる表上直上の層で遺構検出を行った. Tlでは120×120cmほどの円形の士

抗を検出した。押上は黒褐色の砂質料上で、亜「1曙や炭化物を含んでいる。 T2では、不整形の柱穴状の遺構

を検出した。褐灰色砂質粧士がまとまっておl)、柱穴等の可能性があるとみられる。

今回の調査車内では造物は川上していないが、 I乱辺の調査状況等から判断して、今回の調査幸で検出した

遺構も古代から中間二がナての遺構の可能性が高年、言卿京Ⅱ遺跡では、以前の水田造成時の地形改変により、

遺構等は削当を受けていると考えられるこ そのため、造椛等の残存状況は良好ではないが、一部に埋蔵文化

財が存在することがわかる←

第61図 瀬原Ⅱ遺跡調査区位置図
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11国営いさわ南部農地整備事業

岩洞提遺跡(NE34- 1263)

所在地:奥州市胆沢区小山千若洞沢

事業者:農林水産省東北農政局いさわ南部農地繁備事

業所

調査期日: <第1期>平成18年10月19日休ト10月25日

(水)

<第2期>平成18年10月31日(火十-11月10日

(金)

岩渦堤遺跡は、 JR東日本鉄道東北線陸中折居駅の西方

約7.5kn正二位置し、曲尺扇状地の中央付近に北西一両束方

向に広がる横道段丘上に立地する。現況は水田、牧草地、
第62図 岩洞堤遺跡位置図

山林である。

今回の試掘調査は、国営いさわ南部農地整備事業に係るもので、今年度の本調査医で2カ所の旧石器ブ

ロックが認められたことから、その遺物の広がりを把握する目的で実施した。

本調査での石器の出土状況から、地形的に調査匠南側にある旧河道側に遺物の広がりが予想されたため、

第l期試掘調査ではその周辺を中心にT6-T22 (2×2m)を設定、精査した.その結果、旧石器はT8・T

lO.Tll.T13.T19.T20.T22の各トレンチから山上し、その種類は石刃、ナイフ形石器、剥片、ハン

マーなどであった。なお、 T10では滞状の略し穴状遺構が1基確認されたこ

これを受けて第2期試掘調査では、さらに東側に範囲を広げ、 Tl-T5 (6mx40へ70m)を設定した。結

果、 Tl. T2において溝状の略し穴状遺構をl基ずつ計2基検出したが、それ以外に遺構は確認できなかっ

た。また、旧石器の有無を碓認するために設けた29箇所の2×2mトレンチではいっさい遺物が出土しな

かった。なお、 Tl北側の盛上中から石器剥片が1点出土したが、時期は判断できか、。

2回の試掘調査で出土した旧石器の総数は、製品・剥片、ハンマーなどの礫石器を含め15点ほどでそれ

らの年代は、出土した層位(黒沢尻火山灰層十位)から、およそ30.000年前の年代と考えられる。

Tへ、
〃

I

I

」 l

第63図 岩洞堤遺跡調査区位置図
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12 馬淵川沿岸農業水利事業

上町遺跡(IE89-2346)

所在地:二戸市金田一宇上平

事業者:東北農政局馬淵川沿岸農業水利事業所

調査期日:早成18年9月20日(水)

上町遺跡は、 I GRいわて銀河鉄道金田一温泉駅の南

的2kmに位置し、 .廟別冊一端‡の河岸段丘上に立地してい

る。南北に延びる河岸段丘士の辛出面が、遺跡範囲と

なっている。また周囲は相馬大作の演武場跡地とされて

おり、開通する旧跡が存在する。今山の調査は、馬淵川

沿岸農業水利事業に伴うものであるこ現況は畑と道筋で

ある。調査範囲にパイプライン埋設位勘これって8本の

トレンチを設定した(Tl-T8主

T4-T6は調査範囲の北側の、置「圃!分に設定した。

除去すると、黒褐色土が碓盈できた。この層の上面で、

第64図 上町遺跡位置図

いずれのトレンチでも10-20cm程の表土及び盛土を

多量の縄文土器が検出された。また、これらのトレ

シナでは、周囲の畑に縄文十器の散布が認められた このように縄文時代の遺物が多量に確認でき、この平

坦面には縄文時代の遺物及び遺構が農密に分布していることが想定できる。 T3を設定した東側斜面では、

盛上の直下に地面が検出され遺物も田上していか、→ また T7及びT8を設定した西側斜面では、厚い盛

土の直下に厚い黒色土偶を海認したが、遺構及び遺物は確認できなかった。

T lとT2は調査範囲の南側の平埋部分に設定した。いずれのトレンチでも盛土の下層に黒色土層が碓詔

できたが、遺構及び遺物は確認できなかった。

以上の結果、調査範囲北側の辛坦面では遺物が多く確認できた。また、今回の調査範囲外ではあるが、

このトレンチのI班別こも遺構及び遺物が分布することが推定できる。

第65図 上町遺跡調査区位置図
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13 農用地総合整備事業下閉伊北地区

割沢遺跡(KGOl-2113)

所在地:下閉伊郡普代村字萩生、割沢

事業者:紙資源機構東北北海道整備局I、間作北建設事

業所

調査期日:平成18年7月13日休)、 14日(金主 26出水)

割沢遺跡は、普代村役場の南南西約5kn正位置し、普

代川沿いの山間に立地している。割沢遺跡は江戸時代の

後期に操業された割沢鉄山として知られ、剛沢御鉄山

雑著二 などの鉄山関係の文書が残されていることでも著

名である。現在でも沢沿いの半場やその周辺には鉄薄が

散布しており、周辺に鉄仙弱係の遺構が存在する可能性
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第66図 割沢遺跡位置図
がある。また、周辺の測量が過去に行おれており、地彬

観察等から遺構が推測されている。今回の調査は道路建設事業に伴うもので、鉄山関連の遺構が予想される

範囲にかかるのは沢沿いの判印帥二ついてである。

沢沿いの辛地面では沢に上る緩斜面にいたるまで一面に鍛冶によるとみられる鉄津が多量に散在している。

また、この鉄津の中には羽口等も含まれている。鍛冶勘ま2m程度の厚さで地積しており、濃密な分布が予

想される音⊃今回の調査では、遺構の破壊を防ぐため重機等による掘削は避けているが鉄津が鍛冶津である

ことや、今回の調査「天城の南側の平助面に高殿と推測されている箇所がありその周辺でも鉄津が散布してい

ることなどから、今回の調査範囲でも製鉄関連遺構が所在する可能性が高い。過去の調査などから、今回の

範囲では鍛冶炉や掘立柱建物跡の存在が予想される。

前述したように割沢鉄山は、操業印字の状況を記した文書:が豊富に残されていることからも、当時の鉄山

操業の実態を検討する十で貫重な遺跡であることが知られている。今回の試掘調査の結果から、周辺地域に

は関連遺構が分布するとみられる。

÷∴.→ ○○ 

三二.蓼 

第67図 割沢遺跡調査区位置図
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14 一般国道106号梁川道路起点部改良工事

戸伸遺跡(しE28-0232) ・戸仲遺跡隣接地

所在地:盛岡市)旧二l第4地割地囚

事業者:盛岡地方振興I引二本部梁川ダム建設事務所

調査期日:平成19年2月8用木)

戸仲遺跡は、確固市役所の南東約7.Oknlに位置し、梁川

北岩の河岸段丘に立地している。現況は道筋、水田で標

高は190m前後を測る。

今回の調査は一般車1道106号線梁川道筋起点部改良丁

寧に伴うものである(調査対象範囲は、戸伸遺跡の登録

範囲句の国道北側地点と、遺跡隣接地に相当する国道南

側の地点に分かれるっ 国道北側地点には2箭所(Tl、 T

2)、国道南側地点には4箇所(T3-T6)のトレンチを
第68図 戸仲遺跡位置図

設定した。

国道北側地点は遺跡登録範囲内であるが、違榊、造物は見出されなかった=耕作上下の第Ⅱ層には礫が非

常に多量混入しており、その上のⅢ刷ま河川二両来すると推測される砂礫層であり、埋蔵文化財は存在しな

いと判断される。

国道南側地点は現況は水田であるが 上段用道側)と再笑(梁川側)の2段に分かれる。上段では、耕作

上下の第Ⅱ屈から縄文土器片が出土したご T3の北側では第2層が削平のため失われているが南側では残存

している。 T4では非常に多量の十器片が出上し、付近に竪穴佳刷亦等の存在も予測される。

下段は上段と上層が異なっており、耕作上の十には砂質士(第Ⅱ層)が厚く地積している。この層中でも

縄文上器片が出上し、上段の縄文土器出上層と対応することが確課された。

以上国道南側地点(戸伸遺跡隣接地)で造物が口出し、埋簸文化財が存在することが確認された。

第69図 戸仲遺跡調査区位置図
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15 -般国道106号都南川目道路工事

中尾野遺跡(しE28-0263)

所在地:盛岡市月旧第5地割122-82・22-1 ・22-2・

122-29ほか

事業者‥盛岡地方振興局土木部梁I。ダム建設事務所 /÷彰

調査期日:辛成18年12月27用水)-28日休)

小屋野遺跡は盛岡市役所の南東約7.4kn主梁川によって

形成された河岸段丘十に立地している。調査匠の標高は

212-233m前後を測り、現況は山林となっている。今回

の調査は一般国道106号都南川口道路工事に伴うもので

ある。今回の調査を実施した小屋野遺跡は縄文時代後期

の散布地として周知されている。
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第70図 小屋野遺跡位置図
今回の調査区は東側の高位面と西側の高位面及び低位

面の3箇所に分かれる。東側高位面については2-3箇所のトレンチ内で表土口こ黒褐色上が30cmあまり残

存するが、多くは表土直上に地口臆憎とみられる層が確課され、遺構、遣物は一切確認されなかった。

一方西側については、高位面は東側と同じようか刷上で、表士直‾口二地山層とみられる層が確認され、遺構、

遺物は確認されなかったが、低位面については調査i刈ヒ四部のT24、 T26、 T27の3箇所から士器の十回二が確

認された。虹上面は第Ⅱ層下部であるが T27では一80cl11の面から経文上器の休部片など多数の土器の出土

が見られている。回トレンチからは焼土遺構もl基確認されているが、回遺構の検出面は-100cnlである。土

器の出土地点と焼士検出地点は2mほど離れているが 山上状況から見て剛瑚」のものである可能性が極め

て高く、どちらも同じ住輔亦に関連するものである。 T24、 T26についてはまとまった山上ではないが ど

ちらからも縄文土器が数点出土している。二上器の出土は調査Ix二の北側で見られたが地彬的に見て、今回の

調査区低位帥こついては遺構、遺物が広く分布する可能性が梯めて高いものとみられる。

第71図 小屋野遺跡調査区位置図
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16 松園養護学校整備事業

松屋敷遺跡(KE86-2378)

所在地:盛岡市上田字松屋敷

事業者:岩手県教育委員会事務局教育企画室

調査期H :平成18牢10月16削り)

松屋敷遺跡は、盛岡市役所の北約6.5knl、北上川によっ

て形成された河岸段丘士に立地している。遺跡の標高は

15m前後を測り、現況は校庭となっている。今回の調査

は岩手県立松園養護学校整備事業に伴うものである、今

同調査を実施した松屋敷遺跡は縄文時代早期及び中期の

集落跡として周知されており、平成3年度には岩手県文

化振興事業岡垣歳文化財センターによって遺跡の一部の

調査が実施されている。また平成17年度にも駐車揚建設

による試掘調査が本課によって実施され、縄文時代の仕 第72図 松屋敷遺跡位置図

眉跡などが確認されている。今回は前回試掘調査を実施

した地点より20mほど南側の地点で、現在の校庭の南辺にあたる。

今回の調査では2箇所のトレンチを設定し実施した。 Tlは北東一高四万両に設定したが、その結果、現在

の校庭の南辺部は北から南に向かって低くなることが明らかになった。旧表土と見られる黒褐色土は南に行

くほど厚くなるが、その地点で遺物、遺構を確認することはできなかった。 Tl北端部の黄褐色士の埋土(Ⅳ

層)の中から縄文土器片が2片山士している。 T2はTlの北隣地点に北西一高東方同に設定した。この部分

はⅢ層の椎積が薄く、 Ⅳ層が厚く堆積する。 Ⅳ層を50cmほど掘り進めると1辺が130cnlほどの住居状遺構が

検出された。検出面は表十〇120cnlの暗褐色上層上面と考えられる。住居は北側に広がるものと見られるが、

現在も授業等で使用しているため、それ以上確認することはしなかった。

昨年度の調査においても今回と同様、縄文時代の住居跡が確認されているが、前回は黒褐色土中からの検

出(地表から-80cnl地点)であり、今回は理工が褐色十、地表からの碓認面も前回より低い地点であること

から、過去の発掘調査で確認されたとおり、今回の調査範囲においても縄文時代の複数期の生活面が残る可

能性が高いものとみられる。
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第73図 松屋敷遺跡調査区位置図
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17 主要地方道花巻北上線東十二丁目地区側溝設置工事

小袋遺跡(ME36-1331)

所在地:花巻市東十二丁目第12地割

事業者:県南広域振興局 花巻総合支局土木部

調査期日∴辛成18年8月7日(川

中袋遺跡は、花巻市役所の南東約3.Oknlに位置し、北上

川旧河道の自然堤防に立地する。現況は道路及び住宅で

標高は20m前後を測る。

今回の調査は主要地方道花巻北上線東上二丁目地区側

溝設置工事に伴うものである。調査対象区域のlカ所に

トレンチ(Tl)を設毒した。

現地奏上約110c皿の第Ⅲ層上面において溝と土抗状の遺

構が検出された。いずれも調査対象区域外にプランが伸

びており、溝は幅20cnl以上、長さ3m以上のものである。

第74図 小袋遺跡位置図

上抗状の遺構は20cnl X20cm以上の規模である。出

士遺物はなく、検出遺構の年代は不明である。

調査区は現道の脇で、調査可能範囲が限られていたため、検出遺構は少なく、遺物はみられなかった。し

かし、壇上の状況等から、周辺にも埋蔵文化財が広がる可能性が高いと考えられる。

第75図 小袋遺跡調査区位置図
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18 直轄河川改修事業 北上川上流石鳥谷築堤

小鮒遺跡(しE96-0305)

所在地:花巻I直下烏谷町字好地

事業者;同上交通省東北地方整備局岩手河川国道串務

所

調査期日: 、中或18年8月10用水)

小館遺跡は、花巻両役所石鳥谷総合支所の北約600m

に位置し、北上川西岸の河岸段丘に立地している。現況

は山林及び原野で標高は87m前後を測るこ

今回の調査は直酷河川I改修事業北上川上流石鳥谷築堤

に関わるものである。小鮒遺跡について、岩手県中世城

館分布調査報告二組二は「東流する大沢i川lが北上川に合
第76図 小飼遺跡位置図

流する北岸の段丘十、西側に幅8mの堀が一部残る二 規

模60mx60m」と記される。今回の調査対象範囲土人沢口用を境に、北側(北側調査区)と南側(南側調査

屋つ に分かれる。

北側調査函ま、通船、立木の酬系士、重機の進入、掘削が不可能であったが、現地で確認したところ、西

側から北側に廻る堀の痕跡が視認でき、中世城錐に関わる遺構が存在することが甘断できた。また、堀の北

側部分は登録の遺跡範囲からは外れるが、遺跡範囲内よりも標高が高く、中世城錐を構成する範囲の可能性

が高く、調査の必妾があると判断される)南側調査函ま4カ所にトレンチ(Tl-T4)を設定した。いずれ

のトレンチでも洪水揮積層と推測される砂(第I層)が厚く堆積し、その下には黒色一時灰色土が確認され、

湧水が著しく、低湿地に堆積しだ上層と判断される。周辺の地形を考え合わせて、南側調査区全体が低湿地

であったことが椎潤され、中世城錐の範囲からは外れていると判断できる。なお、南側調査区のいずれのト

レンチでも、遺構、遺物の目口二はなかった。

以上、北側調査函ま中世城館の範囲と確認され、埋蔵文化財調査が必要と判断される。南側調査区は中世

城館の範開外と考えられ、典範文化財調査の必要はないと判断される。

第77図 小飼遺跡調査区位置図

ー58-



19 中山間地域総合整備事業 町井地区

徳島遺跡(ME39-1001)

所在地:花巻市東和町町井

事業者:県南広域振興局花巻総合支届農林部農村整備

室

調査期日:平成18年12月6日休)

徳島遺跡は、花巻市役所東和支所の南東約3.1kI11に位置

し、猿ケ石川南岸の河岸段丘に立地する。現況は水田、

宅地で標高は109m前後を測る。今回の調査は中ロ澗地

域総合整備事業町井地区に伴うものである。調査対象範

囲にIlカ所のトレンチ(TlへTll)を設定した。

TlへT5は周知の遺跡範囲国に設定したものである。

Tlからは長径290cm、短径190cmの楕円形の士抗が検出

された。埋土中には焼士、炭化物が混入し、鉄製品が出

土した。また、径約30e皿の柱穴が2碁検出されている。

検出面は現表土から40c皿の深さで、標高108.87mである。

cInの深さ(標高108.77m)から土師器片が出士している。

第78図 徳島遺跡位置図

T2では遺構は検出されなかったが、現地表から50

T4からは東西方向に走るI10cnlの溝がl条検出さ

れた。検出面は規地表面から80cm下(標高108.42m)である。 T3、 T5では遣物の表土、遺構の検出はなかっ

た。周辺部にも広がりが予測されるため、遺跡範囲外にT6-Tllのトレンチを設定した。その結果T6では

柱穴3個が深さ60cnl (標高109.25m)から検出され、近世の陶器片が出土した。 3個の柱穴は直線上に的140

cm間隔で並び、同一の堀立柱建物を構成する柱穴と推測される。 T7では径約100c111の方面の土抗3基と柱穴

1基が深さ60cm (109.33m)で検出され、 T8では柱穴3個と縄文土器片が深さ60cm (109.33m)で検出され

た。またT9でも柱穴3個と縄文土器片が深さ70cm (109.23m)で検出された。 T6-T9で遺構、遺物が確認

されたことにより、埋蔵文化財の存在範囲は周知の遺跡範囲の東側に広がることが確認された。 TlO、 Tll

は遺跡範囲よりも標高が約Im低い、猿ケ石州側の水間面である。これらのトレンチから遺構、遺物は検出

されず、州側には遺跡が広がらないことが確認された。今回の調査で検出された十抗、柱穴の年代は、共伴

する遺物が明確ではなく、中世一近世に屈するものと推測される。また、半安時代の土師器、縄文土器片が

出土し、これらの時期の遺構の存在も予測される。

第79図 徳島遺跡調査区位置図
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20 緊急地方道整備事業

雨滝(千時A)遺跡(IE89-2346)

所在地:二戸巾金田一

事業者:二戸地方振興I立上木部

調査期日:平成18年9月19日(火)

雨滝(刊l奇A)遺跡は、 I GRいわて銀河鉄道金田一

温泉駅の北西約3.Okn正位置し、朝川I佑芹の河樟段丘士

に立地する。雨滝遺跡は昭和20年代から30年代にかけて、

明治大学が2度調査を行っている。その調査では、縄文

時子臣晩期初頭の上器が多量に出土し、上偶等も出上して

いる(芹沢長介1960 『石器時代の日本二築地書館主 本選

跡は、調査時と同様に現在でも緩斜面の畑地となってお
第80図 雨滝遺跡位置図

り、遺構及び遣物の存在が雅測できる( /沖iの調査範囲

は、明冶大学が調査したとされる地点の連絡を挟んだ南側の緩斜面である。今回の調査は地方道路の整備に

伴うものである。調査Ix域に7本のトレンチを設定した(Tl-T7)。

Tlは、今回の調査区域のもっとも高い段丘面に設定した。第Ⅲ層暗褐色十層で、 40×40cnlの上境を1基、

柱穴状士茄を2基碓認した。上坑は理上中に縄文晩期の土器片を含んでいる。一部で中軸火山灰を含む第Ⅳ

層が碓認でき、第Ⅲ層の層厚は薄いものと考えられる。 T2はTlを設定した段丘面から1段下がった面に

設定している。表土十に褐色の地川津がみられた。 T3-T4はもっとも低い段丘面に設定している。層序

はTlと同様だが、第I層ロニTlにはみられない暗褐色上層がみられる。第Ⅳ層となる暗褐色土層で約

20×20cmの十坑が2基確認されている。

T6及びT7は、現在駈中揚となっている地点である。この医域では200cm以上の盛土があり、その下に黄

褐色土の地山層がみられる。

以上の結果、今回の調査範囲で遺構及び遣物が確認されている。 T lを設定した段丘面を中心に縄文時代

の遺物等が理載されていると考えられるニ

第81図 雨滴遺跡調査区位置図
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21緊急地方道整備事業

斉羽場飾遺跡(ME76-2110)

所在地:北上市稲瀬町下門間

事業者:県南広域振興局北上総合支局土木部

調査期日:平成18年6月9日(金)

斉羽場館遺跡は、北上市役所の南南東的3.2kmに位置し、

北上川左岸の河岸段丘上に立地している。本遺跡は、昭

和46年度に県道改築工事に伴い発掘調査が実施され、柱

穴等が確認されているほか、旧石器時代の石器、縄文早

期の土器片も虹上している。また、昭和61年度に北上市

教育委員会によるトレンチ調査が実施され、南北)証」の

堀跡が検出されている。

今回の調査は、県道改良工事に伴うもので道路捌塙予

定箇所及び歩道設置予定箇所が対象である。調査対象「ヌ三

城に2本のトレンチを設定した(Tl"T2)。
第82図 斉羽場館跡位置図

現在宅地となっている箇所から昭和61年度調査で掘跡が確認された一段低い平場にがナてTlを設定した。

一段低い平場における層序は、表士直下に第Ⅲ層の目刺こあたると思われる黄白色粗上層があらわれたこと

から、過去の工事によるものと,即つれる地形改変を大きく受けていることがうかがえた。宅地脇の歩道予定

地部分においては、第Ⅲ層十両で理工が暗褐色の柱穴状十杭が3墓が検出され、この地上には焼士粒及び

炭化物粒を含んでいるもののあった。また、壇上が黒色の柱穴状上境が2暴検出された。いずれの柱穴状士

坑は径30cm前後の規模であった。遺構が検出されたトレンチ内から、縄文土器片が1点出土したが遺構と

は直接関連して出土していない。これらの遺構が検出された箇所からトレンチ南端方面こかナて、軽減した

土器片、焼十位及び炭化物を含む暗褐色の遺物包含層が確認された。この色合層十には、堀跡等の遺構が所

在している可能性があると思われる。城館跡の南端部分を確認するために、現祖よバス停として使用されて

いる平場にT2を設定した。厚い盛十層下には、旧表土らしさ暗褐色土が広がっており、遺跡範囲の境界にあ

たる沢に向かって緩やかに傾斜していることが確認された。なお、昭和61年度調査で確認された堀跡の続き

については、 Tlにおいて他の遺構が検出されていること等から、改めて確認することは行れなかった。

以上のことから、本遺跡は、中世城館跡と縄文時代の複合遺跡であると推測した。

第83図 斉羽場館跡調査区位置図
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22 緊急地方道整備車業

野田I遺跡(ME56-2213)

所在地:北上直二子町才の羽場

事業者:県南広域振興局北上総合支庁も上木部

調査期日:平成19牢9日工l出目)

野田I遺跡は、北上市役所の北東約2. 9kmに位置し、

北上川西岸の微高地に立地している。現況は道路、宅地

で標高は70m前後を測る二 今回の調査は主要地道北上

東和線才の羽々地区連絡改良工事に伴うものである言調

査対象範囲の4カ所にトレンチ(Tl-T4)を設定し

た.

調査医の装本上層はI層が表土、 Ⅱ層が黒色上層、 Ⅲ

層が地山とみられる黄褐色上層である一 遺構等はⅢ層上
第84図 野田I遺跡位置図

面で検出している。

調査対象範囲の北側に設定したT3からは径約20cmの柱穴が1個、 T4からは南北に走る幅約120cmの溝が

検出された。いずれも出土遺物はなく、所刷二湖亜明確ではない。しかし、溝跡等については遺構射上の状

況から平安時代の遺構の可能性も考えられる。

調査対象範囲南側のTlは、 Ⅱ層の黒色上が厚く雅積している。このトレンチでは、 Ⅲ層の上面の標高が

T3、 T4よい低く、湧水もみられることから、遺跡が立地する徴高地よりも低い沖積低地面に相当すると

判断できる。

以上の結果から野田I遺跡は、 T3、 T4を設定した徴高地状の地彬を中高こ分布し、時期は近世の遺構

もあるものの一部に平安時代のものとみられる遺構も所在するものと考えられる。またTlを設定した面は

沖積地と考えられ、今回の調査範囲では、遺構等は所在していないものとみられる。
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23 緊急地方道整備事業

成田岩田堂館跡(ME46-1221)

所在地:北上市成田第1地割

事業者;県南広域振興局北上総合支局土木部

調査期日:平成18年9月12日(水)

成田岩田笠館遺跡は、北上市役所の北東約6.1kn正位置

し、北上川西岸の河岸段丘に立地している。現況は道路、

りんご畑で標高は83m前後を測る。今回の調査は主要地

方道北上東和線(仮称)平成橋工事に伴うものである。今

回の調査対象範囲は成田岩田堂館跡の南半部に相当する。

調査可能な地点28カ所にトレンチ(TlへT27)を設定し

た。 TlへTllは二子地区と成田地区を結ぶ通船の東側、

T12へT27は道路の西側に位置する。

道路東側のTlへT11においては部分的にりんごの作 第86図 成田岩田堂舘跡位置図

付けによる撹乱が見られるものの、地山に至る掘削、改

変は少ない。 TlへT6、 T9へTllからは径20へ30の柱穴が合計25個検出され、 Tllにおいては長径80cm、短

径30clnの土抗がl基検出された。出土遺物はT2、 3、 11において縄文土器片、十師器片が少量出土した。道

路西側のT12へ18では出土遺物、遺構の検出はなく、地山層とみられるⅡ層面まで撹乱が及んでおり、りん

ご畑の造成の際に大規模掘削、改変が行われたと判断される。地元の方によると、この範囲は盛り上がった

地形であったものを、削平し、平曲こしたものであるという。この撹乱範囲には埋蔵文化財は残存していな

いと判断できる。撹乱範囲は道路の路肩から西に57mまでの範囲である。撹乱範囲のさらに西側のT19T28

は撹乱がおよんでおらず、 I層の墨色土、 Ⅱ層の地山南が残存している。 T22、 23において合計6個の柱穴

が検出され、西側のT27では径130cnlの口形の土抗が検出された。 T19-T28においては遺物の出土はな

かった。

今回の調査対象範囲においては撹乱範囲を除き広い範囲に柱穴の散布がみられた。柱穴の年代を決売付ける

遺物は出土しなかったが中世城館とされる成田岩田堂館の範囲内であることに加え、当地域最大級の中世

城館、二子城の北端に近く、検出された柱穴は中世に屈する建物を構成する可能性が高いものと推測される。

第87図 成田岩田堂館跡調査区
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24 経営体育成基盤整備事業和賀中部第5地区 ク
下成沢Ⅱ遺跡 〈ME75-0182)

所在地:北上市相去町下成沢

事業者:県南広域振興局北上総合支局農林部農村整備

室

調査期日:辛成18年10月30出帆 31「用(〉

卜成沢Ⅱ遺跡は、北上市役所の南西約3.9knl、和賀用に

よって彬成された河樟段丘上に立地している言迷跡の標

高は96へ98m前後を測り、現況は水田となっているこ 今

回の調査はほ場整備事業和賀中部第5地函こ伴うもので

あり、今回ま水田への給水施設を設置する水酪工事箇所

の調査を実施した。今回調査を実施する卜成沢Ⅱ遺跡は

旧石器時代、縄文時代、辛安時代の敵布地として周知さ

れているっ

第88図 下成沢Ⅱ遺跡位置図

今回の調査にあたってはTl-T19の19カI妬ニトレンチを設定して調査を実施した。遺跡東部の水路設置

酪線には3カ所のトレンチを設定したが T2は表士直下に地山が検出されたものの、 Tlからは遺構、遺物

は碓認できなかったものの、旧表士が30cnlほど残っている様子が碓認された。また、 T3は表土直下に地山が

確認されたものの、その地中面から30×30cInほどの士杭が検出され、その上境のすぐ東側に幅30cmほどの溝

が知和二伸びていな長さは300m以上であり、理士には炭化物や焼士粒が含まれていた。農道建設時に大

きく別当され、底の部分がかろうじて残存していたものと見られる。遺跡南部から遺跡外剛刺に続く路線に

は13在所のトレンチを設定したがその多くが40へ100cnlあまりの盛上の口二旧表土が20へ100cm残るものの、

Ⅲ層の地山は褐色で遺構が検出されか、という状況が観察された。ただ、 T10のみがⅡ層の旧表土の下に黄

褐色の地山が確認され、径70cI11ほどの士杭が倹出されな また、そのすぐ’南側から柱穴状の土坑らしさもの

も碓認されたが これについては確定することはできなかった。遺跡内の中央部にある屋敷の周囲には4カ

所のトレンチを設定した。屋敷西部の平場には10mあまりのトレンチを設定して精査したが、遺構、遺物は

確認できなかった。

第89図 下成沢Ⅱ遺跡調査区位置図
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25 経営体育成基盤整備事業更木新田地区

中の屋敷Ⅱ遺跡(ME46-1321)

所在地:北上市更木5地割

事業者;県南広域振興局北上総合支局農林部農村整備

室

調査期日:平成18年9月1日(斜、 22日(火)

中の屋敷Ⅱ遺跡は、北上市役所の北東約6.8kmに位置し、

北上川東岸の微高地に立地する。現況は水田で標高は66

m前後を測る。今回の調査は経営体育成碁盤整備事業更

木新田地区に伴うものである。調査対象範囲に17カ所

のトレンチ(TlへT17)を設定した。

南西側のTlではⅢ層上面から径20へ30cmの柱穴が4
第90図 中の屋敷Ⅱ遺跡位置図

基検出された。出土遺物はなく、柱穴の年代を確定でき

ないが、中世に属する柱穴の可能性が考えられる。

まなT7の耕作土中から土師器片が1片山上したが周囲のトレンチからは遺構、遺物の検出がなく、原

位置を留めていないものと判断できる。 Tl、 T7以外のトレンチからは遺物の出土、遺構の検出は確認され

なかった。また、柱穴検出面より下の、基本上層Ⅳ層は黒褐色土層であるが縄文土器等の包含は存在しな

かった。

第91図 中の屋敷Ⅱ遺跡調査区位置図
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26 経営体育成基盤整備事業更木新田地区

戸桜遺跡(ME46-1354)

所在地:北上市史木10地割

事業者:県南広域振興局北上総合支局農林部農村整備

室

調査期日∴半成18年9月4「用)、 10月4日(水)、 12月l

出金)、 12月4口(川

戸桜遺跡は、北上市役所の北東約6.5kmに位置し、北上

川東岸の微高地に立地する。現況は水田、宅地で標高は

65m前後を測る。今回の調査は経営体育成基盤繁備事業

史木新田地図こ伴うもので、調査対象範囲は戸桜遺跡の

南端部分に相当する。調査対象範囲に54カ所のトレン
第92図 戸桜遺跡位置図

チ(TlへT54)を設定した。

調査の結果、 T2で90cnlの深さ(標高64.4lm)から上師器片が虹l二した。また、 T7から径80cmの方形の上

境l碁が検出された。検出面は地表から40cnlの深さ(標高64.76m)である。 T8からは長径130cm以上、短径

70cmの土坑1碁が検出され、縄文時代後期の土器片が出土した。上境の検出面、土器の出土位置は地表から60

Cmの深さ(標高64.56m)である。 T13では長径350cm、短径180cmの楕円形のプランが検出され、埋土の様相

などから縄文時代の上境の可能性も考えられる。検出面は地表から40cmの深さ(標高64.53m)である。 T31

では変形丁字文が施された縄文時代終末期から弥生時代初頭の土器片が出土した。出土高は地表面から80cm

の深さ(標高64.11m)である。また、 T27では縄文時代と推測されるような微細な土器片が出土している。出

土高は深さ60cm (標高64.4lm)である。

以上のように幾つかのトレンチから遺構、遺物が碓認されたが その分布は調査対象範囲の北側に偏って

いることが読み取れる言郎亦の本体は標高等から調査対象範囲の北側と推測され、今回の遺構、遺物と矛盾

しない。

第93図 戸桜遺跡調査区位置図
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27 緊急地方道整備事業

岡島遺跡(ME56-1289)

所在地:北上市二子町字岡島

事業者:県南広域振興局北上総合支局土木部

調査期日:平成18年12月14白く木〉

岡島遺跡は、北上市役所の北東約3.1kmに位置し、北上

川西岸の微高地に立地している。現況は水田、畑地、宅

地で標高は81m前後を測る。

今回の調査は主要地道北上東和線二子地区歩道設置工

事に伴うものである。調査対象範囲の18カ所にトレンチ

(TlへT18)を設定した。 T6から、東西に走る幅I10cnl

の溝がl条検出された。埋土中には遺物は確認できず、
第94図 岡島遺跡位置図

時期は確定できないが、堪士の様相と、現在の地割とは

関係を見出せない位置で検出されたことから、近世以前の溝と推測される。検出面は現地表から50cmの深さ

である。

他のトレンチでは、 T5で近年の盛上中から近世(18世紀後半へ19世紀初頭)の磁器椀が出土したのみで、

遺物、遺構は確認されなかった。

以上の点から、今回の調査範囲の中では、 T6で検出された溝周辺のみが要調査範囲で、他には埋蔵文化財

が存在しないと判断される。

/十干

第95図 岡島遺跡調査区位置図
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28 経営体育成基盤整備事業更木新田地区

舟渡I遺跡(ⅣIE46-1390)

所在地:北上直吏木17地割、 18地割

事業者:県南広域振興局北上総合支局農林部農村整備

雫

調査期I十年成18年11月13肌用、 14出火)、 12月5出火)、

半成19年l月18日休)、 19出金)、 2月27出火)

舟渡I追跡は、北上両勘所の北東約6.Oknlに位干草し、北

上川i東岸の微高地に立地すろう 現況は水「丁上 宅地で標高

は66m前後を測る。今回の調査は絡′副本育成)離即舗待事

業史木新用地I刈こ伴うものである→ 11月131上14=の調

査対象範囲は5地点(調査医千二5)に別れ、合計24カ
第96図 舟渡I遺跡位置図

所のトレンチ(Tl-T24)を設定したこ

最も東側の調査lメ二:工、では、 TlへT3の第Ⅱ層から、辛安時代の十陶器片が出土し、 T3では知径60cmの楕円

形の士抗をl基検出し、埋歳文化財の存在が礁忍された。

調査医2)ではT4、 T6、 T7から上師器片、 T9から縄文土器片が出土し、埋歳文化財が確認された。調査

区〇一もでは出土遺物、検出遺構は全くなかったこ 以上今回の調査対象範囲の中で、調査区〇、音②が要発掘

調査範囲で、他の調査章二う“へ。くま調査が不要な範囲と判断されるっ

また、 11月の試掘調布で地裁文化財の色合範囲が北側に広がる可能性が生じたため、遺跡の北側調査区と

し、 79カ所のトレンチを設定した。

北鮎凋査[メ二の酉側のT25、 T27、 T28、 T29、 T30、 T31、 T32、 T33、 T34、 T35、 T37、 T40、 T41、

T43において、士師器片、縄文上器片が出上し、柱穴、上茄、瀧等が検出された。

北側調査匡東側ではT56、 T60、 T6l、 T66、 T85、 T86、 T99で土師器細片が出土したが、遺構は全く

検出されず、出土した遣物は周囲からの流れ込みと推測される。よって発掘調査の必要な範囲は北側調査区

の西側と判断される。

北側調査図I瑚i上堤防内部の北側にはさらに地裁文化財の広がりが予測され、試掘調査が必要である。

調査対象範囲は堤防を挟んで、西側と東側に分かれる。西側調査[幻二は15箇所(TlO4へTl18)、東側調査

函こ12箇所 〈Tl19-T130)のトレンチを設定した。

酬胴珂査ではT104で直径30cnlの柱穴が2基検出され、縄文十器片がl片山上した。 T107、 T108では縄文

土器川’がそれぞれ数片ずつ出上した(二 またTl10、 Tl14では土師器片、縄文十器片がそれぞれ1片田土した

が、遺構の検出はなく、土器片はI対立置を留めておらず、他地点からの流入と推測される。 Tl10、 Tl14よ

申北のトレンチでは遺柵、遣物の検出が全くなく、遺跡の範囲はTllO、 Tl14付近で途切れていると判断さ

れる\、

東側調査章ではT120で縄文土器片が数片山上し、 T130でも縄文上器片が数片田上した。ただし、 T12の

縄史上器は数片に分かれるが同一個体で、刷坤のトレンチで遺構、遺物の検出が皆無なことから、他地点か

ら移動してきた破片と推測されるつ 前回の試掘調査の結果も考え合わせて、 TlO5付近の北側には遺跡は広

がらないと判断される.

以上のとおり、今回の調査結果から、遺跡範囲の北限を別線のとおり示すことができた。

舟渡I遺跡は北上川東岸に広がる遺跡で縄文時代の土器片及び上的器片等が出土していることから、縄
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文時代及び平安時代の遺跡と考えられる。今回の試掘調査においても、多数の遺構が確認されていることか

ら、当該時期の遺構が遺跡全体に広がるものとみられる。

第97図 舟渡工遺跡調査区位置図
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29 主要地方道花巻北上線平沢地区歩道設置工事

湯沢I遺跡(NE57-0097)

所在地:北上市湯沢7地割

事業者:県南広域振興局北上総合支局十木部

調査期日:辛戒18年10月19用木)

湯沢I遺跡は、北上市役所の北東約5.5kmに位置し、

北上川東岸の河岸段丘に立地している。現況は道筋、宅

地で標高は9m前後を測る。

今回の調査は主要地方道花巻北上線改良工事に伴うも

のである。調査対象区にIl箇所のトレンチを設定した

((Tl-Tll)。

調査の結果、 T4から幅40cmの南北に走る溝と径150cm

第98図 湯沢工遺跡位置図
の円形プランの土抗が重複して検出(現表土卜90cIll)さ

れた。またT9からは幅40cmの南北に走る溝が検出された(現表十手lOcm)。 T5、 T6、 T7では柱穴と推測さ

れる口形プランがそれぞれ1個検出された(現地表下10-20cm)。遺構の時期は明瞭ではないが、中世から近

世のものと推測される。遣物はT5から上製焼炉の破片、 T6からは肥前産磁器蓋が出土した。

調査範囲南端のTl、 T2は低湿地に堆積する士がみられ、また他の地点に比較すると標高が低く、遺跡範

囲からは外れると判断される.

第99図 湯沢工遺跡調査区位置図
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30 経営体育成碁盤整備事業古城地区

安久沢束遺跡(NE46-2300)

所在地:奥州市前沢区古城字水神ほか

事業者:県南広域振興局農林部農村整備室

調査期日:平成18年10月23日(刷、 24日(火)、 2月14口(水)

安久沢東遺跡は。奥州市役所前沢総合支所の北東約

2.5km、北上川によって形成された沖積地上に立地してい

る。遺跡の標高は27へ30mを測り、現況は水間となって

いる。今回の調査はほ場整備事業古城地区に伴うもので

ある。今回の調査区は平成17年度に岩手県教育委員会が

分布調査を実施した結果、遺構、遺物が所在する可能性

があるとした範囲で、本試掘調査により新規に遺跡の存
第100図 安久沢東遺跡位置図

在が確認された。

今回の調査は道路、水路の新設及び田面の切り土部分に隣接部分も含め31カ所に試掘トレンチを設定して

調査を実施した。調査区は西側の丑沢水路沿いと、東側の水神野地区の大きく2カ所に分けられる。このう

ち西側の丑沢水路沿いについては表土下に粘性の多い暗褐色十が地積した後、褐色の砂層が地積するなど、

湿地の植物痕が多く含まれる黒色土が堆積する様子が観察され、遺構、遺物は一切確認されなかった。東側

の水神野地区については本調査区で最も標高が高い位置に設置したT 9から幅40cnlの方形周満状の遺構が確

認された。高さは表土-35cmであり、遺物は出土しなかった。 T9から南では標高は次第に低くなり、支線

道路B型第124号の設置予定部分になると再び標高が上がる。この高さから少し標高が上がる箇所に設定し

たT30から縄文土器が出土している。また同トレンチの東側に設定したT29からも同じく縄文土器が手回二し

ている。この2箇所の高さはどちらも表十〇25cmである。これらのトレンチには表土下に黒褐色上が堆積し、

その中から土器が出土している。どちらも遺物包含層と思われるか この下に住居跡などの遺構が所在する

可能性もある。

今回の調査範囲の北側は不整形なマウンド快を呈しているが同箇所は最近まで近世墓があった場所であ

り、現在は移設されている。この箇所を中心にT32、 T33の2箇所のトレンチを設定して調査を実施した。

表土の下に黒褐色土が20へ30cnl推積し、その下に地山が確認されるが Ⅱ層の黒褐色土の部分も撹乱が著し

い。 T32、 T33ともそれぞれのトレンチを広げる形で検出したが、 T33の地表-60cmから1辺が50cmほどの

隅丸方形の土坑が検出された。上境についてはその性格は明確ではか、が近世墓とみられる。また周トレ

ンチのⅡ層下部からは縄文土器の細片が1点出土している。隣接する安久沢東遺跡から縄文土器が出土した

ことを考え合わせると、その範囲が広がる可能性がある。
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園

第101図 安久沢東遺跡調査区位置図
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31経営体育成基盤整備事業古城地区

下町遺跡(NE46-0226)

所在地;奥州市前沢区古城

事業者:県南広域振興局農林部農村整備室

調査期日;平成18年10月26日休)、 27日(鉛、 11月13日(用、

14日(火)

下町遺跡は、奥州市役所前沢総合支所の北東約2.7kl11、

北上川によって形成された沖積地上に立地している。遺

跡の標高は36-38mを測り、現況は水田となっている。

今回の調査はほ場整備事業古城地図こ伴うものである。

今回の調査区は辛成17年度に岩手県教育委員会が分布調

査を実施した結果、遺構、遺物が所在する可能性がある

とした範囲で、本試掘調査の結果、新規に遺跡とされた
第102図 下町遺跡位置図

範囲である。

今回の調査は道路、水路の新設及び曲面の切り土部分に隣接部分も含め124カ所に試掘トレンチを設毒し

て調査を実施した。その結果、遺物、遺構が確認されたのは調査区の北側にあたる部分で支線道路A型第Il

号設置箇所よ明ヒ側の地区である。田区333は調査区最北端の配水施設建設予定地以外はくまなく土器の出

土が見られる。 Tl-l-Tl-3からは表土直下の青灰色砂層の中から上師器破片が数点出土した。 T56から

も土師器片が出土したが、 T60からは縄文土器片が表土-25cnlの地点から出土している。この土器は完彬で

はないが、埋設状態で出土している。また農道を挟んだ東側調査医の北側部分の旧主334-l、 334-2、 335-

1からも土器の出土が確認されている。 T113、 T114、 Tl15からは表土一35cmから土師器杯の底部や須恵器

が出土しているほか、 Tl16、 Tl12からは表土-40へ50cmから幅30へ50cmの溝が検出された。 TlO9からは

20×20cmの柱穴状上境、また50×60cmの土塊が各1基検出された。また、 T112-1からは土師器片が、 Tl12

-2からも須恵器片がそれぞれ出土している。田区334では最も標高が高い地点に設定したT54、 T55からも

Ⅱ層の黒褐色土中須恵器、土師器、石器等が出土している。いずれも平安時代のものとみられる。以上のよ

うに今回の調査区の北側から集中して遺物、遺構が確認された。実際の生活面は東側の高い地点であり、西

側は遺物包含層であるものとみられる。
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32 経営体育成碁盤整備事業白山地区

合野遺跡(NE47-0084)

所在地:奥州市前沢区白山字今野

事業者:県南広域振興局農林部農村整備室

調査期日:平成18牢11月1日(水)

合野遺跡は、奥州l桁勘所前沢総合支所の北東的4.3km、

北上川によって形成された沖積地上に立地している。遺

跡の標高は30m前後を測り、現況は水田となっている。

今回の調査はほ場整備事業に=山地函こ伴うものである。

今回調査を実施した合野遺跡は古代の散布地として周知

されている。

今回の調杏は連絡の新設及び振幅、水路設置部分にT
第104図 合野遺跡位置図

lへTlOの試掘トレンチを設定して実施した。新設道筋

設置を予定している部分に設置したTl-T3については10cl11余りの表土の下に黒褐色の粘質屈が入り、その

口こぼ青灰色の粘土層が碓課されな 道酪振幅を予定している部分に設置したT4へT9については黄褐色及

び褐色の地両面が残っており、西側に一段上がる部分のT5から遺物が出土し始める。道路の中ほどに設定

したT7及び西端に設定したT9からも縄文上器の出上が確認された。 T9については住居状遺構も確認され

ており、遺物は黄褐色の地山面からも出上している。水路設置予定部分のT10からは遺構、遺物とも確認さ

れなかった。

第105図 合野遺跡調査区位置図
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33 経営体育成基盤整備事業白山地区

道上遺跡(NE47-0045)

所在地:奥州巾前沢区白山字道上

事業者;県南広域振興局農林部農村繁備室

調査期日;平成18年10月2日(火)、 Il月2H(水上12月5

日(火)

道上遺跡は、 JR東北本線陸中折居駅の南東2.3kIl正位

置している。北上川I右岸の沖積平野にある微高地士に立

地し、現況は畑及び水田となっている。本遺跡は古代の

遺跡として周囲されており、現在までの調査では、古代

の住居跡、上坑及び柱穴等の遺構が広範囲から検出され、

土師器及び須恵器等の遺物が出土している。今回の調査
第106図 道上遺跡位置図

は、水路予定の範囲が対象である。調査対象区域に21本

のトレンチを設定した(Tl-T21)。

トレンチは現在水田となっている面に設定した。 T8は、黒褐色上層で須恵器、上師器が山上している。

T14では地表から15cnl下の黒褐色層で30cnl大の上現を1豊海認した。 Tllでも黒褐色層で須悪器が出上して

おL)、 TlOでは縄文土器が出土している。 T19へ21はT12から続く同一の辛川面に設定しな これらのトレ

ンチでも、上境及び溝が碓認されている。これらの調査Ix二では遺構及び遺物が確認されておI)、埋蔵文化財

が分布している。

Tl-T7は水路予定の凹面に設定した。これらのトレンチでは第I層の耕作土直口こ、地山とみられる

砂礫層が確認された。周辺地形より標高が低く、田河道の一部とみられる。まだ遺構及び遺物が確認され

たトレンチ(T8-T14)の西側のトレンチ(T15-T18)では、湿地帯となっていたと考えられる地間寓

が確認できた。

これまでの調査から、本遺跡は北上川右岸の自然堤防上に位置する古代の集落跡とみられる。今回の調査

でも遺構及び遺物が検出された。

第107図 道上遺跡調査区位置図
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34 経営体育成基盤整備事業 満倉地区

崩同遺跡(NEO5-2345)

所在地:奥州吊水i用X二佐倉河ノ召捕Il

事業者:県南広域振興局巌林部農村整備室

調査期上仁、自戒18年10月23出川、 11月9日休)

遺跡は、奥州両役所の北西方向的3kI11に位置し、肌汎

用右岸の河岸段丘士の微高地士に立地している。遺跡の

標高は、 64m前後を測I)、現況は水I丁lとなっている〕今

回の調査は、ほ場整備事業に伴うものであるが、辛成17

牛皮調査において、旧来の遺跡範囲を越えて理歳文化財

が海課されたことから、追加試掘調査を実施したもので

ある)切上予定の出面、排水酪設置予定箇所及びパイプ
第108図 崩田遺跡位置図

ライン埋設予定の農道設問勘所が対象であるノ ー調布対象

箇所に15本の試掘トレンチを設定した(T37←T5l :トレンチ番号は平成17年度調査のものに連続させてあ

るつ

平成17年皮調査で、竪穴住居跡状遺構が碓認されたT12に近接したⅢ面に設定したT37、 T42において古

代の土師器及び須悪器片を含む造物色合層が確認された。また、 T12を設定した田面と農道を挟んだ北側に

設定したT43においても遺物包含層が輝思された。北側へトレンチを掘り進めたところ、遺物包含層はトレ

ンチ内で消滅し、地彬的に一段低くなる間伸二設定したT44では、表上直下に褐色砂礫層が確認されたこと

から、この医域は胆沢川の旧河道にあたる箇所であると椎測した。

平成17年度調査で、遺物包含層が礁思されたT32及びT33に面接する田面においては遺物包含層は確認さ

れていなかったが、さらに南側の間伸二色合層あるいは遺構等の広がりを碓認するためにトレンチを設定し

たが(T46-T49)、いずれのトレンチにおいても遺構及び遺物は桁忍できなかった。

以上のことから、昨年I短周杏で堅穴住居跡状遺構が確認された田面を中心として遺物包含屈が広がってお

り、集落等の中心域であると捕朝i」しだ

第109図 崩田遺跡調査区位置図

ー76-



35 経営体育成基盤整備事業江刺西部地区

広岡前遺跡(ME96-0399)

広岡前Ⅱ遺跡(ME96-0378)

所在地;奥州市江刺区稲瀬地内

事業者:県南広域振興局農林部農村整備室

調査期日;平成18年10月31H(火) ・ 11月7口(火ト9口休)

これらの遺跡は、奥州市役所江刺支所の北国約2.6knlに

位置し、北上川東岸の微高地に立地する。現況は水旧、

宅地で標高は43m前後を測る。

今回の調査は経営体育成基蕗整備事業江刺西部地区の

パイプライン設置工事に伴うものである。調査対象範囲

の80カ所にトレンチ(Tl-T80)を設置した。

調査の結果、広岡前遺跡の範囲内のT21、 T23、 T24、

T32、 T36、 T38、 T52で遺構又は遺物が確認された。

確認された遺構、遺物は以下の通りである。

T21…柱穴1塞、土師器・須恵器片出土

T23…土師器片出土

T24・言韮(幅50cm) 1条、土師器片出土

T32…焼士(50×40cnl)須恵器片田十

T36…土師器、須恵器片出土

T38…土師器、須恵器片出土

T52…溝(幅100em)、土師器片出土

検出標高42.79m

出土標高42.88m

検出標高42.85m

検出標高42.80m

出土標高43.11m

出土標高43.03m

検出標高43.20m

これらのトレンチは広岡前遺跡の中央部にまとまっておl)、

予測できる。出上した遺物はいずれも平安時代(9-10世紀)

集落が存在される。

また、広岡前遺跡の範囲内の他のトレンチ、広岡前Ⅱ遺跡、

第110図 広岡前・広岡前Ⅱ遺跡位置図

守

この付近に埋蔵文化財が広がっていることが

のものであり、竪穴住居を有する平安時代の

範囲内のトレンチでは遺構、遺物が確認され

ず、今回の調査対象範囲内においては埋蔵文化財は存在しないと判断される。

第111図 広岡前・広岡前Ⅱ遺跡調査区位置図
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36 地方特定道路整備事業

宝禄遺跡(Ⅳ賞E97-1011)及び隣接地

所在地:奥州吊江刺i刈証頼ノナ宝禄地内及び

奥州吊江刺ix二岩谷菅宇内ノ町地内

事業者:県南広域振興古口二本部

調査期I仁守成18隼12月I H(金)

本調査Ix二は東川両役所江刺総合支所の北国約2.1kI11、広

瀬川によって彬成された沖積地上に立地し、標高は41-

43mを測る。今回の調査は地方雅た道筋整備事業に伴う

ものである。

今回の調査は県道北上一閃線の北側部分と、国道456

号線の付け替え部分である二

県道の北側部分においては水田の水が浮いたままとい

う悪条件の中での試掘となり、青緑遺跡のすぐ南東に隣 第112図 宝禄遺跡位置図

接する地域については一部調査できない箇所もあったが、

層問ま今回一緒に調査を実施した宝禄追跡において、表土のトが昂地状の黒色士で、その下に灰色粘土が入

るという前回の調査でも桁思された層序が確課されたため、この地域については湿地状の地域であると判断

した。

また、国道456若緑の付け替え部分についてはT24、 T26から濯状遺構と縄文土器が碓認されている。 T24

の満状遺軸ま深さ60cnlの地点から幅40cl11、南北に伸びる遺構が雅語されているが、長さは不明である。ある

いは附し穴状遺構になる可能性もあるご 用貴櫛の直上及び理工の表面からは縄文土器が放鳥出土した。 T26

の溝状遺構は深さ60cnlの地点から帽50cIllの南北に伸びる遺構が碓認されている。長さは不明であるが、この

遺構についても略し穴状遺構になる可能性もある(このトレンチ囚からは縄文土器とともに辛安時代の土師

器も山上している。 T25についても士器が多数出上したため、違柵検出面まで「げずに調査を終えたが、土

器の出土「畑土が、遺構が確認されたT24、 T26と酬以していることから、この下にも遺構が所在している可

能性は高い。

第113図 宝禄遺跡調査区位置図
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37 一関遊水地事業

鵜の木遺跡

所在地:奥州市前沢区宇野切

事業者;国土交通省東北地方整備局岩手河月旧道事務

所

調査期日言草成18年11月15日(水)

鵜の木遺跡は、奥州市役所前沢支所の南東約3.2knlに位

置し、北上川i西岸の段丘に立地している。今回の調査対

象範囲は白鳥館跡の南西側の隣接地で南西側の標高の

低い宅地部分と、北東側の山林部分に区分される。宅地

部分の標高は23m前後、山林部分の標高は30m前後であ

る。宅地部分に5カ所(TlへT5)、山林部分に2カ所(T
第114図 鵜の木遺跡位置図

6、 T7)のトレンチを設定した。

宅地部分は約50cnlの盛土が施されており、盛土の十は90へ140cmの厚さで有機質分の多い暗褐色土が堆積

し、湧水も著しく、遺構、遺物はみられなかった。

山林部分のトレンチT5、 T6は斜面部に設定したが層厚50へ60cmの表土が地積し、その下は黄褐色の地

山が見られた。 T5では縄文土器片が出土し、 T6では東西長200cm、南北長100cn一以上の竪穴性別犬の遺構が

検出され、埋土中からロクロ使用の土師器杯片が出土した。

以上の結果、宅地部分には埋蔵文化財は存在しないと判断されるが、中林部分は辛安時代、縄文時代の埋

蔵文化財が包含されていることが確認された。

山林部分は白鳥館と同じ地形区分の丘陵に相当し、トレンチを設定した斜面の土面にも遺構、遺物が存在

すると推測される。今回の試掘調査では確認されなかったが白鳥館跡と剛封での中世の遺構、遺物が存在

する可能性も高い。

第115図 鵜の木遺跡位置図
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38 経営体育成基盤整備事業白山地区

血書1i上野遺跡(NE47」1032)及び隣接地

所在地:奥州直前沢函’両ノ主上野

事業者:県南広域振興局農林部農村繁個室

調査期日:平成19年2月7出水)

本遺跡は、奥州市役所前沢総合支所の北東3.2k11l、北上
)

月iによって彫成された沖積地上に立地している言貴跡の

標高は27へ28mで、現況は水旧となっている。今田の調

査はほ揚整備事業両山地函二伴うもので、排水酪及び仮

排水路設置予定箇所について実施しなトレンチはTl

-T33の33箇所を設定した_

T23は今田の調査医の南西部に設定したが、 20cnlの表

土口二九礫が多く混じる黒褐色十が残存しており、その

中から縄史上器片が多数出土した。トレンチは面輔i咽

から北東部に設定したが、南西隅から北東部へ51nほど
第116図 白山上野遺跡位置図

の地域に縄文上器の色合層が所有していた また同トレンチで、桂穴:旧二境がl基検出された。規模は

25×25cmほどである. T25-T26については造物の出土は裾忍されなかった。 T29、 T30についても数点の

上器の出上が確認されているが、出上状況から、刷凋からの流れ込みであると判断した。 T31、 T32、また

水路を隅てた東側にTlOについてはⅡ層の黒褐色上が削平されており、遺物等は碓認されなかった。 T17に

おいては、表土直卜工古代の造物色合Ii音が確認され、この道物包含層には焼士粒及び炭化物粒が多く含まれ

ていた。 T15においては、 10m囲方で幅約Imの規模である方形周瀞が検出され、この壇上には須恵器片が

含まれていた,この他、柱穴状十抗が3基確課された→

TトT6は、現在道路となっている面に設定した。これらのトレンチでは、表土十に盛り上が確認でき、

暗褐色上層がみられた。 T6では、地中とみられる黄褐色上層土面で30×35、 30×30の柱穴状の上境を5基

碓詔した。 T7、 T18は、現況の水田面に設定しなこれらのトレンチでは、耕作ヒ直下に、黄褐色上層が確

認できた〉 T13及びT17、 T18で竪穴住用夫遺構がl基、 T17で士茄、 18で30×30の柱穴が2碁確認できた。

T20では、第Ⅲ層の暗褐色上層上面で柱穴を3基確認した。 T21も、暗褐色上層で柱穴を2基碓認した。 T22

では、表上卜が地山とみられる明褐色上層でi帆20cnlの満を碓認した。これまでの調査から、本遺跡は北上

川右岸の自黙堤防上に位置する集落跡とみられる、

第117図 白山上野遺跡調査区位置図
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39 経営体育成基盤整備事業渋民地区

伊勢堂Ⅲ遺跡(NF61賀1007)

所在地二一闇市大東町渋民

事業者:県南広域振興局一関総合支局農林部

千厩農林センター

調査期日:平成18年4月11削火)

伊勢堂Ⅲ遺跡は、一関市役所大東支所の西方約4kn正

位置し、砂鉄川右岸の河岸段丘低位面に立地している。

標高は、 99-100m前後を測り、現況は主に水田である。

本遺跡は、平成14年度に実施した当課による試掘調査で、

それまでの遺跡範囲を越えて遺物包含層が広がっている

ことが確認され、遺跡範囲が拡大されている。今回の調

査は、設計変更により切十予定となった聞出と平成17牢 第118図 伊勢堂Ⅲ遺跡位置図

度に一関市教育委員会による試掘調査で埋蔵文化財が確

認された近接区域が対象である。調査対象区域に9本の試掘トレンチを設定した((Tl-T9)。

Tl-T3は、比較的標高の低い水田に設定した。 Tlにおいては、水田造成時のものと思われる地形改変が

伺われ、耕作土直下に第Ⅳ層下層にあたる褐色砂層が見られた。 T2においては、水性の黒色土が厚く堆積し

ており、低湿地であることが伺えた。 T3においては、第Ⅳ層上面で、幅20-30c皿の滞状遺構が検出され、埴

土は極暗褐色を呈していた。遺物は確認できなかったため、遺構の構築時期は不明である。

T4は、水性黒色土が厚く地積し、この黒色土中に植物根が多く見られたことから、湿地を水田に利用した

箇所であると推測した。

T6へT9は、一関教委による試掘調査で鍛冶関連の遺物が確認された区域に近接している水田に設定した。

T6へT9とも、山側においては耕作土直下に褐色砂層が見られたことから、水田造成による別当を受けたこと

が伺えたが、トレンチの南側においては、厚い盛土下には旧水田耕作土が見られ、その下層は一部グライ化

している砂層であった。この田面においては、検出面にあたる層が確認されなかったこと、遺物が確認され

なかったことから、遺構等は所在しない箇所であると思われる。

第119図 伊勢堂Ⅲ遺跡調査区位置図
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40 経営体育成基盤整備事業渋民地区

観音寺遺跡(NF61-1115)

所在地:一関市大東町渋民

事業者:県南広域振興局一関総合支局農林部

千厩農林センター

調査期日:平成18年12月21日休上 22日(金)、 27用′臥 28

H困、平成19牢2月I H休)

観音寺遺跡は、一閃硝封舛大東町支所の西方約4.3knlに

位置し、砂鉄川右岸の河岸段丘低位面に立地している。

標高は、 I10m前後を測り、現況は主に水田である。今回

の試掘調査に先立って、一闇市教育委員会による再分布

調査が実施され、遺物が散見されるとの椀告があった箇

所である。農道新設予定箇所、排水路及びパイプライン

三二-′/〒三上(

/二ヾ \〈\

音音./.ノソ / ′’/、し

みらo// /二八

佐喜高三…

/草

答羊にぎブタ
へ\ ′‾、、人へ∴ /ニ

「膳完

告ギ上表

第120図 観音寺遺跡・佐の脇遺跡位置図
設置予定箇所、切十予定のけ胸を対象として、調査対象

区域に26本の試掘トレンチを設定した(T22-T47:新規遺跡として確認される前に、保の脇Ⅱ遺跡と同じ調

査丙として調査したため、伍の脇Ⅱ遺跡の試掘トレンチと番号は連続となっている。)。

水間造成時による地彬改変を受けてはいるものの、広い範囲で遺構及び遺物が確認された。 T25で土坑1

某、木板による撹乱を受けているもののT40で上坑2基が検出されており、 T40の土現の壇上には土器片が含

まれていた。 T43では、水田造成による別当を受けているものの略し穴状遺構l基が検出されている。その

他、多くのトレンチで縄文時代の遺物を多く含む遣物包含層が検出されている。

T33を設定した水田の南側に敷設されている水路の南側は、 T33を設定した阿南より約3m程標高の低い

水田となっている。この水回こT39を、地彬的に連続性があり、同等の標高を測る田面にT44を設定したとこ

ろ、耕作十直下に盛土の有無はあるものの、グライ化した砂礫層があらわれ、遺構及び遺物は確認できな

かった。

以士のことから、遺構及び遺物が確認された区域はこの水路の北側に広がる田面であり、水路を挟んだ南

側の田面は北側と比べて標高差が3m程あることから、地形的に連続性を欠いていると推測され、遺構及び

遺物は所在しないものと判断したつ

第121図 観音寺遺跡・伍の脇遺跡調査区位置図
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41一般国道342号厳美バイパス道路改築事業

上野I遺跡(NE95-0181)

上野Ⅱ遺跡(NE95-0198)

所在地:一関市厳美町子上野地内

事業者:県南広域振興局一関総合支局土木部

調査期日:早成18年7月10目(用

遺跡は、一関市役所の北東方同約4.9k競正位置し、磐井

川左岸の河岸段丘縁辺部に立地している。今回の調査は、

国道改築工事に伴うもので、道路付け替え予定箇所及び

歩道設置予定箇所が対象である。調査対象箇所に2本の

トレンチを設定した(TlへT2)。

現在、荒地となっている緩やかな傾斜地にTlを設定

した。この箇所はかつて畑地として利用されていたため

か、旧表土にあたると思われる黒色士は別当されて確認

できなかったが、 Tlにおいて、径30cm大の柱穴状上境3 第122図 上野工・ Ⅱ・Ⅲ遺跡位置図

基が検出され、そのうち1基には摩滅した縄文士器片が

含まれていた。また、時期不明ではあるが幅30cmの滞跡1条が検出された。道路脇の水仙こT2を設定した。

T2では、水田造成時に大きく地形改変を受けていることがうかがえたが住穴:旧二坑2基が検出された。壇

上は黒色で炭化物を含み、間尺は約90cmであった。遺物は確認できなかった畑地にT3を設定した。第Ⅳ層

において径30cm大の柱穴状上境1碁が検出された。理工には土器片が含まれていたほか、炭化物粒も含まれ

ていた。第Ⅲ層からは縄文土器片が出土している。

Tlを設定した箇所は、畑地として利用される以前は、水田として利用されていた箇所であり、トレンチに

おける層函ま、耕作土、旧耕作士、褐色士の順となっており、地彫改変を大きく受けていることがうかがえ

たが、幅40cmの時期不明の潤亦1条が検出された。遺物は出土していか`u水田に設置したT2-T4である

がT3を設定した箇所は、すでに耕作士が削辛されており、表土直下に第Ⅳ層よ川、●刷こ白色粘上層があら

われており、検出面が認められか、ことから、この水田には遺構は所在しか、と推測した。

T4においては、第Ⅲ層上面で、十和丁‾)a降下火山灰をブロック状に含む士坑3基を検出した。そのうち1

基には、焼土ブロック及び炭化物を多く含んでいることから、焼士等を廃棄した可能性が高く、周辺に竪穴

住居跡等が所在している可能性があると推測しな

第123図 上野工・ Ⅱ ・Ⅲ遺跡調査区位置図
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42 -般国道342号厳美バイパス道路改築事業

上野Ⅲ追跡(NE95-O186)

上野Ⅱ追跡(NE95-O198)

所在地: ・聞直巌美町子上野地囚

事業者:県南広域振興局一閃給合支局上本部

間杏期l仁、同文18年7月12用′k)

本追跡は、一閃両役所の北東方向約5.1kIllに位置し、磐

)用I左告の河I帯封高弟引伸二、生地している臆 今回の。I暗王

は、国道改築口自二伴うもので、造船付け替え予定筒所

及び歩道設置予定箱所が対象である∴周布対象帥妬二4

本のトレンチを設定した 〈Tl-T10)

Tl-T2を上野Ⅱ追跡に追給する水間伸二,品こした

Tlの第Ⅲ層上面で、十和旧a (Toっl)火回天をブロッ

ク状に含む溝跡l条が検出された 母上は神出易色上で

あったが、造物は佑忍できなかった
第124図 上野I ・ Ⅱ ・Ⅲ遺跡位置図

磐用=まで利夫に延びる徴高地上の藻やかな高吊りきの傾斜地にT3-T7を設定したこ T3において、旧表

上と揮測される黒色上が見られ、縄丈時仕の上器を含んでいな この黒色上層はT7でも確認できたが:遣物

はT∠トT了では祐忍できなかった

T了はかつて仕宅があった帥伸二設定した 住宅基礎卜の厚い盤上口こ、礫を含む第Ⅳ層がみられ、掘り下

げたところ、第Ⅵ層でI柄反した縄文上狛十を地上に含む上坑1基が検出されだ この上茄の壇上は黒色、

40×60cl11の柘Ii川タのプランであった

T8-TlOを設定した帥好も仕宅が所有していた勘所であるっ層序は、 TトT7と大きく異か)、旧表土に

あたる黒色上層、榛出面にあたる掲色上伸二際をかなり多く含んでいな遺構及び遺物は確認できなかった。

血中造物色合Ii朝雄記された箇所に近接した間査末子函二Tllを設定した〉厚い盤上帰日二は旧表土と雅

測される第I寸時†が佑思され、多量の造物が何年思されたため、掘削を第い川口二面で断念した。色合層十には、

追雅が所有している可能性がある

T13を設定した帥姉ま、旧表上にあたる黒色上層、検出面にあたる褐色上層に礫をかなり多く含んでいた二

道購及び造桐はIi信忠できなかった

第125図 上野工・ Ⅱ ・Ⅲ遺跡調査区位置図
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43 一般国道342号道路改築事業

五輪琵遺跡(OE38-2093)

所在地:一閃市花泉町高津

事業者:県南広域振興局一関総合支局上木部

調査期日:半成18年12月12出火)

五輪堂遺跡は、 JR東北本線花泉駅の南東約2.5kll正位

置し、北上川の支流の神流I旧左岸の河芹段丘士に立地し

ている。現況は畑及び水子日となっている(木造跡は、鉄

製の五輪塔が山上しており、現在重要文化財に措定され

ている。また、本遺跡は圃場整備事業に伴い、隣接高域

が本調査対象となっているへ 今回の調査は、以前の調査

範囲に隣接した範囲で連勝予定の範囲を対象としている_
第126図 五輪堂遺跡位置図

調査対象区域に6本のトレンチを設定した 音(Tl-T6〉

Tlでは、耕作上及び盛上の下層の暗褐色上層または地I帖†で、満を妬忍した T2-T5のトレンチを設定

した旧面では、いずれのトレンチでも溝、桂穴、士抗などの造柵を確,忍することができた T6は、 T5を設

定したI丁I面から一段下がった「「佃に設定しだ このトレンチでは、盤上の卜‾伸二暗褐色机上の地用語がみら

れ、 Tl-T5のトレンチで遺構を解語した川部ま確詔できず、より同母)地用語と考えられる このことから、

T6を設定した出血はこれらの層が存在せず、改変が行われたものとみられる このトレンチでは遺構及び

遺物は碓認できなかった臆

第127図 五輪堂遺跡調査区位置図
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44 -般国道342号道路改築工事

中村城跡(OE37」0332)

所在地:一関市花泉町老松宇寺田

事業者:県南広域振興局一関総合支局土木部

調査期日 ∴、中皮18年12日工l出水)

中村城跡は、臆・蘭市役所花泉支所の北東約0.6kl1正位置

し、金流川東眉の徴高地に立地している、,現況は水川、

連絡で標高は22m前後を測る。

今回の調査は一般同道342号通船改築事業に伴うもの

であるが、事業予定地の大半は平成14年12月には場整備

事業に伴い試掘調査が行われてお年哩載文化財が桁悪さ

れている。よって今回の調査は埋歳文化財の広がりを確
第128図 中村城跡位置図

認するため、草葉予定地に沿って、南北2方向にトレン

チを設置していったう

南側にはTl-T5の5箇所にトレンチを設定したこ Tlは他のトレンチと異なる層序を呈しており、有機質

分の多い士が厚く堆積し、その「即二十和田a降下火山灰の推積層が確認され、 Tl付近に幅の広い規汲沢が存

在することが予想される臆音 十和田a火山I天は均一に地積しておらず、隔40cmの帯状に2条の分布が確認され、

水田、水略等が十和旧a火同大で被獲されている可能性がある。十和田a火山灰層は現地表面から140cmの深

さに存在している。またTlではⅢ居中から回転糸切痕のある土師器杯片が出土している。 T2では現地表下

110cmから幅150cmの溝が1条検出されているこ その他南側調査rX:では、 T2よりも南に設定したT3へT5か

ら遺物、遺構は雅語されず、埋蔵文化財の広が申よT2付近までと判断される。

北側ではT6-Tllの6箇所のトレンチを設定したっ いずれのトレンチからも遺構、遺物は確認されず、理

歳文化財は北側には広がらないと判断される)

以上、早成14年庸二確課された範i刑二加え、今回調査の南側に埋歳文化財の範囲が広がることが確認された。

第129図 中村城跡調査区位置図
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45 道路改築事業

松山大地田沢遺跡(しG33-2166)

宮古市松山第7地割大地田沢

所在地:宮古市松山第7地割大地冊沢

事業者:宮古地方振興局土木部

調査期日:平成18年12月4日(用、 5日(火)

松山大地田沢遺跡は、宮古市役所の南西約3.8km、閉伊

川によって形成された河岸段丘に立地している。遺跡の

標高は36へ45mを測り、現況は山林となっている。今回

の調査は道路改築事業に伴うものである。遺跡は古代の

集落跡として周知されている。

今回の調査では、全て人力で実施した。試掘トレンチ

は段丘の中腹にある南西側平場4箇所と北東側の半場2

箇所、そして南西と北東の尾根に挟まれる沢の、l場部分 第130図 松山大地田沢遺跡位置図

に1箇所の計7箇所に設定した。北東側の2箇所につい

ては遺構、遺物とも一切確認されなかった。一方、南西側の4箇所については上からTl-T4の順に設定

したが T lからは土師器片が教点出土している。いずれも平安時代のものと見られる。遺構については明

らかに確定できるものを確認することはできなかったが遺構になりそうなものは数基見受けられた。 T2

からは柱穴状遺構がl基確認されている。掘り方部分も含めた規模は45×30cmである。またT3からは遺構、

遺物は確認できなかったが割れた丸い礫が1点出土している。使用痕等は確認できなかったが、段丘の中

腹にl点だけこのような石が確認されたことは遺物である可能性を何れせる。 T4については明らかな遺構

は確認できなかったが遺構になる可能性があるものが数墓確認されている。南西と北東の尾根に挟まれた

沢部分に設定したT7からは焼士混じりの土が確認されたが現地性のものではか、と思われる・また、その

焼土が確認された面の直上の層からば章安時代の上師器が教則廿している〇この地函二ついては地山南ま

では50へ70cmほどである。緩やかな斜面になっているが、辛出面となる箇所もある〇

遺跡内の調査については以上であるかもう一箇所遺跡の東側に隣接する畑地に駒津レンチT8を設定

したが、遺構、遺物とも確認されなかった。

第131図 松山大地田沢遺跡調査区位置図
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46 緊急地方道整備事業

森崎遺跡(KG93-0193)隣接地

所在地:宮下上下●市町老宇森崎

事業者:宮古地方振興局土木部

調査期十十平成18年6月16出金)

本調査ix二は、宮古市役所田老総合事務所の北囲約4.6km、

神「手間「によって彬成された河岸段丘上に‾立地している。

調査医の標高は184-187mを測り、現況は山林となって

いる。今回の調査は緊急地方道酪整備事業に伴うもので

ある。フ和昭持主i創玄する森崎遺跡は半成17年の、宮古

直教育委員会の分布調査によって発見された縄文時代の

遺跡である/う

第132図 森崎遺跡位置図
調査車の現況は県道及びその南部の--一・段低い面に広が

る草地であり、その南部には神‾日用が束流するこ 基本層序は表上であるやや茶色がかった褐色土が最上位に

比較的厚く雄積し、その下問二は黒褐色上が入り、最下層は遺構検出面となる黄褐色十である。 Ⅱ層及びⅢ

層には直径60-80cmほどの大きな礫が含まれる言貴稲は第Ⅲ憎上面から直径140cmほどの円形の上境を検出

したっ遺構の虹上地点は県道よ申掘出二一段低い原野の西側である言出二は黄褐色一黒褐色の混合土である

が、その母上の表面から縄文十器片が1眉旧二した二道構山上地点の北側の県道については路盤が30cmほど

で、その下が盤上30cm、その下が黄褐色上の地中となる。この地積状況から県道から南の原野にがナては緩

やかに下がる斜面地彬になっていることが明らかになった。

今回の調査では士坑l基が縮忍されたのみであったか細文士器が伴って検出されていることから、県道

部分を含め当弦時代の遺構は更にI剛印こ広がる可能性が高いものと思われる。

第133図 森崎遺跡調査区位置図
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47 経営体育成基盤整備事業猫用左岸地区

森の下Ⅱ遺跡(OE37-0332)

所在地:遠野市上郷町細越字森ノ下

事業者:県南広域振興局一関総合支局土木部 \

調査期日;平成18年11月10日(金)

森の下Ⅱ遺跡は、 J R釜石線岩手上郷駅の東約l.5kmに

位置している。猫用左岸の微高地上に立地し、現況は畑

及び水田となっている。本遺跡は縄文時代の散布地とし

て周知されている。調査対象は切り土となる田面及び排

水路予定箇所である。調査区にトレンチを3本設毒した

(Tl-T3)。本遺跡は、平成17年11月にも試掘調査を

行っている。その際には、調査範囲は湿地帯であった状

況が確認され、弗蔵文化財は確認されなかった。今回の

調査範囲はその際に調査末子であった箇所である。

T3では、表土及び盛土の下に暗褐色上層が確認でき、

上面で、 15×20cm大の柱六、 90cm大の上境が確認できた。

第134図 森の下Ⅱ遺跡位置図

その下層に褐色上層が碓認できた。この褐色上層

また、この層からは縄文土器片が確認された。こ

れらのことから、 T3を設定した箇所の周辺では、縄文時代の遺構および遺物の存在が確認され、周辺部に

も埋蔵文化財が包蔵されているものとみられる。

Tl及びT2を設定した「日面では、表土、旧耕作土の直下に砂礫層が確認でき、過去の水田造成などによ

り地形の改変が行われたとみられる。

今回の調査の結果、遺構及び遺物が碓認された。現在、宅地となっている微高地士の範囲とその周辺地域

が埋蔵文化財の分布範囲と考えられ、過去の試掘調査等から周辺の標高の低い面は低湿地などが広がってい

るものとみられる。森の下Ⅱ遺跡は縄文時代の散布地として周知されている遺跡であるが、今回の試掘調査

の結果からも、縄文時代の遺構や遺物が確認されておI)、当該時期の遺跡であることがわかる。
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第135図 森の下Ⅱ遺跡調査区位置図
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48 地方道路整備事業(主要地方道一戸山形線栗田地区)

似平Ⅱ遺跡(JF10-2384)

所在地:二戸郡一戸町子小木田

事業者:二戸地方振興局口二本部

調査期日:平成18年8月lし「伏)

似辛Ⅱ遺跡は一戸町役場の東約3,8k朋、罵う川口支流の小

井田川によって彬成された河岸段丘上に立地し、標高は

217-233mを測る。今回の調査は地域道路整備事業主婁

地方道一戸山彬線来日上目江の道路振幅に伴うものである。

今回調査を実施した似辛Ⅱ遺跡は縄文時代晩期の集落

跡として周知されている。

今回の調査函ま大きく3箇所に分かれるへl箇所旧よ
第136図 似平Ⅱ遺跡位置図

調査区西側の現県道沿いのたばこ畑にあたる部分、 2箇

所目は調査中中央部付近の県道から4mほど高台にある現宅地の畑地部分、 3箇所目は小井田川にかかる堂

の前橋から北東に下がる水旧部分である。 1箇所口のたばこ畑部分にはTlへT7の7箇所にトレンチを設

定した。本地区の上層は黒褐色の表土直1、▲に褐色の地山が入るという地積状況が観察されたが、同地区のT

3から幅60cm、長さ210cm以上の附し穴状遺構が1暴検出されている。本遺構は調査区外の南側に延びてい

るものと雄測されるが、調査車内も一部分水道の埋設で破壊されており、規模は限られた範囲しか碓認でき

なかった。 7箇所のトレンチのうち、確認された遺構はこの附し穴状遺構1碁のみであったが、同じような

遺構は調査車外の北側、南側に広がって存在することが推測される。

2箇所目の宅地部分にはT8-Tllの4箇所にトレンチを設定した。本地区は基本層序にも記したとおり、

上部の黒色士及び暗褐色十、中部の中部浮石層の撫積が非常によく、層序的には数枚の生活面が確認された

が、遺櫛、遺物については全く碓認されなかった。

3箇所日の地I幻こついてはT12-T14の3箇所にトレンチを設定したが、どのトレンチにおいても表土直

下に小井出川の旧河道のものと見られる砂礫が確課された。

第137図 似平Ⅱ遺跡調査区位置図
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49 都市計画道路上野西法寺線砂森地区

野田城跡(JF20-0051)

所在地:二戸郡一戸町高著寺字野田

事業者;二戸地方振興局土木部

調査期日:平成18年8月2日(水)

野田城跡は一戸町役場の東約750mに位置し、罵う川口

西岸の河岸段丘十に立地している。現況は住宅及び道路

で、標高は約144m前後である。今回の調査は、都市計画

道路上野西法寺線砂森地区街路整備工事に伴うものであ

る。調査対象区域は、野田城跡の南西部隣接地である。

調査対象しろ二域に5本のトレンチを設定した(Tl-T5)。

T3で11基の柱穴を、 T4で4碁の柱穴を検出した。柱
第138図 野田城跡位置図

穴はいずれも径が20×30cmで、明確な柱痕が確認できる

ものも含まれている。 T5では幅約10cm、長さ2m程度の溝をl条確認した。 T3で、縄文土器の細十が壮士し

ているが、縄文時代の遺構と考えられるものは周囲からは検出されなかっな 今回の調査対象「ヌ域は野田城

跡の遺跡範囲の隣接地であり、今回検出された柱穴や溝も野間城跡に関わる、中世の遺構と考えられる。

第139図 野田城跡調査区位置図
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50 遠野第二生活貯水池建設事業

夫婦石神高野遺跡

所在地:遠野両部印「吊・二夫婦石神高野

事業者∵県南広域振興局花巻総合支局土木部遠野十本

センター

間杏期日: 、自戒18年9月20出水)

実姉石神前野道跡は、遠野「旧知好の南約l.7kmに位置とし、

来内l旧刊芋の申,国夫i恒也の縁辺部に立地している 現況

は山林、原野で標高は280m前後を測る

今回の調査は遠野第二I五胡臣水池建設事業に伴うもの

である二 本遺跡は当成15年度に財同法人若手県文化振興
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事業団地載文化財センターにより発掘間杏がおこなわれ
第140図 夫婦石神高野遺跡位置図

ており、竪穴引出跡、上抗などが倹出され、縄文時l臣-・

期、後期の遣物がr旧二し、上I最期の集落跡であることがわかっている。今回の調査対象範囲は平成15年調査

範囲の南側隣接地に相当する『I出前包世間の6カ所にトレンチを設定した。 T l -T5は辛成15年調査Ix二に

連絡する半場部分、 T6は南側の斜面部分に位置する一

半場雷「;分においては、 「、3で縄文上器片がl片、 T5で縄文早期の貝穀文士器、縄文後期の土器数片が出

上した言貴酬よいずれのトレンチでも雅語できず、辛成15年調査ix二よりも遺構密度が薄い可能性がある。

また、南側の紳輔i!分のT6では遣物、遺構の検出はなかった( 「軸略†面部分に設定したトレンチはT6

の1カ所のみであるが、 I郡司の地彬の状況はかか)の急斜面で、堀巌文化財は存在しないと判断される。

以上の試掘調査の結果、夫婦石神事野追跡は今回の試掘調査対象「メ二では以前の岩手県埋戚文化財センター

の発掘調査函二i姉要した箇所ではあるが、遺構や造物の山士量は少なく、遺跡の主体は前曲の調査図二あた

るものと考えられるこ しかし、昂は少か、ものの、 /沖Iの調査凶こおいても縄文時代早期の貝殻文士器や縄

文後期の土器が検出されており、一部に埋歳文化財が広がるものとみられる音つ また、その範囲は南側の傾斜

地まで王らない甲掠部分に収まるものと判断できる)

第141図 夫婦石袖高野遺跡調査区位置図
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51緊急地方道整備事業

本波Ⅷ遺跡(JG10-0332)

所在地:久慈市侍浜町本波

事業者:久慈地方振興局士木部

調査期日:平成18年8月l目(火)、 2出水)、 24用水)、 25

出金)

本波Ⅷ遺跡は、久慈役所の北北東方I時的5.6kmに位置

し、海岸段丘十にある尾根状の微高地に二立地している(

標高は、 142-153m前後を測り、尾根部と平地部分では

11m前後の標高差がある。今回の調査は、県道新設工事

に伴うもので、路線部分が対象である。調査対象車域に

14本のトレンチを設定した(TlへT14)。

尾根部分にTl、 T3-T5を、尾根の裾から平地部分に

かけてT2を設毒した。 Tlにおいては、第V居士面で、
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第142図 本波ⅦI遺跡位置図
径110×80cmの規模の上坑l墓と80×50cmの規模の士坑

1塞が検出され、 110×80cInの士坑理士には、縄文上器片が含まれていたほか、炭化物粒も含まれていたこ 屋

根上に広がる平場にT3を設定したへ 第Ⅲ層から士器が出上し、第V憎で行100×70cmと葎60×50cmの士現が

2基検出された。

南面する斜面にT5を設定したが、遺櫛及び遺物は確認できなかった(このT5を設定した箇所よ申細則は

かな月頃斜がきつかったことから、重機による調査は今回の調査では困難であったため諒掘トレンチを設定

しなかった。谷間の比較的傾斜があまりきつくない箇所に上器捨場等が所有している可能性もあることから、

T6を設定したが、第Ⅲ刷二あたる層は確認できたものの層は薄く遣物印ま穐詔できなかったが、トレンチ設

定箇所以外には所在している可能性があるこ

現在、牧草地として利用されている車扱にT7-T14を設定したノ この車扱は、道路新設予定酪線と残土置

場予定地となっている。 T7-T14における層序は、表土、黒色十(盛上)、盛十、第\/層卜‾層の粘土層(第Ⅵ

層)の胴手であり、一部は、組上層十王あたる礫を多く含む層(第Ⅶ憎)があらわれていだT7において、表

土内から摩滅の激しい上器片2点が出土したほかは、他のトレンチからは出士しなかったJ包含刷こあたる

第Ⅲ層から検出面にあたる第V層が所在せず、蹄責層の状況から草地造成の際と思耕しる工事によって、第

V層上面まで地彫改変を受けていることがうかがえだ

第143図 本波ⅦI遺跡調査区位置図
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52 -般農道整備事業大川目地区

外里遺跡(JF38-0255)

所在地:久慈市大川口町

事業者:久慈地方振興局士木部

調査期日:平成18牢10月18「出来)

外型遺跡は、久慈市役所の西約6.2klll、久慈川左岸の丘

陵緩斜面に立地している。遺跡の東側には久慈川の支流

である田子内川が南流している。遺跡の標高は25m前後

となっている。今回の調布は、一般農道整備事業に伴う

ものであるが、遺跡が位置する大川印町内はほ場整備事

業大川目地区の範囲にも含まれており、周辺を含めて近

年調査が行かれている÷ 外型遺跡においても過去に試掘

調査等が行われている。これらの調査成果から本道跡は 第144園 外里遺跡位置図

縄文時代前一中期、晩期の遺跡であることが知られてい

る。調査囲二6本のトレンチを設完した(TlへT6)

調査医域の東側に設定したTl、 T2では、水田造成時に大きく地形の改変が行われており、遺構や遺物

は検出されなかった。西側の市道を挟んだ低位丘陵面に設定したT3、 T4についても同様に以前の水田造

成時に大きく地彬改変が行われていることがかかった。またTl-T4を設定した低位面は、地形改変以前

よ用調和こあた()低位面であったことが、堆積層の状況からうかがえた。ここから緩斜面でやや標高高くな

る地点にT5及びT6を設定した。これらのトレンチでは、表上下に旧表土とみられる黒褐色上層が確認さ

れた、 T5では鍛冶炉と考えられる焼上遺構が検出された。また、さらに下層の地山層とみられる黄褐色士

層の十両で径150cnl程度の土抗を検出したっ 周囲には柱穴状の遺構も確認された。 T 6では縄文土器片を多

数検出している。

以上の結果、外里遺跡の今回の調査直では山際のやや標高の高い傾斜地に遺構や遺物がみられることがわ

かった。また出土遺物から縄文時代は十・期から晩期までの遺物がみられることから、多くの遺構の存在が考

えられるつ まだ 今回の調査Ix二では鍛冶炉や鉄津等が検出されており、周辺に製鉄関連の遺構が存在すると

考えられる。

第145国 外里遺跡調査区位置図
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53 経営体育成基盤整備事業南日詰地区

下川原I遺跡(しE77-2159)

所在地:紫波町南日詰下川原、八坂

事業者:盛岡地方振興局農政部農村整備室

調査期日;平成18年10月5日休〉、 6口(斜、 10日(火)

本遺跡は、紫波町役場の南約3.5knlに位置し、北上川西

岸の河岸段丘に立地している。現況は水田、道路、神社

境内などで標高は90m前後を測る。今回の調査対象範囲

は下川原I遺跡の北側(北側調査区)及び西側(西側調

査区)である。下川原遺跡範囲内は、平成10年度に岩手

県教育委員会が試掘調査を行い、埋蔵文化財が確認され

ている。今回の調査は経営体育成基盤整備事業面日詰地

区に伴うものである。北側調査区に15カ所(TトT15)、 \乞
/ __二

西側調査区に78カ所にトレンチ(T16へT93)を設定し
第146図 下川原工遺跡位置図

た。

北側調査区のTlでは現表土の30cnl下で遺物包含層が確認された。廿上遺物は渥美産陶器梁(12蹄己) 12世

紀のかわらけとみられる土器の細片が臣上した。包含層の厚さは40cmある。遺物包含層上面の標高は、

88.93mである。包含層直下は黄褐色ローム層だが この面で遺構は存在しなかった。 T2でも現表土下30cnl

で遺物包含層を確認し、常滑産広口′毒片、回可能泉窯産青磁椀、かわらけ片など12世紀の遺物が出土した。

T2の遺物包含層上面の標高は88.93mである。 T7では、遺物包含層に相当する暗褐色上層は存在し、からわ

らけと思われる微細土器片が出土した。 T7における遺物包含層土面の標高は89.00mである。 T3-T6、 T8、

T9では遺物包含層に相当する暗褐色上層はあるが、遺物の山上上、遺構の検掴まなかった。また、 T14では径

100cmの円形の土抗、長辺200cmの長方形の土抗と径約20cmの柱穴l個が検出され、 T15では径20cmの柱穴がl

個検出された。 T14では近世陶磁器が少量出士した。 T14、 T15の遺構検出面の標高は89・80mであるc TlO

へT13では出土遺物や遺構はない。西側調査区では、全面を覆う形にトレンチを78箇所に設定した外地山

面は砂礫層で、旧河道と推測される。

今回の調査で北側調査区から12世紀の遺物がまとまった呈出二した。平成10年度試掘調査の際の出土遺

物にも、 12世紀のかわらけ、常滑産三筋壷片が存在しており、十川原I遺跡本体にも12世紀の遺構、遺物が

濃密に分布することが予想される。

第147図 下川原I遺跡調査区位置図
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54 経営体育成基盤整備事業南日詰地区

南日詰八坂遺跡(しE77-2116)

所在地:紫波町南日詰十八坂

事業者:盛岡地方振興局巌政部農村整備室

調査期日: 、自戒18年10月5口休)、 6出金)、 10出火)、 18

用水)

本追跡は、紫波町役場のl部小j3.3kI11に位置し、北上川l晒

岸の徴高地に立地している)現況は水川、連絡、宅地で

標高は91m前後を測るノ 今回の調査は経営体育成基盤整

備事業南臣詰地凶こ伴うもので、調布対象矧捕ま雨情古

人坂道跡の矧相対及び周辺隣接地である,追跡範囲)、」の

一部については、半成10年蘭二岩手県教育委員会丈化課
第148図 南日詰八坂遺跡位置図

が試掘調杏を行い、縄文士器片等が擁護されている 調

査Ix対象範囲の52カ所(TlへT52)にトレンチを設置しだ

Tl、 T2は旧宅地に設置したトレンチである Tlは鵜乱が著しかったが、 T2では経20-40cnlの柱穴15個

とかま則夫遺構l基が検子llされたこ 共作造物がなく遺構の詳細石川二、棚」は不明であるが、中世から近世のもの

と才I棚i」される二

他のトレンチは闘亦範囲外の相冊I三分に設定している㍉磨耗しだ上師器微細十が出十したトレンチもある

が、他に造柵、遣物は倹出されず、追跡の広がりは及んでいか、と判断される。

今回の〇千I胎と十戒10年度の試掘調布結果から、理歳文化財の分布は南「情人坂遺跡の範囲内に納まると椎

間される

第149図 南日詰八坂遺跡調査区位置図
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55 経営体育成基盤整備事業南日詰地区

南口詰小路日I遺跡(しE77-1123)、

南H詰中略口Ⅱ遺跡(LE77-1131)及び隣接地

所在地:紫波町南日詰字中略口

事業者:盛岡地方振興局農政部農村繁個室

調査期日:平成18年10月20出金上 23日(用、 24「用0

本遺跡は、紫波町役場の南約2.7knlに位置し、北上川酉

岸の河岸段丘に立地している。現況は水田、通船、宅地

などで標高は92m前後を測る。今回の調査対象範囲は、

小路山I遺跡と小路l」Ⅱ遺跡の遺跡範囲とその周辺部で

ある。調査対象範囲に112箇所のトレンチ(Tl-Tl12)

を設定した。ほとんどのトレンチで12世紀のかわらげ、
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第150図 南日詰小路口I ・ Ⅱ遺跡位置図

陶磁器を含む遺物包含屈が確認され、遺跡の範囲がこれ

まで確認されていた以上に広がることが擁課された。また広い範囲で枯穴、溝などの造柵も検出されており、

12世紀の遺構が広い範剛二分布していることも縮思された( 12障己の造物出上は今回の調査対象範囲のほほ

全面に広がっており、既には場整備が終了した南側と今回のほ揚整備対象外の北側にも、さらに遺跡の範囲

が広がっていると据測される。

今回の調査対象範囲の西側には、奥州榛原氏の一族である比爪氏の居鮎とされる「比爪飾跡」がある\今回

の旧二遺物は手づくねかねらけ、ロクロかわらげ、中帥軒i磁Il叫壷、東海地方産陶器などがあり、比I丁湘

山上のもと質的に遜色ないものである。比爪鮎と同時代の遺跡がその東伸二広い範囲二存在し、同質の遺物

が出土したことは、奥州榛原氏の居館、都市構造を考える士で非常二重要な質料である)
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第151図 南日詰小路ロI ・ Ⅱ遺跡調査区位置図
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56 一般県道盛岡石鳥谷線上平沢地区道路拡幅工事

南七合I遺跡(しE66-2156)

所在地:紫波郡紫波町士平沢地囚

事業者:盛岡地方振興局土木部

調査期日:辛成18年8月7川川

南七合I遺跡は紫波町役場の南西3.4kn上北上州によっ

て彬成された沖積地上に立地し、標高は124m前後を測

る。今回の調査は一般県道確固石鳥谷線上平沢地ix二道路

拡幅工事に伴うものである。

今回の調査I刈二院接する南土合I遺跡は平安時代の散

布地として周知されている。

調査は現県道の西側部分を振幅することから県道の西
第152図 南七合工遺跡位置図

端部の未舗装部分6箇所にトレンチを設定し実施した。

調査区南部に設定したTlへT3からは表土、盛上を40cmほど掘ると東隣に平行して走るパイプラインが検出

され、そのl郡即の部分からも同じ高さで地山が確思され、その上部には旧表土も確認されなかった。 T4は調

査医を東西に走ると見られる溝が10cnl程度残存しており、 70cm余り掘削すると褐色土の地山南から東西に走

ると見られる溝が1条碓訳された。瀞のiI蘭ま65cl11ほどであるが長さは不明である。また遺物等の出土も見ら

れなかったことから時l小二ついても特定できなかった。 T5及びT6についてはT4で確認された旧表土の残

る範囲がどこまで広がるかということを祐忍するために設定したが、 T5までは旧表土の広がりが確認でき

たものの、 T6については水分を多量に含む湿地状の上質に変わり、旧表土の残りも碓認できなかった。

第153図 南七合工遺跡調査区位置図
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57 農用地総合整備事業下閉伊北地区

二升石大根遺跡(KF59 - 2262)

所在地:下閉伊郡岩泉町尼額字長畑

事業者:緑資源機構東北北海道整備局下閉伊北建設事

業所

調査期日:平成18年10月10目(月)

二升石大根遺跡は、岩泉町役場から西方向へ約3.5kn正

位置し、山から小本川まで延びた尾根状の丘陵地に立地

している。遺跡の標高は、 138へ156mを測る。今回の調

査区は、遺跡範囲隣接の標高127m前後の水田であり、ほ

場整備事業予走区域となっている。調査は、切土予定の

田面及び排水路設置予定箇所が対象である。調査対象区

域に12本のトレンチを設定した(Tl-T12)。 第154図 二升石大根遺跡位置図

Tl及びT2を設定した田面の一部は、地形観察等から

水田造成時に尾根状地形の先端部を切上して開田されたことが伺えたが、掘I)下げたところ、層序は、湿地

性の植物根が多く残存している黒褐色土、グライ化した褐色礫層の順であった。沢沿いの湿地であったと推

測した。 Tl及びT2においては、遺構及び遺物は確認できなかった。

旧地形が比較的良好に残存していると思われる田面にT3へT7を設定した。いずれのトレンチにおいても、

縄文時代後期のものと思われる土器片を多く含む包含層が確認され、盛上予定の田面であったが確認のため

に設定したT4においては、径40cm大の土坑1基が検出され、周囲からは縄文土器が出土した。

周囲の田面より低い水田に設定したT8へTllにおいては、旧水田耕作士から摩滅した土器片が出土したも

のの、包含層にあたる層は確認されなかった。今回の調査区で最も標高の高い水田下に設定したT12におい

ては、包含層が確認された。

今回の調査区内において土境は確認されたものの、土器に結びつく竪穴住居跡等の遺構が確認されな

かったことから、集落等については、過去に試掘調査を実施し竪穴住居跡等の遺構が検出された標高150m付

近の畑地に所在している可能性が高いものと推測した。

第155図 二升石大根遺跡調査区位置図
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試掘調査掲載遺物一覧

No 追跡名 層 位 神 別 器 種 特 徴 

1 倉沢3ix工 須思器 I不 ロクロ・I真部i中原糸切り痕 

2 倉沢3iメ二Ⅱ 陶冶 i註 )口I鉢 

3 羽黒用 i 十本 ロクロ 

4 :同町十千 向 坤 ロクロ・I長征5.5cnl・回転糸切り痕 

○ 羽黒用 軽信 子 課石斧 
6 中嶋 J 中 ロクロ・囚黒・ミガキ・戊部回転糸切り痕 
l 中時 巾 I不 ロ クロ・囚黒・ミガキ・戊部回転糸切り痕 
8 中嶋 ) 

「 二本 l往16cm・器高・回転糸切り痕 

9 中崎 男器 豊 

10 l同上Å 縄文l 詐 深鉢 \ 部網代痕 
ll I旧上し 縄文l 青 鉢 後期 
12 用!上土 縄文 十 深鉢 
13 口町 縄文 青 鉢 免期・船上に海鍋骨針を多く含む 
14 口町 ) 葦 汁 鉢 免期弓冶上に予雛硝子針を多く含む 
15 割沢 穣 詳 椀 染付 
16 割沢 iと品 i i 小 工i 

17 細沢 1 予 

18 松居敷 ポ ‾上告 音 鉢 

19 徳鳥 石器 両 端部に剥離あり 長さ7.6cm 幅5cm 

20 戒用岩出骨箱 縄文l 青 

2l 戸枝 縄文l 音 後期 
22 戸枝 弥I 汁 

23 戸枝 弥/ 十 晩期 
24 畑塵I 縄文 十 器台 
25 用度I 縄文 二器 
26 周回 須忠君 ‾「 二心 部の頭部との接合部外面タダキ→ロクロナデ 
2了 広i用浄 :‖一十㌦ ÷ 瓦 部 囚外面ロクロナデ 
28 観音幸 信管 証 却 月十 

29 観音立 棟石器 向 側に叛打痕 
30 中村城 瑞 子 卑 ロクロ・庇部回転糸切り痕・摩滅が著しい 
3l 森崎 縄文l 膏 子「 鉢 中期 
32 松山大地用尺 健在諾 寂石 
33 松山大地間尺 嫌 「 層 諦好子 

34 大姉石神与野 縄’ 言 鉢 間口∵-庇部 前期か? 
35 外車 挙 上 言 

36 古城 縄文l 主 

37 古城 縄文l 青 

38 古城 縄文l 千 

39 古城 縄文】 汗 

40 古城 縄文! 子 

4l 古城 瑞 子 上本 厘こ臆 臣破片 
/i2 古城 縄文」 音 鉢 映∴ ]!破片 

/13 古城 縄文l 話 鉢 宥 l: 

44 古城 上伸器 小皿 「上I磐城が著しい 
45 古城 上伸岩 上不 

i i; 

/16 古城 上伸岩 抹 I 「; 

4了 古城 須忠器 杯 I白 擁郁・破片 
48 古城 須忠 兜 外面ロク口上I 
49 古城 :八〇上告 艶 夕 暗合子タタキ・画面ナデ 
50 古城 須,一浩 艶 夕 両容子タタキ・画面ナデ 
5l 古城 須忠君 艶 夕 ‾タダキ→ロタロナデ・I相加ログロナデ 
52 古城 須思器 梁 白子 外面ロタロナデ 
53 古城 須忠器 兜 高く 外面ロクロナデ 
54 古城 =i上告: ∴) 、ヽ 囚外面ロクロナデ 
55 古城 須患者 工 外 面タダキ→ロクロナデ・i生面 同心円オサエロ 
06 古城 須思器 ∴† 二Å 

01 古城 タ 子 杯 
i 』へラ切申駄調整 

58 古城 子 子 I不 i i上糸切り 
59 古城 須忠器 
60 古城 石器 
6l 

∴: 
甲 縄文十 

62 I中 用 縄文十 器 
63 

∴: 
用 

邦 

64 ∴ 
用 縄文十 筈 

65 津村ダム 縄文 昔 鉢 中期 
66 津村ダム 縄文 器 鉢 中期 
6/ 撮」 暢 ; 瑞嵩 鉢 
68 ′子丁 月間l 縄文上 者 鉢 
69 千:南用I 親交上 嵩 鉢 I)寸外面ログロ 

了0 和光6匡 礫石器 敷石 
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這 二・ソ 〇二.ご ‾÷ 重く 二 二’ 重く 二 三、 重く 三 三、 重く 
三 三・音ノ こ_ニ! 二三 芸 

三 三、 三: 〕 二三 重く ÷ 重く 三 三 重く ≒ 二三 重く 這 =、ソ 二_こ 重く 善〕 ここ」 丁、く’- =ト 重く 

毒 ÷ _こ 言 草 二二 二二 
妻 二 二三 ・_蓄_ 

ミニ 、≡I 二子 

妻 二 二三 

ゴミ -く 卓 
ゴミ ここ 一三〕 

よき 一三 章 二く 

ミこ 単 二\ ミこ 号 二十 ミニ 単 二∴ 

喜 一く 善 二、 

ミこ 、≡i 二言 

二こ、 ヨ 雲 喜 一く 

葦 単 二 

業 単 二三 二三 

ミニ 号 :\ 

ミニ 三i 二子 三 

単 二く 栄 二で 業 こく 単 二く 当 事 

業 苦 ÷ 葦 等 二王 蛍 雪 ÷ 葺 き ÷ 

三 等 
業 二二 

葦 単 二ヨ 葦 書 き 芸 事 ÷ 

業 雪 

丁 葦 

書 ぎ ヨ 

三l 、○○ 言上 

三) ヨ ヨ 書 二重 ÷ 書 ÷ 

ヽヽ一 十 章一 く葦 委 
三 

÷!三 寒 三 二二ヽ 

三 三 ≡ 
二三二 

三 二二ヽ 

≡ 
・至 二重 

ミニ 糞 
∴、∴ 重 二 三子 ミ 

うそ 

÷ ヨ 

糞 羊、 :÷ 

薫 ÷ 票 ÷ 桑 ÷ 

き‡ ミミ き‡ ミ ご∴ ミ 

※ ミ三 業 竃 

∴、∴ 重 

ミ、 :∴÷ 

∴→∵ 幸 三 き きそ 

三 幸 三 三 ミー 

警 〕∴ヾ 賢 二 …さ 
二塁 蔀 芋 茎 うヨ \ 

÷ ミ‡ 塗 遇 ∴、∴ 

二 ミ5 さ書 写 ー“× 

÷ 斗 窒 遇 

きく 

∴、i 重 責 

蔀 斗 蔀 斗 半 球 斗 

二. 幸 三 

多く 

二一 号 “ここ‾ 

玉 章 
“×i ≡i 

き. 一三) 

ぎ 宍 き き: 繋 ぎ ∴ 章 二 .三、′ 重 宝三 三 て こ〈 翼 業 誓 曇 

∴ヽ∴ 三 三 二_ き ÷二 義 芸 

÷こ 翼 奨 挙 曇 

く一 窪 まこ き 業 窒 」、- (窪 ※ 裏 芸 
ヽ.く一 く薄 幸雪 雲 染 ま 三 三 I 室 二羽 理 香 三 三 I 雪 雲 至 三 三∴ / 書 写 言 豊 こく 塁 ミ三 業 二二 ∴二 言、i臆 

善 さヨ 主 宰 ここ、 二二 

寿 子÷ ′i’ \‾ii ぎ ーヽ lト トく .ヽ ミ三 業 ′i’ \“- き ÷ iト トく ,ヽ 

幸 一‾ナ 重く 二三 柔 さ 書 こう 栄 二 素 ご 

二 号 妾二 黍 、二 二 婁 

二 三〈 ※ 茎 ミニ 繋 三三 

窒 遇 、、 \「 一、 二 選 言、 こ) 
葦 憲 二\ \ ヽ- 圭く 遥 二二、 二】 芸 濃 \ \「・ ’・/ ÷ 遥 二二I ヽ】 

一事・ て こ〈 巻 き 業 諾 三 
・うそ 二 三〈 …ギ 芋 茎 襲 馨 崇 

きく 業 箋 二三 工 費 欝 :ヽ二 手ここ 三三 
≒ ※ 峯 ÷∴ 馨 三 

雪 子。「 「- き 、●-- ‾、‾〇 、′〇〇 一二〇- 

雪 「- ≒ ∵、{ 幸二_ ∴÷ 
\二 三 \○○ ∴-∵ 

ミ’ ヽ- 芋 .、‾- ヽIニ ∴÷ 

章 二 翼 き 

ぎ 「-- 手 ー→-- Y・ニ ー>くく- ミ 単 二ミ :二 葉 ごと 二二 、二 塁 遇 こく 喜 子‡ 業 憲 二二 三〕 ざヨ 業 
董 葦 三⊇ ÷ ≒ 峯 三三 三 三 善 三⊇ ÷ 

三 一一く ヨ 三言 業 

雪 雲 

雪 雲 

費 へl \ 

責: そ 栄 二ヽリ こ、ぐ 毒 
三 三 栄 二、ソ 三三 ミ 

ヨ ーく も、 三 費 、寸 も 三三 

ヽ〇 三 三 

遇 :二 幸 きく 遇 一二 享 楽 遇 こく ヨ 討 

蔀 ミま 窒 遇 
・き †二 手 ‾ヾ‾ 丁。 ∴主音 1く「 Cつ 聖 霊 l i- ぐつ 当 主 菩 l 

示 塞 き 

寒 く二 手 ∴÷‾ \∴ ∵÷ 

料 ミゴ 窒 遇 
÷ ヽ一 宇 ∴÷‾ ←二 ∴トー 

三善 ヽ-∴ 芋 ÷●“「i ∴÷‾ ヾ- ヾ千三 ・き ÷二 手 ′、‾- ヾ二 ∴÷ 
ミ’ †二 手 ’ヾ‾ ヾ- うi三・ 

至 1く㌻ l 二 二二 l 三 二 二 

≡ l 

三 言 言 
三 三 

ミ 

雪 l 

ぐつ I 言 き C、つ I 言 ミ 

三 言 

三 三 雲 .- 三 ㍍ 雲 

く1 三 三 

1- 至 お き 

」O I 

」l〕 三 三 雲 」「〕 三 お 寒 

委 ÷ 

二 
三 三 三 

ト ト 
董 

手 弐 
三 

至 ÷ ●- 三 二三 「くす 三 三 二〇 三 三 し〇 三 三 

き 

三 雲 こ き 

三 雲 ÷ 

三 雲 二 三 三 雲 二 三 三 雲 き き こ き 三 雲 

÷ 言 

こ き 

÷ ÷ ÷ ÷ ÷ ÷ 

害 毒 

洗 ニ 言 

一室 き 三善 曇 ぎ 三善 一室 三善 一室 き ・き 雲 ・き ・き 雲 ミ’ 

三 二〇 

雲 

妾 :′: 〇〇 諾 雰 -● 二で 享 茎 お ÷ 采 
三 至 ぎ ぎ 至 

ま 三 ま 
窒 ま 

三 N 言 こl ミミ ぐ′つ 言 三 二) 昌 へ」 〔〔⊃ 言 さ へ】 プこ く⊃ こ当 8 こ〕 ⊂> 式 こ〕 二 へ1 ぐう ÷】 1寸. こ〕 U⊃ ヽ」 
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三 

きゃ 」∴ ‾、「- 

二三 

:、教一 子′ 

三 
毒く 

塁 

→) 二二〇 ‾、て‾ 重く 重く 

塁 塁 

二 雪ぎ 
燕 くく 芯ゴ くく 鞠 くく 翻 くく 謀 くく ≒ ・て・● (葦 重く 曇 

重 重 

三 雲… ≒ ≒ ≒ ヾ一・ く窪 :“’ヽ一 十三 ≒ 

ミニ 善 三ヨ 

善 詞 ≡… ≡ 

室 罫 ≒ 

ヨ 警 塞 妾 
主 導 墓 室 蜜 善 幸 素 話 童 話 童 話 去 善 等 

室 詞 
善 事 

や 
子 や 三二 

∵ 毒 三二 毒 三二 亘 
室 雲 

亘 
曇 三ヨ 

墓 誌 ヨ 単 二 畜 〕三 善 事 室 詰 

室 三つ 

室 三つ 子 

⊥S 三 三 三 二二 

雪 善 導 

ヾ 主 三 三 千 二二 二十 き 

曇 詰 ま 曇 善 
室 ヨ 

ぐ、二 重 亭 主 蓋 うヨ ≧ 導 

善 事 

塁 
ぎ 

三三 三三 
三 三 圭 

≒ 宰 三三 

.お二〕 三 .おこ」 三 」二: ≡ .審⊥〕 三 .お〇 三 

∴∴二 二二二 

零 ≒ ′/_ ヽ\一 芸 

≧ ÷ 
孝 三・ 

jヨ 

S 遇 ∴∴- 室 

こ〕こ〕 三 

桑 
芋 

三ヨ 葦 ギ 葦 毒 
〇二」 三 二)二 三 

七、、 曇 

芙 

ふこ きく 

二 

二、 へ′il \ヽ‾ 

二 三 ) や、 ,ヽ 一二 

学 業 

一二 l・′・. 二1∵ 
÷ 〕ヽ∵ 

三 言 一二 二、〇 三 

iiiゝl .1∴′ 互.ソ i.iilノ ii・㌧I .∴ノ 

二 三 

ii・ヽノ 

二 言三 ミミ 

二 三 雫 

.÷ :、●‾ 塁 妻 こく 書 委 三三 

÷ 

二 へ′∴ 二十‾ 二: ;ヽ一 二 二1‾ 

二 二ヽ‾ 字 

二 二「 繋 三 二.二 重 ニ十ソ 二、年 ‾三 三〈 ′- \- 褒 ±: 二→ ノ_ \- 繋 ぎ 三 三 二ヽ 

二 _-:音〇 三 

÷ ÷ 

二、 芸 ÷ 重く こき 三 三 二、 京 貰 

÷ 

\ヽ- 築 烹 二〇ざ _-:一 手 ‾、ソ 
二 三 三、ソ ご.ミ 璧 十 三 二十ソ 

lリ言 二十∵ 茎 葉 三 二二ヽ 三 三、∨ 

一、十 も、 l \ 

:三 業こ き こ 

泰 三 二二 三 二∴∵ ニ_ニヽ ‾’=ヽ 

二 王こ き おさ ま \1 ∴\ 

予言 学 童 こ 

二 王二 三 台ゴ 妻 

二、「 三三 ヾ∴ こ こ、ソ ニ..ご 萎 ミ ニ、ソ 
\ヽ‾ 業 三 二二: こう二 三 二∴∵ 

二 二\・ 寒 重 言 

二「∵ き 業 三 二,こ 茎 章: 三・シ 

三で 三 言「 毒 で「 三 ここご ‾三 三 ノー 二二 三’ 一、i ′_ 

三〇 薬 毒 三二二 十、一 手 三・ソ 二三ヽ ≡I 義 i;蛍 

業 ÷ 三 三 ノー 三 ノー 

玉 く二 

二三 二三 こヽ一 ‾÷ 

業 妄 薬 毒 
拳 焉 

三 二二 築 

三 二三 吉く 三 ●--ヽ 

三二 二三 

←、 ト、 三寒 

‾三 三 ノー 

一三 車 く二 一三 一ヾ 二二 ‾三 雲 二三 二{ く二 

築 きや 二〇 二三 重く 三三 三 二iソ 二.ここ 二三 重く 
\- 寒 雲 三’ 重く \- 築 きや ∴∴ 二三 重く 

妾 雲 三 三、- 

ミ ニ・ソ こ.ご 二三 三二 .圭く 築 き 重く ∴二、 \- 楽 手 二三 重く ∴:∴ 霊 ÷ 二三 三: ’重く :べ‾ ÷ 重く ilヱ ÷ ‾÷ 重く ∴:÷ ●臆∵〇 三 二三 重く ilきく 這 三 二三 善く ’“当 ÷ ‾÷ 重く 1iヱ 楽 三⊇ 一三 重く ’i主く 圭 一∴二 さ ぞ ‾÷ 重く ’“茎 

十二 三: 三l 三⊇ 三 一二 塁 上二 三 三三 三 一こ 

警 〕三 二二 “工学 ・さく三・ 一く 

十二 二く 書 幸 三 ここ 

違 ニッ てこ.一ご 重く 二茎 .-十〇 さ こ、ソ 二.二、 三- 三二 二号 
姜 ミ ニ∵∵ 二二ミ ニ三 重く 二三 茎 一三 二\ \ニ ∴」 

築 く: ヨ ‥三⊇ ÷ ミニ 

芸 雪 重く こき 
築 ≒ ‾÷ 重く 二、 

築 三‥三 一÷ 重く こき 
∴∴ ∴∴▼ぐ 幸 二三 重く ÷ 

菩三 三こ 睾 ≒ 三 三こ 

築 三⊇ 一三 重く 二二当 

よき 蜜 三 二三 

二幸 葺 き 三 

さ き ÷ 二重 ニき き 二王 二重 

:亡 く≒ 「- 蕊 

ここ 雪 三 三 

ここ 蜜 二 一雪 二二ヽ 

ギ 単 二 二重 ここ 蜜 三 二三 

二手 二二 ヨ 言 峯 
モ ‾、 三l 楽 くく ここ こく 宴 楽 くく こき ・ミ ヨ 楽 くく ここ こく 享 楽 くく 二二・ こく 主 謀 くく 

ここ 雪 三 二三 二二ヽ 

二二、 二二 三1 、、一 塁 

卓 二∵ 三! :\ 

こ! 三 二二 き 

卓 二ヾ 一十、 二二 三 

ミ 亨 

三 三 

箋 二 一二」 一三 二二.ヽ 

‾、\ 書 こき ∵= 重き こく 号 」∴ 三 ミ 書 手 輩 

葦 二 一を 」-丁・ 蚤 二 二三 

蚤 二 二二土 手 二二ヽ 

三 幸 、.- く蒋 貝 :∴ 二 〇・‾r- 三 三l 零 ー●「- ぎ 三 二三 二二\ 

ミニ きく 

二 手 きく 

き: 雪 ぎ 警 .二 幸 警 

うそ 華 築 憲 キ メ’〇 、‾一 箪 

三二 単 二、 室 き. ≡) 這 

き‡ 

書 巻 憲 二も 二 三 三 

蜜 遥 三 三. ヨ 

き 蓑 濃 さ :二 幸 

ミ三 業 聖 霊、 二 三 三 

き 薄 遇 単 二 ヨ 

塁 畳 字 、ナく 亭 \.臆「 薫 

警 誓 ヽ∴ 
三言〕 三 二二 二 ミ 二十 :-ぺ) 薫 \一「 ヾ幽 

学 這 三 三 I 三 薫 

き \ニ l一一「 _> き き‡ き ヽ一 †二「 きて 雪 「--i 1・一 翼 

二 幸 二二 二, 

蓑 斗 ヽi ヽ- 

二 幸 二二 三℃ 

塗 遇 

※ 
二 三 ゝ三 春ぞ 

二 三 喜 一そ こく くで 

薫 三 、、一 経 まそ 

薄 幸 さ≡ 掌 

二 幸 室 1三 重 三塁 

二 書 芸 二 三〈 栄 三・ 

ミニ 装 薬 雲 三’ ヽ- 三 >●丁 .、‾- \一 、>宣 
奨 鴬 三三 一室 「一 三 で〇 十∴ ∴÷ :ミミ 繋 馨 三 三’ i′。、 ヽ一 手 ∴÷‾ 業 

藁 二二 薬 草 き 

ミミ 染 ま 当 室 ヽ- ミ ニ“÷. ∴÷‾ \一 高ざ 
義 挙 三 雲 二二 三 ‾ヾ‾ 崇 

翼 楽 章 聖 二 雲 うそ 三三 球 主’ 聖 書 

き 二二 窒 遇 こく ヨ \音音“: 蓑 

圭「 栄 二や 喜 渇 き 垂「 ま ま書 芸 ヨ 二二ヽ 崇 

ま ま亀 去 遇 ま l 

業 主や 三 三! ま 

ま き勾 三 宝! ニヽ ぎ 1 

書○○ 寺 宝 三 二二 三 幸 三楽 

宝〇 三日 室 葦 三 二・」 室 、.- 

ミキ 〕∴〕 真 一、寸 も 三 
※ 三言〕 妻 ら \ 三 

詩 聖 三 業 ←ご 寒 くこ 二十 主で三二 

軍 書 ∴三 重 ≒ ÷ 

書 巻 ノ_ \一 案 萱 三三 茎 葉 ノー \- 塞 き 三 
き 業 二二 築 き 三 

業 誓 二三 誓 「- 手 ′、‾- \。 ∴置- 

≒そ 詰 責 、寸 も、 ≒ 

こき ここ, 1く㌻ 雪 雲 

襲 馨 一三 ‡き ヽ一 手 i←-- \○○ 、ゝ字二・ 

‾幸 手 ここ、 ぎ 亘 書 雲 

き ミニ さ… 遇 一二 主 審 叢 
業 誓 三 三’ ヽ一 三 ‾、‾- ゾ・章 ∴主音 

箪 馨 二こ き 宣二 手 迄 
誓 薄 さ… 遇 こく 書 享 楽 

・く一 く窪 二二- 掌 ヨ 二 重 

襲 馨 三 き 二二 ミ ニ「÷ ∴∴† 造 寒 さ… 三 二二 「〇 三 ′→一〇 、〇 ヽ千三 

三 てこ 葦 

〇、二 三 三 雲 二〇 三 三 三’ l\ 三 三 雲 〇〇 三 三 三 CC 三 三 雲 〔〇 三 三 三 二二’ 三 三 曇 三 三 茎 三 三 三 三 三 三 雲 C、つ 三 三 三 至 三 言 雲 二 三 三 三 三 三 三 雲 至 三 お 雲 ’く二〇 三 三 雲 二 重 三 雲 .- 三 を 雲 至 三 言 雲 〇〇 三 お き こて 三 言 雲 言 / 二三 二】 三 三 雲 ÷ I 三 三 号 室 こ / 三 二) 三 三 三 
手 I 千 三 竜 三 棄 三 言 三 薫 三 言 ヨ 衰 ! ド ニ 害 毒 素 I ミ 三 言 ヨ さ, 三 京 王 三 I CC 三 雲 宣 言 室 千 言 圭 手 三 雲 三 l CC 三 雲 

三 
三 N 二 二i 〇〇 千 三 N 嚢 手 主 ∵〕 弐 N 手 幸 二、 千 二」 雪 雪 ‾、】 手 ÷) 三 二】 主 お ご] ぐう 手 “ここ“ 隷 お N 8 こi お ÷i 字 N 8 ∵) ミ ÷ ぎ ÷i C、つ 手 「こ㌻ ミ 掌 ÷i 三 二) ミ ニi 三 二i 三 N 享 尋 
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三、 三 

撃 こi 王 室 三’ ≒ 

重 重 

i重く 

ミ 

きく きく きく 三や 二二 二二 三二 〔聖 二÷ 一十 三二 

ミニ 室 三二) 

喜 子ヨ 1.- 

室 話 手 

善 言コ 

二 十も 雲 室 三つ 「雲 

云 三軍 ÷ \ ノiノ こ\ 

ヾ 三 三 

三、 撃 塞 ÷ ミぎ 善 言ヨ 手 玉 

善 言ヨ 琴 
亭 主 三 こ\) 三 三 三 ヾ 三 三 

云 うヨ 1孝 二 三 三ヨ 幸 三! 喜 雪 ぎ 善 事 二 I○○ \_÷ 

ヨ 当 室 毒 手ヨ 〕ヨ 

よこ 宍 

∴ :三 寒 室 三 三二 一三 業 二二 三) 二三三 三 ミニ 

÷ 丁子 素 手 三 ニ.ご :べ‾ 

二 三こ二 重 ;∴三 貴 へ ミト ミー 

二 二十 善三 二 二..二 三 二ノ・1ノ こ_二ヽ ‾÷ 

二 二1‾ 曇 三 二」こ 三 三、ソ 二〇で 

∴ 言 i ニー\ ,ヽ 十 二 彗 」 =’ ÷イ ノ_ \- ∴∴ ∴.〇 三: 

二 ・三二 【 や、、 ,ヽ ∵ ÷ 雲 ト ‾÷ モ ノ_ \- ∴∴ 萎 一三 

∴ :ヽ一 義 

二 言三 ミミ 重 二 二、 塁 一二 単 三⊇ ÷ ミニ 

÷ :十 二 “三’ 二 言 ‾三- 二 十“音〇 三 、÷ 

・iソ ヨ 

二 言 を 空 言 二 言 き >=I こ こく 二三〇 き ゝ=I こ 

二 二「‾ 雲 二 二ェ 

÷〈 ノー \- ∴」 →○○ ≒ ‾三 三 二二 子“〇 三 二・ソ 三〇で ‾三、 

業 ーこ ヨ ∴l 三 二〕二 三I ∴ 三 三を二 二こ 三l こき⊇ ÷ ミニ 一三l 二十 
≡- 宗 一き:二 三・ 三) 二三⊇ 三 ミニ 号 二十 

烹 

三 二iiヽI 二一二 一三 二 °三、 

三 三 三三 三 iこ 

菖 ニilノ 二.二† ‾÷ 

二言 

重く 二三 

三三′ 

重く 二三 

二言 一、 ●一 
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写真図版1 県内遺跡調査状況
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写真図版2 県内遺跡出土遺物(1)
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写真図版3 県内遺跡出土遺物(2)
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写真図版4 県内遺跡出土遺物(3)
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